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夏休みの過ごしかた








荻原規子





角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第四章　真澄　Masumi







　第一章　休暇前　Kyukamae







　　　　一




　生徒会室で目にする如月きさらぎ・ジーン・仄ほの香かは、以前のままの生徒会長だった。

　ごく短くカットした自前で明るい色の髪かみ、色白の肌はだにくっきり通った目鼻立ち。華はなやかでいいはずなのに、表情は少なく声は一本調子。淡たん々たんと会議の案件を進めていく。

　水色の振ふり袖そでで美しく着き飾かざり、艶あでやかに踊おどってみせた仄香とは別人だった。必ず着ている男子の制服は、だれにも媚こびないことの表明のように見える。

　執しつ行こう部ぶの全員が招集されたため、泉水いずみ子こはおそるおそる末席に加わっていたが、仄香がそ知らぬ顔をしているので、かえってほっとする思いだった。セミナーハウスで見聞きしたことは、こことは別次元のものごとだったのだ。影かげの生徒会長として村むら上かみ穂ほ高だかがいたことも、泉水子が起こしたちょっとした騒そう動どうも。

　そうして切り離はなすものだったのだと、あらためて知る思いだった。

（あれは、高たか柳やなぎくんが式しき神がみを操あやつっていたことや、宗そう田だきょうだいに真ま澄すみくんがいたことと、同じようなものごとだったんだ。学校でふだんの活動をしているときに、混同して態度に出してはルール違い反はんになる……）

　自分に姫ひめ神がみが降りたことも、仄香にそのように思ってもらえるだろうかと、ぼんやり考える。泉水子自身、だれにも言いたくないし言われたくないと感じるので、よけいにそう願うのだった。

　会議に参加している相楽さがら深み行ゆきを、ちらりと見やる。

　深行は、生徒会長と同じくらい平然と座っていた。「生徒会を追い出されてもいいです」と言い切ったことなど、完全に水に流している。

　蒸むし暑い日が続いているので、生徒たちは薄うすいブルーのワイシャツか、白地に紺こんのラインの入った半袖ポロシャツだった。生徒会男子はみなワイシャツ姿だが、ネクタイはさすがに緩ゆるく結んでいる。深行もそのひとりで、ネクタイの下がり具合も他ほかの生徒と同じなのに、なぜか整って見えるという特色があった。やたらに涼すずしげな顔つきのせいかもしれない。

　仄香と深行のあいだに、あるいは穂高先せん輩ぱいと深行のあいだに、もとのさやに収まるだけの合意があったにちがいなかった。今でも深行は執行部で有能な一年生であり、本人もその自覚で意見をのべているようだ。けれども、合意の詳くわしい内容まで、泉水子には思い出すことができなかった。

（……あまり深く考えたくないし）

　あれ以来、深行と姫神の話をしたことがない。ただ、あの日がきっかけで、深行の「おれに話しかけるな」宣言がなしくずしに終わったことは終わった。それだけは、だいぶありがたいことだった。

　執行部の会議はおもに、秋の学園祭に関するものだった。生徒会選挙と同じころに各クラスから学園祭実行委員が選ばれており、すでに実行委員会が二回開かれている。今回はその話し合いを受けての、執行部における業務確かく認にんだった。

　鳳ほう城じよう学園祭がそうとう派手にかまえたイベントであり、伝統をもたないぶん、思いきった企き画かくがまかり通るということ、けれども全体運営がたいへんだということが、のんびりした泉水子の頭にもしみてきた。生徒会長が示す進行スケジュールを見やると、夏休みがあることを無視しているようにすら見える。

（まさか、九月までノンストップで仕事が……？）

　ひそかに信じられず、配られたプリントを見なおしたが、執行部の他のメンバーはだれも疑問をはさまなかった。深行も宗田真ま響ゆらもその点に関しては意見を言わない。泉水子の立場で何かが言えるはずもなく、会議は終しゆう了りようしていた。

　生徒会長がさらりとつけ加えた。

「明日あしたから部活動停止期間だから、執行部も同じく、つぎの会議を試験終了日に先送りします。期間中は勉強だけに頭を向けて、生徒会メンバーである以上、まちがっても赤点補習など受けることのないようにね。今後の業務にさしつかえますから」

　仄香は泉水子に、神かん崎ざき女史のような才女ではないと語ったことがあったが、どうしてどうして、赤点などよそに見る人の口ぶりだった。笑ってまぜっ返すその場の生徒たちも、全員が余よ裕ゆうたっぷりに見えた。ぼやぼやしている場合ではなかったことを、泉水子は急に思い知った。

（そうだった……夏休みの前には前期試験があるんだった……）

　学校生活を切り分けようなどと、悠ゆう長ちようにかまえているときではなかったのだ。他の一いつ切さいをふり捨てて取り組んでも、その結果がどうなるかを危あやぶむ、落ちこぼれの泉水子にとっては大きな関門が待ちかまえていた。







　仄香の言葉に内心青くなったのは、泉水子だけではなかった。真響もほぼ同じ心境だった。

　もちろん、中等部から学年二位の成績で上がってきた宗田真響が、自分の心配をするものではない。彼女がうろたえたのは、この日の会議にも出て来なかった、名ばかり執行部員の真ま夏なつのためだった。

「ええー、別にいいよ。おれ、だめなら補習授業を受けても」

「よくないんだったら。一点でいいから赤点の上を取りなさい」

「今さらー？」

　真夏には、あいかわらず緊きん迫ぱく感かんがない。彼の態度が一いつ貫かんしていることに、泉水子はむしろ感心する思いで見守った。「真響が喜べばそれでいい」と言ったわりには、ふだんの真夏のしていることは、姉を怒おこらせることのほうが確実に多いのだ。

　むきになった真響は、その矢おもてに立つのでなければ、ずいぶん魅み力りよく的な見ものだった。多くの人には見せることのない顔だ。男子にも女子にも人気のある真響は、たいがいの人物なら上手にあしらう方法をこころえている。その手がきかないのは、同い年の弟を前にするときだけだった。

　真響は憤ふん然ぜんとしてくちびるを結ぶと、高等部になってから肩かたに下ろしていた髪を、ぐいっとポニーテールに束ね上げた。直線的な眉まゆが印象的な顔立ちが、若武者のようにりりしくなる。

「ぜったいに合格点を取らせる。あんたね、仮にも相楽になついたんだったら、少しくらい勉強する気になりなさいよ。一いつ般ぱん社会で通用しないやつなんて、相楽には相手にしてもらえないんだから」

「ええー、そうかなあ」

「当然でしょう。あいつほど、だれにもわかりやすくエリート志向な男子っていないじゃないの」

「ええー、そうかなあ」

　真夏は、ラウンジの椅い子すの上で猫ねこのように体をまるめた。色黒なだけで、姉とよく似た顔立ちをしているのに、こうもちがって見えるかと思うくらい脱だつ力りよくしている。

「もちょっと、なんかあると思うよ。シンコウ（深行）には」

「そう思うんだったら、赤点をとらずに生徒会室に来られるようになって、その場で証明してみせなさい」

　決めつけた真響は、そばで見ていた泉水子をすまなそうに見やった。

「ごめんね、なんだか余裕なくて。泉水子ちゃんは、真夏とちがって春からまじめにやってきたから、今までの積み重ねでテストもかなりできると思う。そういう自分に自信をもっていいと思うよ」

　泉水子はほほえんでうなずいた。

「うん、わたしもそう思う。わたしのことは気にしないで、真夏くんの勉強をしっかり見てあげて。図書館へ行って勉強するから」

　それは、けっして強がりではなかった。真響の同室になって、その学習態度をいつも目にするようになって、泉水子が知り得たことはずいぶん多かったのだ。

　案じる様子でしばらく見つめてから、真響はようやく少しほほえんだ。

「そうだね。泉水子ちゃんは、入学したてのころから比べると、変わってきたような気がするし。今の言葉、真に受けていい？」

　どっちつかずはいけないと思い、泉水子はしっかりうなずいた。

「本当にそうして。わたしは自分でできるから」

　その夜、寝ねる前に、泉水子は玉たま倉くら神社の実家に電話をかけた。以前から末すえ森もり佐さ和わに、夏休みにいつ帰省するか、早めに日にちを教えてほしいと言われていたためだった。

　簡単に近きん況きようを語ってから、泉水子は佐和に伝えた。

「そういうわけで、試験がすんでもう一度生徒会のことが確認できるまで、そちらに帰れる日がよくわからないの。ことによると、八月の真ん中以外は、ぜんぶ用事があるかもしれない。まさかこんなことって、思ってもみなかったんだけど」

「そうなんですか……まあ、たいへんな。でも、生徒会執行部という大事なお役目では、しかたないことかもしれませんね」

　佐和は、がっかりしてはいても、泉水子が鳳城学園になじんだことのほうを喜ぶ口ぶりだった。

「一時はどうなることかと思いましたけど、泉水子さんが案外元気にやっていらして、生徒会でも活かつ躍やくしているなんて、期待した以上ですよ。鳳城学園は、意外に泉水子さんに合っていたんですね。ふもとの中学校でも、あれほど苦労してきたというのに」

　泉水子は恥はずかしくなり、けんめいに打ち消した。

「活躍なんて、しているわけじゃないの。今だって、試験一週間前になって、生徒会執行部の人は赤点をとってはいけないと言われて、これじゃわたしは抜ぬけるしかないかもと思っているくらいだよ」

「そんなことにはなりませんよ。泉水子さんは、大だい成せいさんと紫ゆかり子こさんの娘むすめなんですから」

　佐和はひどくきっぱりと言った。

「今まで、ちょっと要領が悪かっただけです。ご両親の頭脳を受け継ついでいる泉水子さんが、どこかで頭角を現さないはずはないんです」

　あわてて泉水子は口をはさんだ。

「そんなのわからないって。でも、ルームメイトの真響さんがとっても頭がいいから、少しだけやり方がわかってきた気がしているの。これから一週間がんばってみる」

「ええ、がんばってくださいな。ああ、そうだ、深行くんも同じ生徒会でしたね。もしも深行くん、夏の休きゆう暇かに玉たま倉くら山やまへ来るつもりがあったら、泉水子さんのといっしょに切きつ符ぷを用意しますから、聞いてみてくださいな。深行くんが来れば、野の々の村むらだってずいぶん喜びますよ。口にはしない人ですけどね」

「ああ、うん……聞いてみる」

　泉水子は、急に鼓こ動どうが速まるのを感じた。佐和の提案に、何も含ふくむものはないと知っているのに、どうしてなのか本人にもよくわからなかった。さりげなく話題を変えてあれこれ話した。

「それじゃ、試験が終わってからまた電話するね。うん、なるべくすぐに電話する。じゃあね」

　受話器をおいて、大きくため息をついた。胸の鼓動はすでにおさまっていた。

　泉水子は、これまでほとんど考えたことのなかったことを考えてみた。

（……深行くんって、自分の家では、いつもどんなふうに過ごすんだろう）

　やけに想像のしにくい家庭ではあった。

　深行が七歳のときに離り婚こんした雪ゆき政まさは、それ以来独身を通していて、父一人子一人だ。家は和歌山にあるはずだが、それも、深行が合格した名門私立校の近くに移り住んでの住居だったらしい。帰省しても母親が迎むかえることもなく、父親は現在東京住まいなのだから、深行が和歌山の家に帰るかどうかもさだかでなかった。

（佐和さん、それだから、さりげなく玉倉神社に呼ぶつもりなんだろうな……）

　中等部から高等部へ上がる節目の春休みにも、深行が学園内に居残っていたことを思い出す。さらに、雪政が英語講師として鳳城学園にやって来たのは、おもに泉水子のためなのだから、佐和が深行を思いやってもおかしくなかった。

（休みに入ったからって、相楽さんが家のこまごまとしたことをするとは思えないし、家庭サービスをするところはもっと想像できない。今まで家の中のことは、深行くんがしていたんだろうか。ああ、でも、相楽さんのことだから、家に押しかける女性はたくさんいたのかも……）

　だれからも兄にしか見えない、若くて総モテの父親と暮らすのは苦労が多そうだと、泉水子はしみじみ考えた。息子むすこがいることを忘れていたと、雪政がみずから語っていたくらいだ。玉倉神社に寄宿するあいだ、深行は中三男子らしくないほど自立して見えたが、そうなるだけの生おい立ちがあったにちがいない。

（あの深行くんでも、さみしいときはあっただろうか……）

　親などいなくていいという顔をした深行だが、淋さびしくなかったはずがないと、あらためて思った。

　泉水子には佐和がいてくれるが、それでもまだ淋しいときはあるのだ。実の母親がいないことにかけては、泉水子も似たようなものだった。深行の家とちがって離婚していないぶん、かえってたちが悪いかもしれない。警視庁勤めの紫子は都内に家をもっているが、地方に出ることが多く、どこにいるやらさっぱりわからなかった。娘がせっかく東京の学校に出てきたというのに、まだ、ろくに連れん絡らくもよこさない。

（もう少し、深行くんといっしょにすごす時間が長くなれば、もう少し、気心も知れてくるだろうか……）

　泉水子は思いめぐらし、自分自身に確かく認にんした。つまり、深行といっしょに玉倉山へ帰ることがいやではない。これまで反目しあってきたことを考えあわせると、わりと驚おどろくような結論だった。







　ひさびさに図書館へ自習しにいってみると、試験前とあって、閲えつ覧らん室には生徒がぎっしり座っていた。へたをすると席が見つからないありさまだ。泉水子はたじろいだが、一年生だからとて遠えん慮りよはするまいと決意した。

　ひとりで寮りようの机に向かっていると、ついつい別のことに手がのびてしまう。いやでも他ほかのことができない場所にいたかった。なんとか空きを見つけて席をとり、教科書と参考書とノートを広げる。

　これまで泉水子は、学校の試験勉強とは、まんぜんと教科書の内容を暗記することだと思っていた。そうではないと、真響とつきあってから気がついた。すべて頭に入れることなど、最初から無理な話なのだ。秀しゆう才さいはそういう考え方をしない。ポイントが大事、効率が大事なのだった。

「眠ねむくても、授業中はなるべく集中したほうがいい。後で勉強するよりも、そのほうが効率が高いから。先生たちだって、なにも意地悪がしたくて試験問題を作るわけじゃないと思うよ。自分が日ごろに強調したことが、伝わったかどうか知りたいんだよ」

　真響はそう言い、なるほど彼女のノートには、力点がおかれた部分にマークがついていた。

「これをつかまえるために、予習復習があるようなものよ。試験前の山かけは、当てずっぽうにするものじゃないの。すでにつかまえてあるものを、よく見比べてみるの」

　今ごろは真夏が、真響のつかんだものを集中的にたたきこまれているだろう。だが、泉水子は、日ごろから彼女のノートを見ていたし、今回は自分でつかんでみるつもりだった。こういう気持ちが生まれると、他人と足並みを合わせて勉強することのほうが難しくなるものだ。

（できているかどうかは、わからないけれど……）

　勉強が楽しいとまでは言えなかった。だが、前より気を散らさずに時間がたつようになったのはたしかだった。

　深行も閲覧室のどこかで勉強していると、頭の隅すみでは思っていた。けれども、探し出す気はしなかった。たとえ見かけたとしても、勉強を教えてほしいとは思わなかったのだ。今は、自分ひとりでどこまでできるかを試ためしたくなっていた。

　しかし、図書館がよいをはじめた泉水子に声をかけてきたのは、その深行でもなく、びっくりするような人物だった。

「鈴すず原はらさん」

　閲覧室に向かっていた泉水子は、名を呼ばれて何気なくふり返り、そして目を疑った。そこにいたのは、なんと高柳一いち条じようだった。切りそろえた前まえ髪がみをし、男子にしては色白で、少々不自然なくらいに制服を着くずさない。泉水子は、ネクタイの結び目が正しい位置にある男子生徒をひさびさに見たような気がした。

「鈴原さん、ひとりで図書館に来てるの？　めずらしいことがあるんだな。宗田きょうだいとはけんかでもしたの？」

　高柳の口調は、軽くおもしろがるもので、学年代表の尊大さはこゆるぎもしないようだった。泉水子はひそかに、彼の立ちなおりの早さに舌をまいた。それとも、相手が泉水子だから前と同じ態度がとれるのだろうか。

　一いつ瞬しゆん迷ったが、逃にげることもないと思い返した。高柳には、彼なりに優ゆう雅がな面もあり、尊大ではあってもいやみではなかったのだ。それに、出くわして気まずいのは、真澄にこてんぱんにされたところを見られた高柳であり、泉水子ではないはずだった。

「けんかなんてしてません」

「そう、相楽は？」

「関係ないです」

　これ以上ないほどそっけなく答えたが、高柳は気にしないようだった。笑えみをたたえる細い目もとが容易に変化しないところは、どこか狐きつねのお面に似ていると、とりとめなく考える。

　唐とう突とつに高柳がたずねた。

「ねえ、鈴原さんって、三年の村上先せん輩ぱいと顔見知りだって？」

　泉水子は思わずはっとして、その反応を高柳に見てとられたと気づいた。

「なんのことですか」

「なんのことだろう。ぼくもよく知らないが、風のたよりに聞いたんだよ」

　高柳もいっしょにとぼけた。自分が村上穂高に会ったことを、だれが彼に伝えたのだろうと、聞けない質問は泉水子の内側でうずまくことになった。うす気味悪くもあった。やっぱり、彼と彼を取り巻くものは底が知れない。

（まだ、この人のために動く式神がいるみたいだ……このところ見かけないと思っていたのに……）

　口ぶりをあらため、高柳が誠実そうに言った。

「ねえ、きみ、もしかして、最初にぼくが『お使い』とまちがえたことをまだ気にしてる？　もしそうだったら謝罪するよ。今では、独立独歩の人間だってちゃんと認めているし、きみさえよければ、ぼくの陣じん中ちゆうに来ないかと誘さそう気だってあるんだ」

　それまで泉水子は、言葉を交かわしながらも足を止めなかったが、とうとう立ちどまった。閲覧室の入り口はすぐそこだったが、言われたことが意外すぎた。

「陣中？」

「もう少しはっきり言うなら、宗田のほうに味方せず、ぼくと仲よくしたほうが分がいいよってことだよ。宗田にくっついていても、この先きみにいいことは一つもないよ。今から予言しておく」

　あきれてしまい、泉水子は息を吸いこんだ。この上は、彼にこの前どうなったかを思い出させたほうがいいようだ──都合よく忘れてしまう人物なのかもしれない。顔を上げて高柳を見やった。

「あのね、宗田さんたちとの力の差は、わたしも見ていたんだけど。どうしてそんなことが言えるの？」

　高柳はひと呼吸おいたが、それでも落ち着いて応じた。

「それはね、本当の決着は学園祭でつけるものだからだ。この前のことは、まだまだ緒しよ戦せんの一手にすぎないってこと。宗田であってもたぶん承知しているよ。たしかにちょっと、してやられたものはあったけれど、秋の学園祭ではまた事情がちがう」

　ちょっとのことなのかと、泉水子は感心してながめた。どこまでが高柳の虚きよ勢せいなのか、簡単にはつかめないものがある。

「そんなに平気で言えるものじゃなかったと思うけど。学園祭なら何がちがうの」

「オープンになる」

　高柳は低く言った。泉水子が目をぱちくりさせていると、さらに言った。

「わからないかな。学園祭期間は、校内が開放されると言っているんだよ。学園がもっている一種の結界が解かれるんだ。外部の人間だれもが、キャンパスに出入り自由になる」

　泉水子は顔をしかめた。

「大人だのみ？」

「そうじゃない。そういうものじゃないが、それでもぼくたちは、自分ひとりで立っているわけではない。きみだって、だれだって、そうだろう？」

　やや不安になって、泉水子は口をつぐんだ。学園祭の意味がよくわかっていないような気がしてきたのだ。高柳は、いったい何をすると言っているのだろう。

　泉水子が言葉を探しているうちだった。閲覧室から出てきた金きん髪ぱつ碧へき眼がんの大おお柄がらな生徒が、さかんにあたりを見回した。そして、高柳に気づいて顔を明るくした。

「一条、ソコカ。待ッタカ？」

「いや、今来たところ」

　高柳より頭ひとつも高くそびえ、がっしりした体格と血色のいい顔をした彼は、ドイツから来たクラウスにちがいなかった。高柳の最初のルームメイト小こ坂さか信のぶ之ゆきが、彼の式神だったために真澄と対決し、消しよう滅めつし、その後の欠員を埋うめるようにやってきた留学生だ。

　クラウスは青い目で、泉水子の長い二本のお下げ髪がみをいかにもめずらしそうに見やった。だが、相手がそれだけでたじろぐのを知って、賢けん明めいにも声はかけなかった。

　留学生と並んだ高柳が言った。

「それじゃ行くけど、今言ったことは考えておいて。そうそう、相楽にも伝えておいてくれないか。ぼくの陣中にというのは、相楽と両方だよ」

　閲覧室には入らず、クラウスとつれだって去っていく高柳を、泉水子はぼうぜんと見送った。彼が新しいルームメイトのめんどうをよく見ているというのは、本当の話だったらしい。けれども、驚きがさめると急に腹立たしくなった。

（深行くんに言いたいのだったら、直接本人に言ったら？　わたしに言っておけば伝わると思ったら大まちがいよ。人のこと、目下みたいに見て……）

　今の会話は頭から閉め出してしまい、あとで時間があったら考えようと思った。目の前にせまった試験が急務なのだ。遠い学園祭のことまで気を回してはいられなかった。







　一週間のうちには、深行と図書館で行き合うこともあった。

　泉水子は、高柳の件を無視するにしても、佐和の言ったことは早めに伝えておく必要があると思った。深行がこちらに気づいたので、近寄って声をかけた。

「相楽くん、夏休みはどうするの。玉倉山に来るなら切きつ符ぷを取るから、日にちを教えてほしいって佐和さんが」

「ああ……どうするかな」

　深行は少し驚いた様子で立ちどまった。特に計画を立ててはいなかったようだ。

「野々村さんに会いたいが、いつ行けるかな……休みに入っても七月中の補習は受けるだろうし、執しつ行こう部ぶの仕事は山ほどありそうだし」

　泉水子は目がまるくなった。

「相楽くんでも、試験で赤点とりそうなの？」

「ばか、そっちじゃない。大学受験の講習があるんだ。成績がよければ一年でも受けていいことになっている」

　はあ、そうですかと、泉水子は首をすくめた。レベルがぜんぜんちがうのだった。

「和歌山にも帰らないの？」

「そうもいかないだろうな。雪政は放ほうりっぱなしで来てるだろうが、もし引き払はらうとしたら、あちらの家に自分のものがまだあるし」

　しかたなげな口ぶりで言い、深行は息をついた。

「切符はありがたいが、日程はまだわからない。とにかく前期試験を終わらせないと。鈴原だってそうだろう、休みのことまで考える余よ裕ゆうがあるのか？」

「ないけど、佐和さんが聞いてって言ったんだもの」

「赤点とるなよ」

「わかってる、そんなこと」

　泉水子は思わずむくれた。だから必死で勉強して、図書館で顔を合わせているというのに、深行は当たり前としか思っていない様子だった。片手にかかえた参考書などを手に取りなおしてから、急に思い出したように言った。

「ああ、そうだ。これ、おまえにやるよ」

　本のあいだを少し探さぐってから、深行ははさんでいたものを取り出した。プリント写真のようだった。深行がくれるというのも、それが写真だというのも、ずいぶん意外な気がしたが、受け取った泉水子はひと目見て息をのんだ。写っているのは、泉水子自身だったのだ。

　ひざから上ぐらいが写っている、横向きの写真で、教室移動のときか何か、校舎の廊ろう下かを歩いているスナップだった。わりと楽しそうな表情をうかべ、長いお下げの先がほんの少しぶれている。出来のいい写真ではないが、それは問題にならなかった。問題は、泉水子に撮とられた記き憶おくがないことだった。

「なに、これ……」

「悪あく趣しゆ味みだよな。だから、回収しておいた」

「これ、もしかしてＳＭＦ（宗田真響ファンクラブ）？」

　すぐに思い当たった。以前にも、真響を隠かくし撮どりした写真の中に、泉水子まで写りこんでいるものが見つかったのだ。だが、自分ひとりが被ひ写しや体たいになったものは見たことがなかった。あまりのことに、言うべき言葉が出てこない。

　深行はいくぶん肩かたをすくめた。

「気にするな、そうあることじゃない。鈴原がいつも宗田といっしょにいるから、撮れてしまうこともあるんだろう。それでも、鈴原の写真をプリントするのは反則だから、おれも一応苦情を言っておいた」

　説明はそれですんだとばかりに深行が去りかけたとき、泉水子はようやく声が出た。

「待ってよ。気にするなですむと思うの？」

　深行は向きなおり、泉水子の剣けん幕まくにびっくりしたようだった。

「すまないのか」

「あ──当たり前でしょう。ＳＭＦっていったい何なの。いったいその会は何をしてるの。こんなことされて、喜ぶ女の子なんてどこにもいないよ。なぜきっぱりやめさせないの？」

　深行はまばたきしてから言った。

「そんなに憤ふん慨がいすることか？　宗田はいつも気にしないようだぞ」

「わたしだったらすごくいや。知らないうちに写真を撮られて、だれが持っているかもわからないなんて。真響さんだって、あきらめてはいるけれど、本当はそう思っているに決まっている」

　泉水子にしては強固な主張だった。だが、本気で嫌けん悪おを感じたのだった。承知して撮ってもらった写真ならともかく、知らない人間が知らないうちに写真をながめたり触さわったりしていると思うと、たまらなくいやだった。

　深行も思いなおしたのか、少し考えてから言った。

「ひょっとして鈴原は、写真を呪のろいの形かた代しろに使われるとか、そういうことを気に病やんでいるのか。そういう呪じゆ術じゆつもないとは言えないが、今どき、画像ひとつでそれを言っていたらきりがないし、身がもたないぞ」

「それなら、今どきは、盗ぬすみ撮りが正当だと言いたいの？」

「いや、そうは言わない」

　さすがに深行が認めたので、泉水子は言いつのった。

「相楽くん、ＳＭＦの一員なんでしょう。ＳＭＦって、真響さんに迷めい惑わくなことをする会じゃないでしょう。ぜんぶやめさせてよ、こういうことをするのは」

　深行は渋しぶい表情になった。

「そうＳＭＦって連呼するなよ、裏でしか呼ばない名めい称しようなんだから。学校への正式な届け出は、日本史研究会だ」

「日本史研究会がＳＭＦだったの？」

　泉水子には初耳だった。なんというか、もっと隠いん微びな地下組織のサークルを想像していたのだ。

「卒業した三年生がいたころは、本当にまじめな歴史の勉強会だったらしい。優ゆう秀しゆうだったその先せん輩ぱいが受験で抜ぬけてから、本筋がずれていったみたいだな」

「盗み撮りするのは、日本史研究会の人？」

　深行は気のりのしない声で答えた。

「宗田は中三から日本史研究会に出入りしていて、つきあいも長い。おれはどっちかというと腰こしかけだから、中で波風を立てるつもりはないな。だいたいあの宗田は、いやなことはいやだと、自分ではっきり言える女子だよ」

「いい、男子の相楽くんにはたのまないから」

　どうしてこんなに腹が立ったのか、泉水子にもはっきりしなかった。だが、引くに引けない思いで宣言した。

「日本史研究会だったら、わたしだって入れる。自分で会員になって、自分でやめてもらうようにする。裏活動だろうと、わたしにも会員の資格があると思う。わたしだって本当に真響さんのファンだもの」

「まじ？」

　深行はすっかり驚おどろいてしまい、そんな泉水子をまじまじと見つめた。

「……そりゃ、入会に制限はないはずだが」

「入る。もう決めたから」

「言っておくが、メンツは全員男子だぞ」







　後になって頭が冷えると、とんでもないことを言い出してしまったという思いが少しずつわいてきた。

　閲えつ覧らん室で広げたノートに向かって、泉水子は大きく息を吐はいた。

（逆上することなかったのに……わたし、このごろ怒おこりっぽくなってないか？　高柳くんにも深行くんにも、すぐにむかっとして……）

　勢いで言ってしまい、自分に男子ばかりのサークルで何ができるかと思うと、青ざめる思いだ。しかし、それでも、真響のためになることをしたいと願ったのはたしかだった。

　必要以上にむきになった原因は、冷静になってみれば気がついた。高柳が「宗田にくっついていても、この先きみにいいことは一つもないよ」と言い放ったせいだ。だからこそ、今まで以上に真響に近い立場をとりたくなったのだった。

（……予告する資格など、あの人にはないはず）

　結局、高柳の言葉が忘れられず、無意識に影えい響きようを受けていることに気づいてしまい、心がざわついた。無理にも考えから追い出そうとして、泉水子は額を両手ではさみこみ、いまいましく考えた。

（一点集中って、なんて難しいことなんだろう……こんなときに限って、気を散らすことばかり聞かされるんだから……）

　これに打ち勝たないと秀しゆう才さいにはなれないとしたら、泉水子の道のりはずいぶん遠そうだった。




　　　　二




　三日間の試験がついに終わった。この後は、終業式まで五日間の半日授業だ。そして、その先には、きらめく青い海原うなばらのように広がる四十日の夏休みが、強い日ひ射ざしの下で生徒を手まねきしていた。

　最終テストを終え、いっしょに昼食を食べようと会いにきた真響は、ほてった顔の泉水子を見て笑った。

「泉水子ちゃん、ほっぺが真っ赤。死ぬ気でがんばった？」

　くらくらする気分で泉水子はうなずいた。

「うん……こんなに真しん剣けんに受けたテストって、今までなかったかも」

「手ごたえは？」

「わからない。でも、言われたとおりに、空くう欄らんは一個もつくらなかったよ」

「えらいえらい」

　真響はＣ組の教室を見回し、あまり意外そうでもなく言った。

「真夏のやつ、さては逃にげだしたな。私が答え合わせにいろいろ聞くと思って」

　泉水子もふり返ったが、たしかに真夏の姿が見えなかった。ひそかにがっかりする。彼といっしょだったら、不ふ首しゆ尾びな部分も分かち合えると思っていたのだ。

「答え合わせはやめておいてね。胃にわるいから」

　真響にたのむと、彼女はおかしそうに見やった。

「まだ、赤点の心配しているんだ。おもしろいなあ、泉水子ちゃんのそういうところ」

　カフェテリアのテーブルについてから、真響はあらためて言った。

「泉水子ちゃんはだいじょうぶ。如月さんが言ったことを、気にするほうがおかしいよ。あのね、執行部にいられなくなりそうなのは、私のほう」

　思いもよらぬ言葉だったので、泉水子は友人を見つめた。

「どういうこと？」

　真響は答えようとせず、目を伏ふせてサーモンのベーグルサンドを食べている。泉水子ははっとして身をのりだした。

「もしかして、真夏くんが赤点をとったら辞やめようと思っているの？」

「……うん、まあ」

　小声で真響は認めた。

「私って、もともと、そんなに生徒会には向いていなかったのかも。真夏がそんなにいやがるなら、私も、これ以上無理を押しとおすのはやめようかな……って」

「そんな」

　泉水子は声に驚きをこめた。

「そりゃ、真夏くんはちょっとは苦手にしているかもしれないけど。だからって、真響さんまで辞めるなんて。あんなに毎日生徒会室へ行って、役目をばりばりこなしていたのに」

「だからこそ、今のうちに辞めないと。この先になって放ほうり出したら、まわりに迷惑をかけると思うし」

「今だって十分、真響さんがいなくなったら生徒会の痛手は大きいよ」

　泉水子が言うと、真響は少し考えこむようだった。

「私としては、執しつ行こう部ぶの仕事がきらいじゃなかったけど。でも、真夏がこの学校へ来たら、なるべくいっしょにできることをしようと思っていたし……乗馬以外だけど」

「真響さんも、本当は馬に乗れるんでしょう？」

「乗ってどうするの。あいつを、馬しか興味ない世界から引っぱり出すことが一番の目的なのに」

　泉水子は、彼女がたえず弟に気をくばり、尽つくしていると言っていいほど世話を焼くことに、あらためて感心していた。真夏がのらりくらりしているので、なおさらけなげに見える。

「真夏くん、まだ赤点と決まったわけじゃなし。きっと、もっとできているよ。真響さんがあれほど真剣に教えたんだもの、彼だってがんばったよ」

「そうかなあ……」

　泉水子は、真響にもはげましが必要だったのだと、その口調から気がついた。何でも率そつ先せんしてこなすことができ、他人を導く少女だから、だれもがうっかり彼女へのはげましを忘れるのだ。

「わたしだって、真響さんのおかげで、はじめてこれだけ試験に真剣になれたもの。成績のいい人は、なかなかこうは親切にしてくれないと思う。勉強だけじゃなく、見習ってためになったことは、ずいぶんあるの。お返しにしてあげることがあるといいけど、わたしにできることはあまりないから、せめて、日本史研究会に入って真響さんを応おう援えんするね」

　真響は、よくそろったまつげをまばたかせた。

「話がどうして、そこへころがるの？」

　泉水子は、隠かくし撮どり写真をわたされたいきさつを物語った。真響は驚いた顔で聞き入っていたが、泉水子の申し出に驚いたのであって、盗とう撮さつのことでは動じていなかった。

「ああ、それ、両りよう国ごく先輩のしわざだ。人はそれほど悪くないんだけど、趣しゆ味みがだいぶ偏かたよっているというか、趣味につぎこむから、金欠で」

　さばさばと言うので、泉水子は反論した。

「だからって、真響さんの写真を売り買いなどしていいの？　真響さん、そんなの認めちゃだめだよ」

「そうだね。知らないならまだしも、こちらの目につくようになってはね……」

　真響は言いさして、ふいにおかしそうになった。

「泉水子ちゃんの写真って、どういうの？　まだ、もっている？」

「まさか。細かく破いて捨てちゃったよ」

　泉水子がくちびるを尖とがらせると、真響は笑った。

「私も見たかったのに。泉水子ちゃんにピントを合わせるあたり、両国先輩、意外とセンスがあるのかも」

「なに言ってるの。わたしの写真なんて、だれも欲しがらないよ」

　泉水子はそう言ってから、いらないものとして深行に写真をわたされたことに、けっこう傷ついたのだと、今さらながらに気がついた。

　真響も軽口をやめ、まじめな表情になった。

「何であれ、黙だまって女子の写真を撮るのは、やっぱりいけないことだね。他人のことになると急によくわかる。私が先輩に言ってもいいけど、泉水子ちゃん、まじで自分でやめさせるつもり？」

　泉水子は少したじろいだが、勇ゆう敢かんにうなずいた。

「真響さんには、今からじゃ言いにくいでしょう。わたしが言い出したことだもの、わたしがことに当たらないといけないと思う」

「入会も？」

「わたし、執行部じゃあまり役に立たないって、よくわかっているから。それくらいなら、日本史研究会にいたほうが、真響さんに何かしてあげられるかも」

　真響に執行部を抜けると言われて、急に明確になった気がするのだった。今は、それほど大それているとは思わずに、泉水子は明るく言った。

「今まで、わたしのやりたいことってなかなか見つからなかったけど、真響さんの力になることができたら、それが一番かも」

　真響は少しのあいだ見つめてから、しみじみと言った。

「泉水子ちゃんって、おもしろい人だと思う。最初から意外だったけど、つきあってみてもずっとそうだね。私が思いもよらない方向に出る」

「そう？」

「うん。そんなこと言っちゃっていいの？　って思う。でも、やっぱりうれしいことかな。私って、もっとがんばろうと思うかも」

　久々にくもりのない笑え顔がおになって、真響は言った。試験前から、このところ見せていない晴れやかさだった。

「ＳＭＦにようこそ、って言っちゃうぞ。泉水子ちゃんがいてくれたら、私もすごく楽しい」

　泉水子もほほえんだ。これでよかったのだという気持ちになった。

　長々とカフェテリアに居すわっている女子のそばを、深行が通りがかった。

「そこの二人、試験が終わったからって、のんびりしすぎてるぞ。午後イチで学園祭実行委との合同会議があるのを忘れるなよ。今日の会議は、全体テーマを決める今年のかなめだ。執行部は全員出席。宗田弟にも、今日は参加すると言わせておいた」

　真響はいくらか目を見はって深行を見やった。

「どこにいたの、真夏のやつ」

「いっしょに昼を食った。知らなかったのか」

　深行のほうも、意外そうに言った。

「試験の答案が気になっていたらしい。おれに確実にわかる範はん囲いでは、答え合わせしてやったよ」

「あいつめ……」

　真響はうなり、泉水子も同調する思いだった。姉の苦労をむげにしているが、答えをよそへ行って聞くあたり、真夏にも男の子のプライドがあるのかもしれなかった。

　そのまま行こうとした深行を、真響が立ち上がって呼びとめた。

「相楽くん、言っておくことがあるの」

「会議資料の刷り増しがあるんだ」

　深行は言い返したが、それでも足を止めた。

「すぐすむ話よ。あのね、私、鈴原泉水子さんの日本史研究会入会を推すい薦せんすることにしたから。そのこと、両国先せん輩ぱいに伝えておいてくれる？」

　深行はちらりと泉水子を見た。首をすくめたい思いにかられたが、恥はじ入ることはないと思い返した。ＳＭＦにおいて、真響の意向は深行の意向よりも強い。深行が自分でそう言ったのだ。

　数秒黙ってから、深行は答えた。

「ばかげた思いつきとしか思えないが、今は時間がないから、あれこれ言わないでおく」

　深行が立ち去ってから、真響は思案げに言った。

「男の子って、みんな、どうしてこう見み栄えっぱりなんだろう。でも、私、このぶんだと生徒会から足を洗うことにはならないって、なんだか予感がしてきた」







　一年から三年の実行委員、各部と同好会の代表者たち、執行部メンバーと顧こ問もん教師を合わせると三十名近くになったため、合同会議は階段教室になっている視し聴ちよう覚かくルームで開かれた。

　正面に置いた長机に、生徒会長の仄香と実行委員長の早はや川かわ佳よし樹きが並んで座っている。早川が進行をつとめ、発表は生徒会長の役目だった。落ち着きはらったやさしい声で、仄香は資料の確かく認にんを求めた。

「……各クラスですでに話し合った、出し物の一覧は次のとおりです。一年では、Ａ組、Ｃ組が模も擬ぎ店。Ｂ組が演劇。二年ではＡ組が観客参加のクイズコーナー、Ｂ組が模擬店、Ｃ組が演劇。三年は自主参加なので、ＡＢＣ合同で、演劇とホラーハウスをやりたいそうです。クラブ活動で希望する展示または発表は、別紙です。コーラス部、軽音楽部、英語部、落語同好会、アニメ同好会がステージ発表を予定しています。中等部のクラス発表は基本的に合唱で、合唱コンクールを行います。この他ほか、昨年の学園祭終しゆう了りよう後ごに取りまとめた、反省、意見、要望などのアンケート結果はさらに別紙になります……」

　泉水子は、試験前にあった一年Ｃ組の話し合いをふり返った。みんな、まだ実感がわかないまま、ばくぜんと模擬店に賛成の手をあげたのだった。たいしたアイデアがあるわけではなく、食品を扱あつかうのが楽しそうだったからだ。夏休み前の今、十月はあまりに先のものごとだった。

　けれども、少なくとも二年三年のリーダー格の生徒たちにとって、学園祭はすでに始動した、検討を重ねたプロジェクトのようだった。試験期間のブランクが、彼らからは少しも匂におわなかった。下級生には試験に集中しろと言いおいて、仄香たちはさらに練り続けていたことが、生徒会長のよどみない口調に表れていた。

　会場に集まった生徒の顔を見回し、仄香は言葉を続けた。

「……昨年の大きな反省点は、テーマが抽ちゆう象しよう的すぎたため、結果的に統一感に欠ける出し物になって、印象が散さん漫まんになったことです。そこで、今年は思いきって、学園がテーマパークとなるような、具体的な統一テーマを設定することを提案します。演劇や模擬店希望が多いのを見ても、みなさん、衣装を着たがっているのはわかりますから、この際、学園生徒全員コスプレの方向で」

　委員のだれかが軽い調子で口をはさんだ。

「時代村とか？」

　仄香はそちらに目を向け、大まじめにうなずいた。

「じつはそのとおりです。学園祭全体で時代設定をしてしまうのが、もっともわかりやすいアピールの手段です。江え戸ど村という案があったけれど、来客にも生徒にも人気があるのは、今、戦国時代でしょうね」

　手をあげ、正式に発言をもとめた男子生徒が言った。

「そりゃ、みんなで甲かつ冑ちゆうが着られたら、だれもが喜ぶだろうけど、予算的にそういうわけにもいかないでしょう。戦国時代だったら、全員で合戦ができるくらいでなきゃおもしろくないですよ。別のテーマにするべきです」

　続けて手をあげた女子生徒も言った。

「西洋ものじゃいけないんですか。日本にこだわらないほうが、独自のものができると思います。私たち、シェークスピア劇を予定しているんですけど、鎧よろいかぶとに予算がとれるくらいなら、気合いの入ったドレスが着たいです」

　これらの反対意見に、仄香は淡たん々たんと答えた。

「予算額に関しては、こちらで学園理事長に打だ診しんし、すでに何度か話し合いをしています。理事長のお話では、鳳城学園は、ユニークな新設校として一いつ般ぱんの関心を集めている最中であり、積極的に人を集める学園祭イベントを組みたいということでした。戦国時代案を出してみたところ、個人的にも興味をもっていただきました。かなり思い切った額の予算枠わくが必要ですが、もしも、この案で生徒全体の賛同を得るなら、対外的な宣伝活動にもなるという線で、事業費を動かそうとおっしゃっています。ただし、昨年は別立てで文化祭の後日におこなっていた体育祭を、学園祭の日程に組み入れることが条件です。そのぶんを含ふくめて、昨年よりひとまわり大きな予算で、テーマに沿ったイベントを運営することになります」

　会場がひとしきりざわめいた。思いがけなくも大だい胆たんな転てん換かんに、上級生たちも少しとまどっている様子だった。

　ひと息ついた仄香は、ドレスを着たいと言った女子生徒に目を向けた。

「理事長のお話では、外国人生徒を広く受け入れる鳳城学園だけに、留学生には、できるかぎり日本の伝統文化を味わってほしいそうです。また、それを期待して来日した留学生が多いそうです。そういうわけで、これほど高額の予算をとっていただくには、日本の時代ものに限るんです。でも、シェークスピア劇が公演できないわけではないでしょう。プロの演出家にも、翻ほん案あんして舞ぶ台たいを日本に設定した人がいます。工く夫ふうしだいで、さらにオリジナリティが生まれるのでは」

　女子生徒は考えこむそぶりを見せた。別の委員が手をあげた。

「ぶっちゃけ、どのくらい予算がつくんですか。戦国ものだというのに、あんまりちゃちな扮ふん装そうしかできなかったら、みんな、かえってやる気をなくします」

　生徒会長は、静かな口調できっぱり言った。

「鎧や着物に関しては、映画やテレビのセットに近いものが借りられるはずです。これは、理事長ご自身がそうするべきだとおっしゃっています。その他の小道具もです」

「全員ぶんですか？」

「ええ、全員ぶんです」

　会場が再びざわめいた。泉水子も目をぱちくりしていた。

（なんだか、すごい……）

　私語が多くなったのにまぎれて、隣となりの真響に聞いてみる。

「この企き画かく、前から知っていた？」

　真響は複雑な顔をしていた。

「思いつきは話し合ったことがあるけど。でも、理事長にかけあいにいったことまで、私は知らなかった。どこからそんなお金が出るんだろう。だれがお金持ちなのかな」

　その後もしばらく意見が交かわされたが、そこまで学園側にバックアップする用意があるというのに、豪ごう勢せいなテーマパーク案の魅み力りよくを否定できる者はいないようだった。演劇も模擬店も競技も、すべて統一して戦国イベントにするという方向で、だんだんにまとまり、だれもがその気になってきた。

「それでは、反対意見がないようなので、今年度の学園祭テーマは〈戦国学園祭〉に決定します。クラス代表、クラブ代表は、この結果を持ち帰って検討し、終業式までに第二次計画書を提出してください。サブテーマの決定は次回の委員会に持ち越こします」

　早川委員長が事務連れん絡らくを述べ、会議は終しゆう了りようした。







　執しつ行こう部ぶメンバーは、そのまま生徒会室に集まった。

　終始冷静に見えた如月・ジーン・仄香だが、仲間に囲まれて腰こしを下ろすと、さすがにやれやれという表情になった。パソコン机に座った面々に、だれにともなく言う。

「廃はい案あんになるとは最初から思わなかったけど、これで、とうとう本式に進めることになったわけ。みんな、こうなったら覚かく悟ごしてね。事前準備が鬼おにのようにある」

　二年男子は、大おお柄がらでメガネをかけているのが大おお河内こうち、小こ柄がらでメガネをかけているのが星ほし野のだ。彼らが口々にたずねた。

「競技をかねた合戦をするってところが、想定範囲を超こえたけど。理事長、どの程度のものを用意しろって？」

「おれたちに、体育祭の騎き馬ば戦せんでなく、槍やりや刀で戦いくさをしてほしいわけ？」

　少々顔をしかめて仄香は答えた。

「べつに、理事長の意向にそうのが私と早川くんの仕事じゃないから。要は、学園祭予算をたくさんぶんどったらそれでよかったのよ。体育祭まで企画するはめになったけど、オリジナルのルールを作ってゲーム仕立てにすれば、二日目の全体イベントとして、盛り上げるやりようはいくらでもあると思う」

「実行委員会のほうで素案作りするの？　それもこっち？」

「寄せ集めの早川くんたちには、たぶん無理ね。やっぱり、執行部の夏の仕事でしょうね」

「スケジュール組みなおしだな。おれら、本格的に出ずっぱり？」

　先輩たちの会話を聞いて、泉水子もこれは大変なことになったと思っていた。玉倉山に帰れるのかどうか、ますますあやしくなってくる。だが、言い出すこともできずにいると、立ったままの真夏があっさり口にした。

「猫ねこの手も借りたい情じよう況きようなら、おれにできることはしたいけど、夏休み中、だれも帰省しちゃいけないなんて言いませんよね？」

　真夏が生徒会室にいるのは、ごくめずらしいことだ。髪かみを短く刈かり、ポロシャツを着て、よく日に焼けている真夏は、この部屋では少々異い彩さいを放って見える。だが、本人があっけらかんと話の輪に加わるので、自然な流れで注意を集めた。

　仄香は、灰色の輪をもつ瞳ひとみで真夏をちょっと見つめてから、静かに言った。

「そんなこと、強制していないよ。私は立場上、夏じゅうどこへも行けない覚悟をしているけど、他に手伝ってもらうのは、一部のブレインだけでかまわない」

　すかさず真夏はたずねた。

「真響は、ブレインのうち？」

　この発言は多少波風を立てた。まっ先に真響が眉まゆをひそめた。

「言いすぎ、真夏。今ここで確認することじゃないでしょう」

「今のうちにはっきりさせたほうがいいじゃん。真響は、仕事が立てこめば帰らないつもりなのか？」

　弟に問われて、真響はいくぶん口ごもった。

「……だから、スケジュールを組みなおしてみないと」

　真夏はひどくきっぱり言った。

「何があっても、おれは長野へ帰るよ。真響が帰らなくても。真響の優先順位とおれのとはちがう」

「そうじゃないってば」

　思わず声を高くしてから、真響は困こん惑わくした顔になった。

「そういうことは、あけすけに言わないの。だれが見ても、自己中な態度だよ」

「八月に長野へ帰ることが、自己中？」

　真夏が腹を立てることは、めったにない。それなのに今、どうやら彼は姉に対して怒おこっていた。

「真夏ったら」

　真響は立ち上がったが、引きとめる間もなく、真夏は生徒会室から出ていってしまった。その場の全員が一いつ瞬しゆん口をつぐみ、真響といっしょになって戸口を見やった。

　われに返った真響が、一同を見回して申しわけなさそうな表情になった。

「どうもすみませんでした。ちょっと、わけありで……」

「いいよ、率そつ直ちよくに言ってくれたほうがありがたい」

　仄香が答えた。彼女はあらためて真響を見つめ、おもしろそうな口調に変わった。

「宗田さんがおろおろするところ、はじめて見た。弟さんがそばにいると、ふんいきが少し変わるね」

　真響は肩かたをすぼめた。

「苦労してるんです。あいつって、クラッシャー気味のところがあるから」

「彼、高等部からこちらに来たんだっけ。この夏に帰省したいのは当然だよ」

　少しためらってから、真響は打ち明けるように言った。

「それだけじゃないんです。じつは、この時期……きょうだいの命日があるので」

　泉水子にも合が点てんがいった。真夏がかたくなに主張するはずだった。

（八月だったんだ……真澄くんが亡なくなったのは）

　深行がすばやく口をはさんだ。

「宗田弟の言い分が正しい。帰省するべきだよ」

　他ほかのメンバーも口々に同意した。真響はうつむいて黙だまりこんでいる。泉水子は、今度真響が口を開いたら、執行部を辞やめると言い出すかもしれないと思えて、人知れずひやひやした。

　だいぶ間をおいて、真響は切り出した。

「……私の家、長野駅の近くで、新幹線を使えば東京から二時間ほどですけど、祖父母や親しん戚せきは、もっと奥地の戸と隠がくしに住んでいるんです。きょうだいの墓もそちらにあって」

「へえ、戸と隠がくし山やまか。涼すずしいだろうなあ」

　星野がノートで顔をあおぎながら言った。校内エアコンの設定温度が高めなので、狭せまい部室に起動するパソコンが多いと、けっこう暑かったのだ。

「涼しいですよ。夏にはいつも泊とまりにいっていました。気持ちのいいところですよ。水がきれいで、戸隠蕎麦そばが有名で」

　真響が答えると、星野は嘆なげいた。

「夏じゅう学園に居残るかと思うと、聞くのは毒だな。休業に入ると、校舎内のエアコンが止まるんだぜ。なのに、おれたちの避ひ暑しよ地といったら、せいぜいカフェテリアか講堂のラウンジどまりだもんな」

「あの、執行部みんなで戸隠へ行きませんか」

　真響の提案が唐とう突とつだったので、一同がきょとんとした。だが、今の真響は瞳を輝かがやかせ、熱意を浮うかべる表情になっていた。声も弾はずんでいる。

「じつは、去年も、日本史研究会の合宿の口ききをすることになって、戸隠に十人ほど泊めてもらったことがあるんです。執行部も会合場所を移して、涼しい戸隠で学園祭の企画を練ってはどうでしょう。使いやすい宿があるんです。昔からの知り合いで、うちがたのめば、半額以下で泊めてくれます」

　真響は問いかけるように仄香を見た。生徒会長はいくぶんあきれる声こわ音ねだった。

「あのねえ、宗田さん。それって、つまり、執行部が都合をぜんぶ宗田さんに合わせるってことだよね」

「そうかもしれませんけど」

　真響は悪びれなかった。肩にかかる髪をはらい、ほがらかな口ぶりで言った。

「それでも、悪い案じゃないと思うんです。夏じゅう学校にとどまるのは、だれにとってもきついことだと思うし。暑いのをがまんして生徒会室で過ごすより、涼しいリゾートで何泊はくかして、気分を変えて企画にのぞんだほうが、よりよいアイデアも浮かぶのでは。合宿って楽しいですよ。何一つ遊びがないよりも、いっしょにレジャーをして結束を固めたほうが、イベント運営もうまくいきそうじゃありませんか」

　大河内が、おそるおそるという調子でたずねた。

「まじで、身内待たい遇ぐうで泊まっていいの？　そんなことして経営難にならない？」

　真響はほほえんだ。

「だいじょうぶ。あのあたりは昔から戸隠神社の宿しゆく坊ぼうが多くて、縁えん故この人たちを泊めることがふつうなんです。高級旅館みたいなぜいたくは無理だけど、とても親切にもてなしてもらえます」

　メンバーの表情がだんだん明るくなった。エアコンの止まった校舎にとどまりたい者などいなかったのだ。口々に真響に質問し、真響はどんどん答えていった。聞けば聞くほど、いい話のようだった。交通費に少し加えた程度の費用で、戸隠高原に四、五泊してこられるのだ。いくらもたたないうちに、すっかり盛り上がって、何人かが合宿の具体案を言い出すまでになっていた。

　泉水子も、口は出さないが楽しそうだと考えていた。中学の修学旅行も、準備段階では楽しめたのだ。それから、真響の帰省はどうやら帰省でなくなりつつあるが、自分の帰省は未解決だということを思い出した。

　ふと気づくと、その場の全員が乗り気になっているわけではなかった。

　仄香は最初に発言しただけで、黙ってまわりの言うことに耳をかたむけている。そして、深行が一度も口をはさんでいなかった。

　話がひと区切りしたころになって、深行はさりげなく言った。

「合宿の線でまとまるなら、賛成するけど、おれ、行かないから」

（……深行くんって、こういうところあるよね）

　泉水子はこっそり考えた。たいていは人をそらさないが、切るときにはすっぱり切るのだ。ふだん孤こ立りつする態度をとることがめったにないので、見慣れた人々が驚おどろくのだ。真響までも、不意をつかれたように深行を見やった。

「何か不都合？　旅行がきらい？」

　真響の質問に、深行は答えた。

「いや。でも、おれ自身は必要を感じないから、学園に残るよ」

「どうして。相楽が戦力にならないようじゃ、執しつ行こう部ぶも動けないよ」

「そんなことはない。チャットでもなんでも、離はなれた場所から加わることはできる」

　深行は言い、つけ加えた。

「みんなに行くなと言っているわけじゃないんだ。ただ、どんなに安く泊まれても、行けばただじゃないし」

「旅費がもんだい？」

「予定していない」

　泉水子には、何が問題なのかわかるような気がした。つまり深行は、雪政によぶんに頭を下げるのがいやなのだ。

　そのとき、仄香が深行の言葉じりをとらえて口をはさんだ。

「相楽の言うとおり、これは予定になかった急な話だし、私たちはまだまだ自分で費用を出せるわけじゃない。終業式まで日をおいて、それまでに、家の人の承しよう認にんをとることにしよう。合宿するかどうかは、そのときの結果次し第だいにする。宗田さんも、それまで待ってもらっていい？」

「もちろん、それでいいです」

　真響はいやな顔をせずに答え、しばらくしてその場は解散になった。

　女子寮りようへもどりながら、真響はきまり悪そうに泉水子にたずねた。

「泉水子ちゃんにも、急な話すぎた？」

「あ、うん、ちょっとびっくりした」

　正直に認めて、泉水子は言った。真響は自分が言い出したことで、多少気に病やんでいる様子だった。

「強ごう引いんだったかなー。でも、真夏のフォローにこれしか思いつかなかったし。戸隠合宿の提案、べつにそれほど変じゃないと思うんだけど、如月さん、うさんくさいって顔をしたよね」

「そこまでじゃないと思う。家の人に相談してからというのは、言われてみれば当然だし」

　とりなし気味に言うと、真響は泉水子の顔を見た。

「泉水子ちゃんの家も、予定外だとゆるしてくれないところ？」

「わからない。聞いてみるね」

　泉水子は、少しはにかんでつけ加えた。

「わたし、今まで旅行したことがなかったから。去年の修学旅行が生まれてはじめてで、だから、どう言われるかもわからなくて」

「泉水子ちゃんには、ぜひ長野を知ってほしいな。ねえ、うちにおいでよ」

　期待をこめ、真響は言った。

「たとえ、執行部の戸隠合宿がお流れになったとしても、個人的にうちに遊びに来ない？　そうすればうちの両親もずいぶん喜ぶし」

「真響さんのおうち？」

　泉水子は胸がときめいた。友だちの家に招待されることは、もう長年、泉水子が思い描えがいた夢だったのだ。玉倉神社に住んでいるあいだ、一度もかなわなかったことだった。







　佐和に電話で合宿の件を伝えると、やはりかなり驚いた様子だった。

「玉倉山には帰らずに、戸隠山へ行くというんですか。なぜ、戸隠？」

「帰らないと決まったわけじゃないの。ただ、どうしても八月半ばから後にしか日はとれなくて。執行部の合宿はそれより早くなると思う。戸隠は宗田さんたちのお父さんの実家なんだって。合宿にいい宿があるって」

　泉水子はいろいろ説明したが、佐和の反応がかんばしくないことには気がついていた。言いしぶる調子で佐和は言った。

「竹たけ臣おみさんに相談しないとわかりませんが……泉水子さん、戸隠へ行きたいんですか？」

「うん、行きたい」

　口にして、泉水子はそう思っていることを実感した。真響たちの長野がどんな場所か知りたかった。学園生徒だけで宿しゆく泊はくしにいくことにも魅み力りよくがあった。そして、自分がしりごみせずにそう思っていることにも新しい魅力があったのだ。

「真響さん、個人的にも招待したいって言ってくれたし。行っていいでしょう？」

「でもねえ……あなたって、よそのことがあまりよくわかっていないのに。深行くんは合宿について、どう言っているんです？」

　少々むっとして、泉水子は口調を強めた。

「深行くんがどうでも、わたしが行きたければそれでいいでしょう。もう高校生なんだし、みんなといっしょに行くんだから、合宿くらいしてこられるよ」

「そりゃ、いい経験になるだろうとは思いますが……」

「入学するとき、お父さんが、やれることは何でも今のうちにやってみろと言ったもん。だから、おじいちゃんにもそう言って。不参加者ばかりで如月さんが合宿をとりやめることになったら、わたし、とってもいやだから」

「泉水子さんが、そこまで言うなら、竹臣さんも反対はしないと思いますよ」

　佐和はついに言ったが、まだどこか、奥歯にものがはさまったような口ぶりだった。受話器を置いた泉水子は、これほど心配されるのは、やはり自分がただの女の子ではないからだと、重い気分になった。

　佐和が心配しているのは、泉水子に憑つく姫神のことなのだ。

（でも、だからって、何もかも避さけているわけにはいかない。わたしはもう、それですませてきた小さな子どもじゃない……）

　経験するまでは、何がだめかもわからないじゃないかと、泉水子は考えた。




　　　　三




　もどってきた地学のテストが、思ったよりずっといい点だったため、泉水子は気をよくしていた。このぶんだと、竹臣や佐和に自じ慢まんのひとつもできるかもしれない。

　数学のテストだけは、かたずをのんで待つものがあったが、これも赤点にはならない範はん囲いですんでいた。これらをクリアしたなら、かなりの部分で前ぜん途と有望だった。

　浮かれ気分で教室を出ていくと、出くわしたのは深行だった。

「鈴原、ちょっといいか」

　顔つきを見ても、もろもろの要素を思い浮かべても、楽しいことが待っているとは思えなかった。泉水子が後ずさりするのを見てとって、深行は不本意そうに言った。

「あのな、自分でまいた種は自分で刈かれよ。両国先せん輩ぱいが話をしたいって言っている」

「わたしに？」

「日本史研究会に入るんだろ」

「それは、あらためて真響さんがいるときにでも……」

「苦情を言うんじゃなかったのか？」

　泉水子は、深行が仲ちゆう介かいしていることが急に心配になってきた。

「相楽くん、わたしのことなんて伝えたの？」

「おれは宗田に言われたことを、先輩に言ってきただけだ。口などはさんでいない」

　最低限のめんどうしか見ないという調子で、深行は言った。

「自分で両国さんに話せよ。女子の身で宗田のファンだと宣言できるくらいなんだから、他人からどう思われようと貫つらぬけばいいだろ」

　どうも当てこすりを感じるので、泉水子は言い返した。

「わたしが真響さんのファンじゃいけないことでもあるの？　自分はさっさとファンクラブ会員になったくせに」

「おれの場合は──」

　深行は言いかけたが、思いなおした様子で口を閉じた。その代わりに言った。

「少なくともおれは、宗田の同室だったりはしない。毎日同じ部屋で寝ね起おきしているやつのファンって、鈴原はよく言えるよな」

「同室だからこそ、真響さんのよさがよくわかったんだもの」

「キモチワルクないか、そういうの」

　泉水子は憤ふん然ぜんとして深行を見やった。言うにこと欠いて、気持ち悪いと発言されるとは思わなかったのだ。

「最低。よく言えるって、こっちが言いたい」

　その後は会話もなく廊ろう下かを歩いたが、泉水子は腹が立ったせいで、初顔合わせの二年男子に会う怖こわさを一いつ瞬しゆん忘れていた。勢いづいたまま、教室棟とうの二階までやって来た。

「あ、どうも」

　廊下わきのスペースにある出窓のそばに、太めな男子生徒が立っていた。泉水子は、はじめて見る人物ではないことに気がついた。この前、視し聴ちよう覚かくルームの会議に、彼もクラス代表として参加していたのだ。しかし、発言はほとんどしなかったので、名前にも気づいてはいなかった。

「二Ｂの両国瑞みず彦ひこです。えっと……鈴原さんは、ぼくたちの間ではけっこう有名ですが、そちらにとっては、ぜんぜん得体の知れないやつですよね。はじめましてというか、こんにちはというか……こうしてお話しできてうれしい、です……」

　相手がひどく恐きよう縮しゆくしているのが意外で、泉水子はびっくりしてしまった。もっとこわもての人物を想定していたのだ。年下の生徒に会っているというのに、おっかなびっくり接している点では、泉水子とたいして変わらなく見える。

　両国瑞彦は、丸味をおびた柔にゆう和わな顔立ちをしていた。今は視線が落ち着かないが、目もとに愛あい嬌きようがなくもない。気立てのいい人物に見えて、あつかましい盗とう撮さつを行った当人だとは、外見から想像がつかなかった。

「有名って、あの……」

「もちろん、ぼくら、宗田真響さんのウォッチャーですから、鈴原さんのこともたいへんよく見かけるわけで。今度、宗田さんの推すい薦せんでお近づきになれると知って、一同たいへん喜んでいるわけで……」

　泉水子が、ちらりと横目で深行をうかがうと、彼はそっぽを向いており、考えていることはわからなかった。両国先輩より背が高く、すらりと伸のびた体格と態度のきつさが際きわだって見える。

　後で深行に鼻で笑われることにはしたくないと、泉水子は痛切に感じた。くちびるを湿しめして言い出した。

「この前、わたしの写真を見たんですけど。あれって、撮さつ影えいしたのは両国先輩ですよね」

　両国もちらりと深行を見た。それから、チェック柄がらのハンカチを取り出して、しきりに額をふきはじめた。

「はあ、あの……すみません。ついちょっとした、出来心で」

「いつ撮とったんですか。ぜんぜん知らなかったんですけど」

「すみません。反省してます」

　平謝りの両国先輩だった。悪いと思っている様子が明白なので、泉水子も言いやすくなった。

「こういうこと、やめてもらうのを条件に、日本史研究会に入りたいんです。宗田さんの写真もです。盗撮しないといけない理由って何なんですか？」

「それは、ですね……」

　彼はぼそぼそとのべた。

「撮影技術そのものは、悪いものじゃないと思うんです……基本的には。人をだますことは悪いことでも、奇き術じゆつやマジックショーをいけないと言えないのと同じです。技術というのは、日々磨みがかないと向上しないものです。ぼく、将来ジャーナリスト志望でもあって……どうせ日々に磨くなら、目に快いものを撮りたくてですね、その、宗田さんに写ってもらっているわけです」

　泉水子はちょっとだけ感心した。両国にもそれなりの信念があるのだ。黙だまっていた深行が、そのとき口をはさんだ。

「先輩のカメラは、役に立つ特技と言えるよ。おれもひとつふたつ小こ技わざを教わった」

　深行が携けい帯たいカメラでリカルドを写したことを思い出し、泉水子はなるほどと思った。

「でも、宗田さんも、女子のスナップを撮るのはよくないってはっきり言いましたよ」

　泉水子が言うと、両国は何度もうなずいた。

「もちろん、今後はやめます。気を悪くさせてまでは続けません……資金は、何か別の方法で稼かせぎだすことにして。鈴原さん、日本史研究会に入会してくれますか？」

　すぐに「はい」と言っていいかどうか、泉水子は迷った。彼らがどんな活動をしているのか、ぜんぜん見えないのは相変わらずだった。

「写真のほかには、どういうことをするんですか？」

「それは、臨機応変にですね。ペーパーをつくることもあるし、会員限定グッズをつくることもあるし。だから、ルームメイトの鈴原さんが仲間になってくれることは、とっても助かるんです」

（それって、真響さんの身辺情報がたくさん仕入れられるという意味かな……）

　泉水子は考え、いくぶん引く思いがしたが、両国のほうは、ようやく泉水子と話すことに慣れてきた様子で、口ぶりが明るくなっていた。

「それに、これからは、本来の日本史研究でもまじめに活動しようと思っているんです。まさか、学園祭テーマが戦国になるとは思わず、会議に出てたまげました。けれども、これは大きなチャンスかもしれない。日本史研究会を名のるからには、受けて立たないと。学園祭で目立つ何かができないかと、会員が言いはじめたところです」

「はあ……」

　泉水子はとまどったが、深行も面くらった様子になった。くわしい話を聞いていなかったようだ。

「先輩、学園祭に、表看板で何かするつもりなんですか。周辺の会員たち、まじめな日本史にはついてこられないのでは？」

「サークル内の有志だけでもいいんだ。昨年の和わ田だ先輩の研究がちょうど戦国あたりだから、土台はすでにあるんだよ。オリジナルの発表ができるくらいの蓄ちく積せきはある」

　両国は泉水子ににっこりしてみせた。

「クラブ参加の申し込みなら、九月初めでも受け付けているし。鈴原さんもぜひ、まじめな活動に参加してください。手始めに夏の合宿もやります。去年と同じ戸隠で、宿が宗田さんの郷里になるから、これに参加したいやつは多いですよ」







　泉水子は、参加の約束までしなかったものの、両国先輩と別れたときには、なしくずしに会員になっている気がした。しかも、意外なころがり方をしているようだった。あちらでもこちらでも戸隠合宿なのだ。

「もしかして、真響さんが執しつ行こう部ぶで言った宿の話、両方でかちあってない？」

　腹を立てたことも忘れて、深行に言っていた。

「おれも、そうじゃないかと考えた」

　階段を降りながら深行もうなずいた。

「もしもそうなら、執行部の合宿プランはご破算だな。宗田だって、ＳＭＦを蹴けって生徒会を泊とまらせるわけにはいかないだろう。去年もやっていたようだし」

　聞いたほうが早いという話になり、二人はそのまま真響を探しにいった。彼女は一Ａの教室ですんなり見つかった。

　泉水子たちの話を聞いた真響は、少しも驚おどろかなかった。

「ああ、合宿の件。ううん、同じ宿にはならない。日が重なっても平気、口をきく宿ならいくつだってあるの。あのへん一帯で、たいていの場所はとれるから」

　むしろ、何が問題なのかと言いたげだ。聞いた二人は少々気け圧おされて口をつぐんだ。つまりは、宗田家がそうとう顔のきく家だということになるが、真響はまるで気にかけていなかった。

「どちらも戸隠で合宿するなら、日が重なっているほうがかえって都合いいでしょうね。私も宿をたのんだ責任上、日本史研究会のほうも完全に放ほうっておくわけにいかないし。その点は、かけ持ちする相楽と泉水子ちゃんも同じでしょう？」

　真響の顔をながめて、深行があやしむように言った。

「最初から、そのつもりで？」

　目をみはり、真響は答えた。

「どうしたらそんなことができるの。日本史研究会が今年も合宿するなんて、私だって予想外よ。結果的に都合がいいかなという話。なに考えてるの？」

　深行が黙ると、真響はからかう調子になった。

「前より戸隠へ出かける名目がふえたわけだけど、相楽には、まだ合宿に参加するつもりがないの？」

　深行は複雑な顔で答えた。

「まだ、決めてない」

　泉水子は小声でたずねた。

「まだ、お父さんと話していないの？」

　黙っていろという目つきで泉水子を見てから、深行は真響に聞き返した。

「宗田は、おれに行ってほしいわけ？」

　真響はてらいのないほほえみを向けた。

「戸隠へ行くことになったら、泉水子ちゃんと相楽には、その前にうちに一いつ泊ぱくしてくれないかなと思っているところ。真夏が認めてるのって、あなたたち二人だけだもの。あいつに友だちができたと知ったら、うちの両親が安心するの」

「わたし、行くから。真響さんのおうち」

　間をおかずに泉水子は宣言した。ここではっきりさせておくべきだという気がしたのだ。

　真響はぱっと顔を輝かがやかせた。

「ほんと？　許可とれた？」

「うん。いい経験になるだろうって」

　笑って手を合わせる真響と泉水子を見て、深行があきれた顔をした。

「だれが言ったんだよ、それ。鈴原、玉倉山に帰るんじゃなかったのか」

「長野へ行ってきてからでも、帰る日はあるもん」

　泉水子は言い返した。

「戸隠も真響さんたちのおうちも、この機会に見ておきたいもの。わたしだって、旅行くらいしたっていいでしょう」

「別にいいけど」

　深行は言いながらも、まだ意外そうだった。

「電車にひとりで乗れないのに？」

「乗れます。前とちがうんだから」

　泉水子は憤ふん慨がいして顔を赤くし、真響はぷっと吹ふき出した。

「心配になるなら、相楽も来ればいいのに」

「だれがそんなことを言ってる」

　深行は冷ややかに返したが、真響は気にとめなかった。

「あとは如月さんが、執行部合宿にどう判断を下すかだねー」







　次の日、Ｃ組の教室で、近づいてきた真夏が勢いよくたずねた。

「鈴原さん、うち来るんだって？」

　真夏の口調も顔つきもひどく明るいので、泉水子はうれしくなった。また一つ採点を終えたテストが返ってきたところだった。今度の点数もまずまずでほっとしたし、見たところ真夏も同じなのだ。心配した赤点補習は、どうやら二人ともまぬがれそうだった。

「うん。行ってもいいかな」

「来なよ来なよ。たいした家じゃないけど」

　何のこだわりもなく真夏は言った。彼の口からそう聞くのは、真響に誘さそわれるのとはまた異なるうれしさがあった。少しでも気のすすまないことなら、真夏はそれをつくろわないはずなのだ。

「今の家に引っ越こしてから、おれも真響も、友だちを家に呼んだことってあまりないんだ。小さいころにはあったけど、あのころはまだじいちゃんちにいたからな」

「おじいさんちって、戸隠の？」

「そうだよ。今だって、なじみのものはあっちのほうが多い」

「執行部の合宿が戸隠になったら、参加する？」

「そりゃ行くよ」

　あっさりしたものだった。真夏の怒いかりは長引かないので、生徒会室の一件は少しも引きずっていないらしい。楽しいことを思いついた表情になって、泉水子に言った。

「そうだ、戸隠へ行くことになったら、タビに会わせてやるよ。近くの乗馬クラブでめんどうをみてもらっているんだ。もうずいぶん年寄りだけど、おれたちの最初の馬で、あいつは真澄を乗せたこともあるんだよ」

　泉水子はほほえんだ。馬のまわりでたわむれる幼い三つ子の姿が目に浮うかぶようだった。

「うん、会いたい」

「蕎麦そばは平気？　アレルギーがあると困るけど」

「ううん、家でもよく食べてるよ。うちのおじいちゃん、お蕎麦が好物で」

　泉水子が答えると、真夏は笑え顔がおになった。

「あっ、おれと同じだ。好きなんだよ、蕎麦。ジョッキーになれなかったら蕎麦屋になりたいと思ったくらいで」

「しぶいね」

　泉水子も笑った。

「真夏くんって、生まれた土地が大好きなんだね」

「当たり前じゃん。おれ、戸隠から出ないで一生送ってもよかったのに、なんか、みんながそうするなっていうし、流鏑馬やぶさめにも興味もったしで、結局こっちへ来ちゃったんだよな」

　泉水子も、故郷の山から出なくていいと真しん剣けんに考えていたのだ。けれども、今では東京の鳳城学園にいて、休みになってもすぐに帰郷しなくていいとまで考えている。

（わたしって、真夏くんのファンでもあるなあ……）

　彼が教室を出ていった後に、泉水子は、はじめて気づいたように考えた。宗田きょうだいは、両方がおぎないあって他者を惹ひきつけるような気がする。

　少しぼんやりしていた泉水子に、佐さ川がわ真ま子こと高たか瀬せ彩あや野ののコンビが話しかけてきた。あいかわらず、凝こったヘアスタイルの二人だ。最近はピンを山ほどつかって頭頂におだんごをつくっている。

「鈴原って、真夏とならよくしゃべるんだね」

「見てたよー。ぜんぜん顔つきちがうじゃん」

「えっ、そう？」

　どぎまぎして自分のほおに手をあてたが、触さわってわかるものではなかった。

「本当は真夏ねらい？　お姉さんのほうと仲よくしているみたいだけど」

「同室ってだけで、いつもくっついているのはなぜかと思っていたら」

　女子同士はどうして嗅きゆう覚かくが鋭するどいのかと、思わず泉水子は考えた。完全な見当外れとは言えないあたりを、アンテナ巧たくみについてくる。だが、もちろんのこと否定した。

「宗田くんは、だれとでも気軽に話すから、話しやすいだけ」

　佐川も高瀬も笑みをうかべた。わかりきったリアクションと言わんばかりの表情だった。

「遠えん慮りよすることないって。真夏ねらいのほうがわかりやすい。Ａ組の女王様って、他ほかの子たちを引き立て役にしちゃうじゃない。鈴原がそれでも後にくっついているのって、どうしてだろうと思っていたら」

「弟のほうがまだ性格いいよね。ひょうひょうとしすぎだけど、ねらい目ではある。Ｃ組連として応おう援えんしてあげるから、がんばって」

　言いたいことだけを言って、泉水子がろくな弁解もしないうちに、佐川と高瀬も教室を出ていってしまった。ぽかんと見送った後に、泉水子はしみじみ考えた。

（……見方って、いろいろあるんだ）

　彼女たちの言いぶりに、クラス対たい抗こう意識が含ふくまれていたことも気がついた。泉水子の目は、今までＡ組ばかりに向いていたため、そういうものに気づかなかったのかもしれない。

　絶大な人気のある真響だが、それゆえ反感を買う面もあるということを、今日になって知った。けれども、出る杭くいは打たれると、そのくらいは泉水子も理解していた。全部を気にしていてもしかたのないことだ。

　一番意外だとしたら「わかりやすい」と言われたことかもしれなかった。

　真響といっしょにいる理由の全部が、真夏を目的としているからではない。かけねなしに、真響自身に惹かれるからだ。だが、そちらのほうは、だれの目にも理解しにくいらしかった。

（……最初から、真夏くんのファンだと言っておけば、深行くんにも、キモチワルイなどとは言えなかったのに）

　泉水子はぼんやりそう考えた。







　昼食後、忘れものに気づき、女子寮りようまで足をはこんで引き返したときだった。

　行きにはだれも見かけなかったのに、講堂わきの坂の下に、こつぜんと相楽雪政が立っていた。

「相楽……先生」

　泉水子は思わずあたりを見回した。いつ見かけても生徒に取り巻かれている雪政が、ひとりで立っていることが信じられなかったのだ。

　大きな椎しいの木が頭上に枝をはり、雪政のまわりには夏の木こ漏もれ日が金色に散っていた。ノーネクタイのワイシャツ姿だが、そのシンプルないでたちに、制服の学生とのランクのちがいを見せつける。その差のつき加減は、何度見ても不思議なものだった。遠目だろうとなんだろうと、彼の姿は他人の視線を吸いよせる。栗くり色いろの髪かみのせいでもなく、若者のような体型のせいでもなく、目には見えない何かを放っているとしか思えなかった。

　雪政は泉水子が近づくまで、どこか不可解な笑みを浮かべて待っていた。それから、おもむろに口を開いた。

「泉水子は、戸隠へ行きたいんだって？」

　穏おだやかな声だったが、どこかしら雲ゆきのよくないものが匂におうようだった。泉水子は無意識に用心して答えた。

「それ、深行くんから聞いたんですか？」

「いや、教えてくれたのは佐和さんだ」

　泉水子はくちびるをかんだ。佐和が歯切れ悪く承知したのはたしかだが、雪政にまで電話を回すとは思わなかったのだ。

　不満げな顔で黙だまっていると、雪政はゆっくり続けた。

「考えなおしたほうがよくないかな。きみは身近な人々に心配をかけているよ。春に東京へ出てきただけでも、泉水子にとって一大事だったんだ。最初から無理をせず、玉倉山にもどって休養をとるほうが、これからのためになるんじゃないかな」

「高校生は、そんなに悠ゆう長ちようにしていられないんです」

　反論が口をつくと、あとは言いやすくなった。

「夏休みくらい、友人とどこかへ出かけるのはふつうだと思います。わたしだって、そういうことがしたいです。そのために、東京まで出てきたんだから」

「それはわかる。だが、戸隠山でなくてもいいだろう」

「でも、宗田さんが──」

　言いかけた泉水子を、雪政はさえぎった。

「宗田真響が誘ったことは聞いている。ルームメイトとそれほど親しくなれたのは、泉水子にとってよかったことだし、たしかに、行けば見てくるものは多いかもしれない。戸隠山が、昔は修しゆ験げんの山として栄えたことはこの前話したね。並びの飯いい繩づな山やまとともに、名だたる修験場だった時代がある──今では、神社としてのみ跡あとをとどめているが」

「今は、うちだって神社ですよ」

「うん。それでも、玉倉神社は熊くま野の古こ道どうの大おお峯みね奥おく駈がけ道みちにあるからね。いまだに奥駈修しゆ行ぎようで行き来する場所になっている。けれども、戸隠修験はもうないんだ。戦国時代にはやくも荒こう廃はいした。高こう野や山さん・比ひ叡えい山ざんにつぐ第三と言われるくらい栄えた場所だったが、そのためにかえって戦乱に巻き込まれたんだ。江戸時代になって徳川幕府の手が入ったときには、もう変質して元にはもどらなかった。われわれとは系統の異なる、別のものになっていたんだ」
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　雪政がわれわれと呼ぶのは、山やま伏ぶしのことだった。泉水子の父も山伏だった。見かけからではぜったいにわからないが、人知れず現代に生き残っている山伏たちがいるのだ。

　泉水子も今はそのことに驚おどろかないが、だからといって、詳くわしい実態を教えてもらっているわけではなかった。はっきりしているのは、彼らが姫神を世間から隠かくし守っているということだけだ。

「……別のものって、それが忍にん者じやということ？」

　小声でたずねると、雪政はあいまいな身ぶりをした。

「忍者と山伏は、本質としてはさほど変わらないよ。本当の枝分かれは、忍者のその後だ。どちらも世間には存在をゆるされなくなってからの、身の処し方だよ」

　難しい話になりそうで、泉水子には追つい及きゆうできずにためらった。雪政も、それ以上続ける気がないようだった。口調をあらためて言い出した。

「人間の都合で修験が消えても、戸隠山が霊れい山ざんであることまで取り消せはしない。きみのような子が出かけていって、何が起こり何を見るかは、だれにも予測がつかないんだ。心配して当然だろう」

「危険なことがあるとでも？」

　雪政は、一いつ瞬しゆん考えてから首をふった。

「いや、そこまでは言わない。ただ、きみにとって、よく出るか悪く出るかの賭かけが大きいということだ。なぜなら、戸隠だと、悪くころんで何かが起こったときに、わたしが行って助けることができないからだ。わたしがそちらに顔を出したのでは、ちょっと大ごとになりすぎてしまうのでね」

　泉水子は目をぱちくりさせた。彼の考えと自分の考えに、かなりのずれがあることがはっきりしたのだ。

「わたし、相楽さんについてきてもらおうなんて、少しも思っていません」

　相手はなだめる口調になった。

「そう言わずに。泉水子が旅行へ行きたいと言うのなら、海でも山でもつれていってあげるよ。何も戸隠でなくとも、日本中に行楽地はある」

　すばらしい申し出だと思うべきだろうかと、泉水子は一瞬考えた。学園じゅうの女子生徒がすばらしいと言うだろう。だが、泉水子は、どの女子生徒よりも雪政をよく知っていた。彼とともに人出の多い行楽地へ出かけることなど、アリの群れに砂糖をさしだすようなものだった。そばにいて快適なはずがない。

「行楽地へ行きたいんじゃありません。友だちの家や合宿に行きたいんです」

　決意が声にこもるよう、努力しながら泉水子は言った。

「鳳城で友だちづきあいができるかどうか、試ためしたいんです。だから、戸隠にしか行きたくありません」

　雪政はため息をついたようだった。

「泉水子が、そこまで言うならしかたないか……」

「行かせてくれるでしょう。佐和さんもおじいちゃんも、だめとは言ってません」

「まあ、ね」

　ぼやくようにつぶやいてから、雪政は泉水子を見やった。

「他に方法がないなら、深行を行かせるしかないか」

「え？」

　じつにいやなパターンだった。泉水子がひどい味の何かを食べた表情をしたにもかかわらず、雪政は平然と言った。

「あいつでは役に立たないとは思うが、目立った能がないぶん、戸隠へ行こうとだれも気にとめないだろう。いないよりはましだから、泉水子に付き添そわせるよ」

（これで、深行くんはぜったいに行かなくなった……）

　泉水子には確信できたが、雪政の前で口にできるものではなかった。へたに深行の弁護をしようものなら、泉水子まで行くのをやめさせられることは火を見るより明らかで、このまま黙っているより他はなかった。







　終業式の日がきた。

　教室で担任から通知表が配られ、はらはらして中身をのぞいた泉水子は、目を通したのちは、他の生徒に喜んでいることを知られまいと必死になっていた。予想以上に評価点がよかったし、前期試験の総合順位は真ん中よりちょっと上にあるくらいだったのだ。

（この成績を聞いて、ぜんぶ真響さんのおかげだと知ったら、佐和さんだって、旅行も今までより快く思ってくれるにちがいない……）

　後ろをふり向いて、真夏の様子をうかがう。彼のほうも笑え顔がおだった。泉水子が見ていることに気づくと、寄ってきて解放感を口にした。

「やったやった。これでとうとう夏休みだ」

「補習はなし？」

「楽勝ー」

「真響さんに報告しに行こう」

　はずむ思いのあまり、ごく自然に誘さそうことができた。真夏もいやとは言わなかった。ホームルーム終しゆう了りよう後、執しつ行こう部ぶ員いんはそのまま生徒会室へ集合することになってもいたのだ。

　晴れやかな二人の前に、彼らに恩おん恵けいをほどこした当人は、思いもよらず一番冴さえない顔つきで姿を現した。

「やられた……」

　真響の口ぶりからは、とんでもなく不本意な成績をとったように聞こえた。だが、不安になった泉水子と真夏がよくよく問いただしてみると、順位が二位から三位に落ちただけだった。

「学年三位で何むくれてんの？」

　さすがに真夏が非難めいた声を出した。

「よそではそれ、言うなよ。だれが聞いてもいやみに聞こえるぞ」

「わかってる。ここだけの話よ」

　額にかかった髪をかき上げ、真響は口を尖とがらせた。

「私を追い抜ぬくやつって、相楽しかいないもの。それが初めから予想できて、対策もとったつもりだったのに、同じ結果になったのが悔くやしいだけ」

　真夏はまばたきした。

「シンコウ？　あいつが学年トップ？」

　疲つかれた声こわ音ねで真響は答えた。

「ううん、トップはまたもや高柳一条。中学と変化なし」

「高柳って、あんなに呪のろいが好きで、白しろ袴ばかまで、へなちょこなのに？」

「へなちょこだけど、ばかじゃないってことよ」

　真響は両ひじをかかえると、声を落として言った。

「白袴、もうぜんぜん本調子なの。ダメージなんて一つもなかったような顔してる。小坂がいなくなって、少しはものごとが変わるかと思ったら、結局は何も変わらなかったみたい。やっぱり、強力なバックアップがどこかにあるんでしょうね」

　泉水子も少し驚いていた。図書館で出会った高柳がぬけぬけとふるまっていたことを思い出すが、あれは、必ずしも虚きよ勢せいではなかったのだ。

（まさか、本気で、もう一度対決するつもりなんだろうか……）

　心配になってきたが、真夏はあっさり片づけた。

「もう、相手にするなよ、あんなチンケなやつ。真澄の敵にもならなかったじゃん」

　真響はまだ何か言いかけたが、すぐにその口を閉じた。今は、むきになって言い立ててもはじまらないと思った様子だった。







　生徒会執行部メンバーが全員顔をそろえた。この前の合同会議でさえ見ない顔があったので、ある意味では壮そう観かんだった。とはいえ、ときどきの老ろう婆ば心しんで顔を出す三年生をのぞいてしまうと、正式な所属メンバーはそれほど多いものではなかった。

　二年男子では、大河内、星野、柴しば田た、今いま井い。生徒会長の仄香の他ほかに、二年女子は秋あき之の川かわ玲れ奈なひとりだ。一年男子では島しま本もと、田た村むら、深行と真夏。一年女子に真響と泉水子。それですべてだった。

　そして、そのだれひとりとして、戸隠合宿の不参加を言い出さなかった。仄香は顔ぶれを見回し、少しあきれたように言った。

「よっぽど学校に居残りたくないのね。ヒートアイランドの都心に比べれば、ここにだって木こ陰かげはあるし、夜は多少涼すずしいはずなんだけどね」

「無理無理、温暖化が進んでいるから、このへんも同じに亜あ熱ねつ帯たいだよ」

　大河内が答え、仄香にたずねた。

「そういう会長はどうなのよ。いまだに合宿することには気が進まないわけ？」

「気が進まないなんて、言ってないよ」

　仄香はしれっと答えた。

「せっかく宗田さんが提供してくれる宿なんだから、みんなの都合がつくなら、ぜひ標高の高いところに移動しましょう」

　この前とは態度がちがうと、だれもが思うのだが、彼女はそこに突つっこませないものをもっていた。最初から支持していたように続けた。

「それじゃ、さっそくに合宿スケジュールの詳しよう細さいを。まず、何泊はくするか検討しよう。宗田さんだって、急いで宿しゆく泊はく予約をしないと困るでしょう」

　拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさり手早く、執行部の夏合宿が八月二日からの五泊に決まった。打ち合わせが終わって立ち上がるとき、真響は深行を見やり、念を押すように声をかけた。

「行けるんだ、相楽」

「行く」

　深行は簡潔に答えた。それ以上言いつくろう気はないようだった。本心が見えないところは、生徒会長と似たようなもので、平然とすませている。

　真響は少し待ったが、何も言わないのを見て、さらにたずねた。

「泉水子ちゃんには、うちに来てもらうつもりだけど、相楽も来る？」

「行ってもいいよ」

　深行はこれにもすんなり返事をした。

「そう、よかった」

　真響はさらりと認め、仄香のもとへ行って宿の細かい話をはじめた。

　泉水子は、どうしても深行に聞かずにいられなくなり、近づいて小声でたずねた。

「相楽さん、どんなふうに言ったの？」

「もう聞いているだろ」

　深行はそっけなく答えたが、機き嫌げんが悪くないのが不思議だった。知らん顔なのはいつものお得意だが、とげとげしさが伝わってこない。泉水子に怒おこっていないのが明白で、あまりに意外だったので、つい本音で言ってしまった。

「死んでも行かないって言うと思ってたのに」

「ばか言うなよ」

　深行は、今度こそうれしがる声音で言った。

「雪政がぜったい顔を出せない場所へ行けるなんて、こんなめったにない機会をのがせるか。軍資金もせしめたことだし、これほど気の晴れる休きゆう暇かがすごせるとは、昨日まで考えてもみなかった」

（そういう理由……）

　泉水子はあきれながらも納なつ得とくした。だが、深行がつむじを曲げると非常にやりにくいので、上じよう機き嫌げんなのは喜べることだった。このぶんなら、宗田家へも気持ちのよい訪問ができるだろう。

　その一方で、雪政が戸隠へは助けに行けないと言ったことは事実なのだと、あらためて告げられた思いがした。ふと、薄うす暗ぐらい予兆が心の隅すみを走ったが、すぐに打ち消した。

（ま、いいか……）

　結果オーライのうちだろうと、泉水子は考えた。

　学生だれもが心おどる夏休みが、華はなやかに幕を開けたのだ。思い切り手足をのばしてこれをあじわい、細かいことにはふれなくてもいいような気がした。







　第二章　訪問　Homon







　　　　一




『相楽さがら深み行ゆき、今では名をおぼえた。この手をお取り』

『そなたには、してほしいことがある。わたしを生じさせないで。泉水いずみ子こを姫ひめ神がみにさせてはならない。わたしは、そのために過去を探さぐっている』

『まだ、間に合うかもしれない。このままでは人は滅ほろんでしまうだろう。わたしがそうしてしまうだろう……』







　体を震ふるわせて目を開けると、寮りようのベッドの中だった。目の前に深行がいるわけではなかった。

　部屋の中は暗く静まっていた。まだ寝ね入いりばなだったと気づき、泉水子は腹立たしく寝ね返がえりをうった。枕まくらに顔をうずめ、鳴りひびく心臓が治まるのを待つ。

　泉水子が、自分の口で語った姫神の言葉を反すうするのは、たいてい寝ねつきか目覚め前のうとうとしているころあいだった。

　昼間に思い悩なやむことは少なかった。日常の泉水子とあまりにちがう感覚なので、遠ざけておけるのだ。けれども、半分夢見る状態になったときに、ときどき鋭するどくよみがえってくる。そんなときは、いつでも動どう悸きを静めるのに苦労した。

（わたしを生じさせないでと、姫神が言っているけど、わたしだって、すごくすごくそう言いたいよ……）

　もう姫神にはなりたくないと、泉水子は強く願った。

　姫神は、少しも親身に感じられない、異質で、不ふ穏おんで、不本意な存在だった。泉水子が姫神としてふるまった記き憶おくは、時間がたたないと思い出せない。知らない自分が知らない行動をしているという、そのこと一つでも大だい迷めい惑わくだった。

　姫神の語ることは、わけがわからないままに不ふ吉きつだ。

　その感情や思考は、憑つかれた泉水子にも触ふれられないものだった。目線に近いところから他人をながめているようにしか感じられない。それなのに、自分の手足、自分の声なのだから、不気味な体験としか言いようがなかった。

（しかも、勝手に深行くんに何か言っているし……手を取り合ってるし……）

　泉水子に姫神が降りたのは、このときが二度めだ。最初のときもこのときも、その場に深行が居合わせてしまったのだった。困ったことに、どんな条件で姫神が顕けん現げんするのか、たしかなことはだれにもわからず、本人にも制せい御ぎよできない。

（わたし、姫神がきらいだ。姫神が怖こわい……）

　怖いし、いまいましかった。泉水子が、自分らしくあろうと努力をはじめたとたんに、それをはばむように出現するようになったからだ。

（わたしは泉水子で、泉水子として、他人ときちんと関係を結べるようになりたい。この体は、姫神のものじゃない……）

　深行は、姫神から逃のがれるために手をかしてくれないだろうかと、泉水子はとりとめなく考えた。

（……ぜんぜん期待していないけど）

　期待するなと、深行もはっきり言っている。けれども、親の決めつけに逆らうことが深行の行動基準なら、泉水子が姫神でなくなれば、彼にも好都合なはずだった。泉水子から離はなれて自由になることができ、ものごとが一気に解決するはずだった。







　戸と隠がくし合宿のはじまる前日、八月一日に、宗そう田だきょうだいと泉水子と深行は一足早く長野へ向かった。

　その夜は真ま響ゆらたちの家に泊とめてもらい、翌日、他の執しつ行こう部ぶメンバーと駅で合流して、合宿地へ向かう手はずだった。戸隠は、長野駅からバスに乗って一時間以上行った先なのだ。

　泉水子は、自分で旅の用意をするのもはじめてだった。だが、真響と同じようにすればいいのだから、とっても楽だった。切きつ符ぷの手配は、真響が四人分まとめてインターネットのオンラインですませてしまったし、合宿用に荷づくりしたバッグは、さっさと宅配便で宿へ送ってしまった。泉水子もそれに倣ならったので、手荷物も軽く街着を着て宗田家へ出向けばよく、同じくらい心も軽かった。

　夏休みに入ってから、バーゲン中の夏物ファッションを買いに、真響と遠出もしていた。

　泉水子には私服の手持ちが少なく、どういう装いで長野の家を訪問すればいいかわからなかったからだ。まかせてと意気ごんだ真響が、売り場で泉水子にみつくろった品々は、佐さ和わが選ぶものとはだいぶ異なっていた。

　そういうわけで、夏の帽ぼう子しも重ね着のスカートもサンダルも、買いたてでそろえてくり出した二人だった。これで心が浮うき立たないはずはない。買い物中は目が回りそうになり、へとへとになり、必ずしも楽しかったと言えない泉水子でも、あらためて今年の流行ものを身につければ、やっぱり胸がおどった。

　背の高い真響は、最新の装いがじつによく似合っていた。センスもいいのだろう、飾かざった感じにならずに堂に入っている。泉水子はどうがんばっても、長いお下げ髪がみを変えるわけにいかないし、真響のように着こなせるものではない。ちらりと、引き立て役という言葉が頭に浮かんだが、それでもあまり気にならなかった。そういう真響と並んで歩けるだけでも、泉水子には新しん鮮せんな体験だった。

　男子二人の服装は、そのまま山へ行けるものだった。真ま夏なつはぶかっとしたハーフパンツで、深行ははきこんだジーンズだ。真夏は私服でもあまり印象が変わらないが、深行が雪ゆき政まさの好みそうなラフな恰かつ好こうをしていると、学校とは少し感じが変わって見える。彼らは荷物を送らなかったらしく、二人とも大きなバッグを肩かたにかけていた。

　そして、どちらの男子も、着るものには一向に関心を見せなかった。おしゃれをしてきた真響と泉水子を目にしても、感想は一言もなく、そのあたりがいかにも男子らしかった。これが女子生徒だったら、一言口にせずに見過ごすことはできないところだ。

　彼らは新宿に出て、湘しよう南なん新宿ラインで大宮へ向かった。大宮からは長野新幹線に乗り換かえる。新幹線プラットホームで列車の到とう着ちやくを待つあいだに、真響は泉水子に言った。

「駅から車で十分ほどなの。母がうちの車で迎むかえにきてくれるって。かまえなくていいからね、ありきたりな家で、特に見せるものがあるわけじゃないの。私たちの両親がいるってだけ。がっかりさせるかもしれない」

「ご両親のいるふつうのおうちへ、一番行ってみたかったかも」

　泉水子はほほえんだ。

「うちは、たぶん、あんまりふつうじゃないから……両親は家に帰らないし、神社の中だし。山を下りないと隣となりの家がなかったし」

「それ、かなりすごいね。生活がたいへんじゃない？　買い物とかは？」

「かよいの神官さんが何人かいたから、なんとかなっていたけど、台風とか冬の凍とう結けつとかで、車が通れなくなると、もうたいへん」

　真響はまばたき、わかったという顔をした。

「それでか。泉水子ちゃん、旅行したことないって言っていたよね」

「うん。はじめて東京へ出てきたときは、怖くて気分が悪くなって、動けなくなっちゃった。大勢の人を見ると、後ろに黒い影かげとにらんでいる目が見えたの」

　すなおに口にすることができ、泉水子はそのことをうれしく思った。

「そういうこと、真響さんは一度もなかった？」

「やだなあと思ったことはあるよ。でも、そこまでひどいのって、やっぱり泉水子ちゃんが慣れていなかったんだと思う。今でも人ひと混ごみはだめ？　やなものを追い払はらう加持、かけてあげようか？」

　泉水子はかぶりをふった。

「ううん、もう平気。この四人で動くなら怖くない」

　プラットホームの男子たちは、女子のようには並ばず、てんでに好き勝手にふるまっていた。見やると、深行はかがみこんでしきりに携けい帯たい電でん話わをいじっているし、真夏はじっとしていられずに、何度も売店を見まわっている。

　男子同士の距きよ離りのとり方は、泉水子には不可解だった。女の子は仲よくなれば話しこむが、彼らには会話する様子がなかった。そのくせ、真夏が向こうからもどってきたと思うと、いきなり深行に組みついてじゃれあっていた。だから、たぶん、仲がいいのだろう。

（なんであれ、今は四人だ……）

　泉水子は、ふと、自分たちがこうしていることの不思議さを思った。ここにいるのは、夏のレジャーに向かう列車を待つ、どこでも見かける高校生グループだが、そうでない部分もあるのだ。四人が同じ行動をとることになった機き縁えんは、同じ学校の同級生というばかりではなく、人ならぬものを同じに目にしたところにあった。

（……四人でなく五人か）

　真ま澄すみが機縁なのだと、泉水子は考えた。宗田きょうだいが泉水子と深行を家に招待するのは、真澄に会ったのがこの二人だったからだ。今の結びつきには五人目がいて、真澄こそがその中心なのかもしれなかった。

　アナウンスがあり、新幹線の車両がホームにすべりこんできた。得意げな鼻づらをした長ちよう距きよ離り使者のように見えた。飛行機より怖くないと、泉水子は自分に言いきかせた。落ち着きはらった真響と同じ行動をするなら、恐おそれる必要はなかった。

　座席指定がとってあったが、二席ずつしか並ばなかった。真響は当然のように、泉水子と自分を隣にした。男子二人とはかなり離れた場所になる。座席にしっかり収まると、真響はくすくす笑い、彼らに聞こえないところで遠えん慮りよなく言った。

「さっきの見た？　相楽って、子こ猫ねこがじゃれつくのを我が慢まんしているシェパード犬みたいじゃなかった？」

「そういうもの？」

「しつけがいいのよね。そこが、真夏とちがうところ」

　泉水子は、真響の評をしばらく吟ぎん味みした。

「しつけって……きらいな人を相手にしても、自分の損得を考えて、愛あい想そのいい態度がとれるようになること？」

　真響は吹ふき出しそうな顔で見やった。

「相楽がそういうやつだって？」

「そのまんまだよ」

　答えてしまってから、泉水子は急いで訂てい正せいした。

「あ、真夏くんは好かれていると思う。真夏くんのことじゃなくて、わたしのこと」

「泉水子ちゃんと相楽、仲わるいの？」

　少しためらって、泉水子は答えた。

「よく……はないと思う。前ほどじゃないけど」

　真響は売店で買った菓か子しを取り出した。正午をすぎたので、駅弁を買ってもいい時刻なのだが、女子二人はそれよりもお菓子がよかった。日ごろできないことをして、解放気分を味わいたかったのだ。

　分けあって食べるお菓子はおいしかった。泉水子は、列車の中でもくつろげることを確信して、いい気持ちだった。窓の外の景色が水のように流れていく。どこにも属さないこの空間に座っていると、いろいろなことが遠くなり、隣の真響だけがたしかなもののように思えた。

　おもむろに、真響が口を開いた。

「一度聞いてみたいと思ってたんだ。泉水子ちゃん、どうして相楽のパートナー枠わくになったの？」

「うちのお父さんと相楽くんのお父さんが決めたの」

「家のもんだい？」

「そんな感じ。わたしも相楽くんも、ぜんぜん聞かされていなかったのに、去年いきなりいっしょにいろと言われて。もう、さんざんだった」

　泉水子はため息をついて続けた。

「無理やり、お互たがいに少し慣れたけど。こういう関係だと、たとえわかりあったとしても、すなおに仲よくできないんじゃないかな」

「わりに苦労しているんだ」

　真響は少々驚おどろきをこめた。

「そうは見えなかった。泉水子ちゃんたち、ふつうに男女で役割分担できるから、きょうだいよりやりやすいのかと思った」

「ふつうに男女？」

「彼氏彼女」

「それ、ぜったいにないから」

　泉水子が強調すると、真響はさほど信用しない目で見やった。

「でも、Ａ組で見ていると、相楽ってかなり硬かたいよ。彼女ができておかしくないのに、もうすでに決めた人がいるみたいに」

「真響さん、それ、そっくり自分のことじゃない」

　泉水子に逆ぎやく襲しゆうされ、真響は苦く笑しよう気味に頭に手をやった。

「あ、そっか。私って、そう見える？」

「うわさになったって聞いてる。生しよう涯がい誓ちかった人がいるって。本当なの？」

「口からでまかせ」

　真響はあっさり否定した。

「そう言っておけばめんどうがないと思ったからで、いちいちことわるのがいやになっただけ。本当のところはね、私には、彼氏をつくる余よ裕ゆうなんてないの」

　泉水子は首をかしげた。

「……候補者が多すぎて選ぶのがたいへん？」

「まさか。でも、うーん、自分のことを考えれば、相楽だって似たようなものか。私たちって、どうも、他ほかの人より多くのものを抱かかえちゃうよね」

　真響は宙を見上げて言い、そうかもしれないと、泉水子も考えた。神しん霊れいの世界に踏ふみこむぶん、どこかで手いっぱいになるのかもしれなかった。もっとも泉水子には、恋こいバナとの兼かね合いはよくわかっていなかった。

「真響さんに、彼氏つくる気がないとわかったら、みんながっかりするね」

　いたずらっぽくほほえむと、真響は言った。

「つくる気がなくても、向こうからころがってくるのかもしれない。落っこちるのかも。そういうものは、だれにもわからないって」

「そっか」

「でも、真澄が……」

　つぶやくと、真響はふいに笑えみをかげらせた。泉水子がまばたきして見やると、彼女は小さく言った。

「……真澄は大人にならない」

　まだ聞いていなかったことに気づき、泉水子はそっとたずねた。

「真澄くんの命日って、いつ？」

「八月五日」

「亡なくなったの、いくつのとき？」

「六歳」

　言葉に迷ってから、泉水子は言った。

「それじゃ、小さくても憶おぼえているね」

　真響はうなずいた。

「いきなりだった。あの日、あの子だけお昼ひる寝ねから目がさめなかったの。心不全って言われた。突とつ然ぜん死しだった」

　泉水子が思わず黙だまりこむと、真響は顔を上げ、むしろ明るい調子で続けた。

「後に真澄がやって来たとき、どうして死んだのって聞いても答えられないの。笑えるけど、苦しまなかったからそれでよかったのかも。ただ、お葬そう式しきの後、うちは戸隠から市街へ引っ越こすことになってね。真澄の名前はほとんど禁句」

「真澄くん、ご両親の前には出ていかないの？」

「悲しむでしょ。だからだめなの、特に母は」

　真響は言葉を切ってから、あらためて強調するように言った。

「母はふつうの人なのよ」







　一時間二十分ほどで、列車は予定時刻に狂くるいもなく長野駅に到とう着ちやくした。だが、駅前のロータリーに出てあたりを見回しても、母親のものらしい乗用車が見つからなかった。真響が携帯で電話を入れてみると、今向かっているから五分待ってくれと言う。

　その場にたたずんでいると、大学生くらいの二人づれに声をかけられた。真響と泉水子に、どこへ行くのかと熱心にたずねてくる。すると、それまでふらふらしていた深行と真夏が、急に並んで立つようになった。女子だけと見られたことに、突とつ然ぜん気づいたらしい。

　年上の男たちが首をすくめて行ってしまうと、真夏は姉に、はじめて装いに関する意見をのべた。

「わざと仕向けてんの？　その恰かつ好こうが派手なんだよ」

「なに言ってるのよ。世間なみよ」

「合宿でも、そんなにめかしこむつもり？」

「山には山用の服や靴くつをちゃんと送ってあるのよ。ねえ、泉水子ちゃん」

　真響に同意を求められたが、泉水子は急速に自信を失った。

「……やっぱり、派手かな」

　弟は急いで言った。

「泉水子ちゃんは悪くないよ。着せたのはどうせ真響だろ」

「似合わない、かな……」

「そうじゃない。泉水子ちゃんはかわいい」

　今、かわいいと言われても、うれしくなれなかった。情じよう況きようからして、とってつけた言葉でしかないからだ。

　真響は挑ちよう戦せん的に深行を見やった。

「相楽はどう思ってるの？　おしゃれするのはいけないこと？」

「いけなくはない。相手に失礼な恰好をするよりはいい」

　深行はやけに形式ばった言い方をした。

「服装がどうかは問題にはならない。ナンパにひっかからないだけの良識をもっているかどうかの問題だ」

（あれが、よそに聞くナンパというものだったのか……）

　泉水子が気づいていなかったのは、ひそかな事実だった。だが、知らない男に口をきいたりできない泉水子なので、深行の当てつけは、たぶん真響に向かってだった。

　真響は深行に言い返した。

「ひっかかってほしくなければ、きっちりガードしてよ。私たちを放ほうっておくのが悪いんじゃない」

　なるほど真響は、自分の意見は自分でしっかり言える女の子なのだった。深行たちも、それから離はなれずに立っているようになった。彼らは何も言わないが、だからといって二人のおしゃれに気づかないわけではなかったのだと、泉水子はようやくさとった気がした。

「ごめーん、遅おくれちゃいました。待った？」

　クリーム色の車がすべりこんできて、運転席の女性がウインドウから顔を出した。ひと目で真響の母とわかる、整って明るい顔立ちをしている。

「お母さんったら。道、混こんでたの？」

「いや、てへへっ、買い物してて」

　車を降りてきたのは、髪かみをショートにした活動的な印象の女性だった。ベージュのパンツがよく似合っている。声はほがらかで、生き生きとしていた。

「相楽深行くんと鈴すず原はら泉水子さんね。うちの二人がいろいろとごめんどうをかけてます。ようこそ長野へ、よく来てくれたわね」

　自己紹しよう介かいをするまでもなく、すらすらと言われた。まなざしにも口ぶりにも、歓かん迎げいする気持ちがこめられている。ちょっと緊きん張ちようしていた泉水子は、すぐにほっとする思いがした。とても陽気なお母さんだ。

　深行が、とっておきの態度を発揮した。

「はじめまして。お言葉にあまえて押しかけてしまって、ご迷めい惑わくにならないといいんですが。今夜ひと晩お世話になります」

　にこやかさと折り目正しさは外交官クラスだ。深行のこれは、相手が年配者であるほど効き目があった。宗田の母も例にもれずに喜んだ。

「私のことは、どうか静しず枝えさんと呼んでね。相楽くんがおばさんと呼ぶとつらいかも。鈴原さんもね。まあ、鈴原さん、きれいに伸のばした髪ね」

「よろしくお願いします」

　泉水子は頭を下げた。お下げ髪がみを褒ほめられたのが意外で、ほんのりうれしくなった。静枝は楽しそうに続けた。

「たいしたことはできないけれど、楽しんでいってね。今夜は、お父さんの大学の人も何人か招いているの。庭でバーベキュー・パーティ、にぎやかになるわよ」

　母親の言葉に、真夏が反応した。

「やったー、肉だ。肉、肉」

「この子はまったく、第一声がそれ？」

「だって、学食のメニューの肉は、どれもけちくさいんだよ」

　静枝は笑い、手を伸ばして息子むすこの刈かり上げた頭をひとなでした。いとしさにあふれるしぐさだった。

「元気そうだこと。真夏が東京の学校で辛しん抱ぼうできただけでも、ありがたいと思わないといけないか。早晩追い出されるかと、ひやひやものだったのよ」

　真響が口をはさんだ。

「こいつが帰らずにすんだのは、まわりの人間の努力のたまものよ。私や、鈴原さんや、相楽くんの」

「そうね。お友だちには本当に感謝している。真夏は真響とちがって、やりたいことしかやらない子に育っちゃったから。双ふた子ごなのに、どうしてこんなにちがうのかしらね」

（……双子なのに？）

　泉水子は、静枝の言葉にぎょっとした。真響もそれには気づいたようで、泉水子に何も言うなという目線を送ってよこした。静枝は失言したとも思っていない様子で、時計を見て続けた。

「どこかでお茶にしましょう。それから、車で少し市内を案内するね。長野市といえば『牛に引かれて善ぜん光こう寺じ参り』よ。善光寺へは行ったことある？」

　泉水子はもちろん、深行も善光寺参りはしたことがないと答えた。

　近くの店でお茶を飲んでから──もっとも、コーヒーをたのんだのは静枝だけで、高校生は四人ともかき氷を食べて喜んだ──車に乗りこんで善光寺へ向かった。駅のまわりは一帯がビル街で、商店街がにぎやかだ。

　泉水子の目から見れば、長野市もりっぱな大都会だった。東京に比べるとさすがに山さん稜りようが四方にせまっているが、広々とした平野が建物ばかりで埋うまっているように見える。こういう平へい坦たんさが泉水子の故郷にはなく、ずいぶん開けた場所のように感じるのだった。

　善光寺の壮そう大だいな規模にもびっくりした。来訪者の多さは驚おどろくばかりで、引きも切らず雑ざつ踏とうのように行き交かっている。とはいえ、京都や奈良の寺を訪おとずれたこともない泉水子には、比ひ較かくする対象がなかった。ただ、いかめしい仁に王おう門をくぐり、石いし畳だたみの長い参道を歩きながら、正面に見える勇ゆう壮そうな屋根が善光寺だと思っていたので、それも山門だったことには信じられない思いをした。本堂はさらに奥の境けい内だいにあった。

　真響と真夏は、まんなかに静枝をはさみ、両側からしきりに話しかけていた。静枝は二人分の返事をするのに忙いそがしそうだったが、うれしそうでもあった。泉水子は遠えん慮りよしてその後ろを歩いていたが、肩かたをくっつけて雑踏を歩いている親子三人は、どんな話をしているのであっても仲むつまじげに見えた。

（いいなあ……）

　紫ゆかり子こと、そうして歩いた記き憶おくはなかった。たとえ今、この場に紫子が現れたとしても、自分にはそうはふるまえないだろうと思った。まともに話をした最後はいつだったか、もう思い出せないくらいだ。娘むすめの存在を忘れているにちがいなく、母と気持ちが通じるとはとても思えなかった。

　気がついてみると、深行がすぐ隣となりを歩いていた。

　人通りが多いので、泉水子をひとりにしないことにしたのかもしれない。黙っているものの、意図して並んだ歩き方で、泉水子がナンパにうとかったことがばれているような気もした。だが、なんとなく気持ちがなごんだ。

　小声でとどく距きよ離りなので、泉水子は深行に聞いてみた。

「新幹線で、真夏くんと何か話をした？」

「別に。駅弁食ったら、あとは寝ねてたし」

　内容はそっけないが、口調はそうでもなかった。泉水子はさらに言った。

「あまりしゃべらないね、真夏くん。Ｃ組ではけっこうおしゃべりなのに」

「社交はするだろ、あいつでも」

　深行は、意外に真夏の肩をもつ言い方をした。

「相手を見ている。おれだって、どうでもいいことを話さなくていい相手には話したくない」

　女の子同士だって、どうでもいい話をしていたわけじゃないと、泉水子は考えた。

「真響さん、真澄くんの名前は禁句だって言っていた」

「ああ、そんなふんいきだな」

　そのまま通じたところをみると、深行も気がついていたのだった。

「戸隠を出てきたということが、たぶん、そういうことなんだろうな」

「子どもが死んで、ショックだったのかな」

「事情までわからないが、宗田たちが真澄を呼び出す方法を見つけたのは、たぶん戸隠だよ。修しゆ行ぎようもそっちでしたんだ」

　泉水子は考えこんだ。雪政が、戸隠修しゆ験げんはもうないと言っていたからだ。

「相楽くんは、忍にん者じやと山やま伏ぶしは同じものだと思う？」

「ちがうだろ」

「元は、同じ？」

「どこまでさかのぼって、忍者と呼ぶかによる」

　深行は慎しん重ちような返事をした。

「黒くろ装しよう束ぞくを着た、外国人に受けのいい忍者のことなら、今どきどこを探しても、作りごとの世界にしか受け継つがれていないよ。宗田たちとも無関係だ。だいたい、忍者は神しん霊れいに関かかわらない」

「でも、煙けむりを出して消えるよね」

「あれは手品のたぐいだ」

　深行は言ってから、思いなおしたように言葉をついだ。

「ただ……上じよう忍にん・下げ忍にんというのがあるにはあるな。知ってるか？」

　泉水子がかぶりをふると、深行は続けた。

「上忍が本物の忍者で、だれもがイメージしている忍者は、末まつ端たんの手足にすぎないという話だ。上忍は何もしないし、だれの目にもそうは見えない。平へい凡ぼんな生活をしていて、世間に知られることはぜったいにない。仲間にすら、その人物がトップだと知らせないくらいだ。そういうあり方は少し、今の山伏に似ているのかもな」

　似ているかもしれないと、泉水子も考えた。けれども、一つだけ決定的にちがうところがある。

「でも、山伏には見えない相楽さんだって、山に入って修行はしていたよ」

「山に入らなきゃ、その人物を山伏とは呼べないだろ」

　深行はいくらか口調を強めた。

「修験の力は、山から得るものでないと意味がないんだ。だけど、忍者たちは、後世になるほどそういうものを分ぶん離りしていった」

　泉水子は思わずたずねた。

「それなら、真響さんたちは？　本当は、今でも戸と隠がくし山やまに修験があるの？」

　深行もそれには答えられなかった。

「わからない……おれもそこが知りたいと思っている」

　本堂の手前、特大の香こう炉ろが香の煙を吹ふきあげているあたりで、泉水子と深行は立ちどまった。その先にはさらに人の数が多かったのだ。どうやら、団体客が詣もうでているらしかった。前を行く宗田親子も立ちどまっていて、静枝がふり向いて言った。

「お戒かい壇だん巡めぐりは、ちょっと無理みたいね。すごい行列になっている。正面で拝んだら駐ちゆう車しや場へもどりましょう」

　宗田親子に聞こえるようになって、同じ話題を続けるわけにはいかなかった。泉水子たちはふっつりと言いやめ、拝観だけにつとめた。

　手を合わせた泉水子は、本堂の壮そう麗れいさに感服した。重みをもって感じられる霊れい場じようは、人々の信しん仰こう心が歳月にわたって厚く築き上げたものだ。人々が混みあう中にも、豊かな守りがあるのがよくわかる。そうであっても、やっぱり参拝客が多すぎて、自分が安らぎを得たとまでは言えなかった。




　　　　二




　静枝の運転する車が中心部を少し離れただけで、閑かん静せいな住宅地に移った。その早さが、喧けん噪そうの続く東京とはちがうものだった。

　住宅街の中ほどにある家に着いてみると、泉水子が予想したより、さらにモダンな建築だった。ガレージの向こうは鮮あざやかな緑の芝しば生ふで、周囲に細いポプラの木が立ち並び、外来種の花々が色を添そえている。赤やピンクの花と観葉植物は、テラコッタのプランターや吊つり下げた鉢はちにたくさん植えられていて、窓辺や外がい壁へきのそこかしこを飾かざっていた。庭に面して、コーヒー色のペンキを塗ぬった広いウッドデッキがあり、白いテーブルや椅い子すをおいた様子がヨーロッパの山さん荘そうのようだ。

（こういうの、ずっと憧あこがれていた……）

　泉水子はそっとため息をついた。だいたい、住宅街にあるというだけでも、泉水子にとっては憧れの対象なのだった。

　車を降りた深行も、庭とウッドデッキを見わたして言った。

「本当だ、ガーデンパーティに最適な家だね」

　真夏がそれに応じた。

「だろう。おれ、炭火をおこすのプロ並みだぜ。おやじの学生が来たり、知り合いが来たりはしょっちゅうだったんだ」

　静枝は二人に、真響と真夏の部屋にそれぞれ泊とまってもらっていいかと、いくらかすまなそうにたずねた。客室が大学の客でふさがりそうだったからだ。

　案内しながら真響も言った。

「なんだか、寮りようと変わり映ばえしなくなっちゃって、ごめんね」

「そんなことないよ」

　希望して真響の部屋に泊まりたかったくらいだと、泉水子は考えた。

　二階には、三部屋とバス・トイレがあり、そのうちの一室が真響の部屋だった。ベランダに面した窓が広く、青い模様のカーテンがかけてある。開放的で明るく、飾り気のない部屋だった。

「広いねえ」

　床ゆか面めん積せきも広いが、ものが少ないのでさらに広く見えるのだった。小学生時代から過ごした部屋らしく、過去の作品やら、望遠鏡やら、地ち球きゆう儀ぎやらはあるのだが、少女趣しゆ味みな品物がない。写真やポスターを飾ってもいなかった。泉水子の実家のごちゃごちゃした部屋とは大ちがいだった。

「男の子みたいな部屋だと思ったでしょう。最初のうち、真夏のベッドもここにあったから」

　言われてみれば、もう一つ分のベッドスペースが見えるようだった。

「真夏くんの部屋は、お隣？」

「ううん、上」

　真響は、しようもないという口ぶりになった。

「三階ってほどのものじゃなく、屋根裏の納なん戸どなのに、真夏はそこがいいって言いはって。秘密基地のつもりなのよ。だから、相楽にはかなりお気の毒。梁はりが低いところにあるし、きっとどこかに頭をぶつけると思う」

　泉水子は笑ってしまった。真夏らしいと思った。

「真響さんって、小さいころは男の子みたいだったの？」

「うん、同じ恰かつ好こうしていた。女の子の服はぜったい着なかったの」

　テレビモニターの前に置かれたクッションに座り、真響は足を組んだ。

「引っ越こしたばかりのころは、近所の人に男の双ふた子ごだと思われてた。見分けがつかないから、髪かみを伸のばせって、親にもさんざん言われたけど、観念して伸ばしたのは生理がくるようになってからよ」

「そうだったんだ」

　泉水子は自分とまったくちがうことに、あらためて驚いた。現在の真響の女らしさと装いのセンスは、いったいどこから取り出してきたのかと不思議に思う。

「真夏くんと真響さん、性格はだいぶちがうよね」

「真夏のほうが得だね」

「どうして？　真響さん、何でもよくできるし」

　真響はどこか苦々しく言った。

「いつのまにか、役割分担して、いつのまにか、ちがうものになっちゃう。せめて年が離はなれていたら、もう少し早くにあきらめがついたんだけど」

　泉水子には、立場のちがう者として言うことしかできなかった。

「きょうだいがいるだけで、わたしにはうらやましいな。いっしょに遊べたことがうらやましい。ぜんぜん考えられなかったの。男の子って、ずっと怖こわいものだと思ってた」

　真響は真響で、そういう泉水子をめずらしく思う様子だった。

「泉水子ちゃんの髪は、いつから伸ばしているの？」

「おぼえていないの。短かったことがないから」

「なんだかとっても、箱はこ入いり娘むすめのふんいきだよね」

　泉水子はたじろいだ。

「それ、よくない意味でしょう」

　真響は笑い、いたずらっぽく顔をしかめた。

「そんなふうに、すぐ自信をなくしちゃだめ。泉水子ちゃんが、あまりいろいろ触ふれずに山奥で育って、そのせいで見けん鬼きの能力があることくらい、わかる人にはわかるんだから」

「ケンキ？」

「式しき神がみが見えること」

　それもいいこととは思えないと、泉水子は考えた。だが、真響は思いやりのある調子で言った。

「泉水子ちゃんって、守ってあげたくなるところがある。それも大事な個性だよ。きっと、守ってくれるだけの強い人が現れると思う」

　ためらって真響を見つめながら、泉水子は姫神のことを考えた。真響には、話してみる価値があるかもしれなかった。だが、どう説明すれば正しく伝わるかと思うと、やはり言い出しづらいものがあった。

　階下から、静枝の声が威い勢せいよく響ひびいてきた。

「高校生諸君ー、下りてきて今夜の準備を手伝って。食材が山ほどあるの」

　真響は少々眉まゆをひそめた。

「お母さんったら、最初からその予定？」

　泉水子は笑い声をたてた。

「わたし、パーティの準備ってしてみたい。うちではしたことなかったんだもの」

　階段を下りていくと、間をおかずに屋根裏にいた真夏と深行も下りてきた。男子はデッキの会場設営を、女子は料理の下ごしらえを手伝うことになった。

　静枝は、串くし焼やきのバーベキューの他ほかにも、平ひら鍋なべのパエリアや、桃ももやスイカやメロンをふんだんに使ったフルーツカクテルなどを準備していた。ポテトサラダや野菜スティック、クラッカーやチーズやナッツ、地元の漬つけ物などもある。

　泉水子は、あまりキッチンに立ったことがなかった。玉倉神社で、修しゆ行ぎよう者の団体を迎むかえるときなどに、佐和に手を貸してお膳ぜんの用意をしたことはある。だが、基本的に、自分で自分の食事をつくったことは一度もないのだった。

　料理は佐和の聖域で、ふだんさわらせてもらえないというのが実情だった。彼女は災害時以外、インスタント食品を食べない主義だったので、よけいにそうなっている。泉水子の料理の経験は、学校での実習がほとんどだった。

　手つきはあまりよくないが、熱意だけはたくさんあったため、静枝はうれしげに野菜の切り方のあれこれを教えてくれた。真響のほうは、熱意のかけらも見せなかったからだ。不器用ではないのだが、料理に気のない態度がありありとうかがえた。

「いいわねえ、鈴原さん。あなたみたいな子がいたら、私も娘をもったという実感があったのに」

　静枝が多少当てつけ気味に言うと、真響は肩かたをすくめた。

「女だけが料理するというものではないでしょ。一流シェフは男だし、ふつうでも、男で料理が得意な人はめずらしくないんだから」

　そこへ男子たちが、あっというまに外のセッティングを終えて入ってきた。真夏が要領をのみこんでいることが大きかったのだ。静枝は遠えん慮りよなく、彼らにもエプロンを配った。食べものの準備は、それほど早くは進んでいなかったのだ。

　泉水子は、かたずをのんで男子の手ぎわを観察してしまった。だが、まもなく、真夏と深行には、女子より料理の腕うでがあるわけではないことが判明した。そこそこには包丁を扱あつかえるが、深行であっても、生肉のブロックやスペアリブをめずらしがっているレベルなのだ。なぜかしら、胸をなでおろすものがあった。

　さらに男子二人は、泉水子と真響ほどにもキッチンで役に立たないことが、まもなくはっきりした。真響は少なくともまじめに野菜の下ごしらえをするが、男子たちはそっちのけで、肉にふるコショウや岩塩をミルで挽ひいて遊んでいるとしか思えないのだった。







　七時を過ぎ、たそがれの空に山の稜りよう線せんが黒々と描えがかれ、庭のポプラが影かげに沈しずむころだった。家の表が急ににぎやかになったと思うと、ガレージに車が到とう着ちやくしていた。そして、大学から来た一行がいちどきに姿を現した。

　泉水子たちは、デッキへ出て宗田の父を迎えたが、静枝と会ったときほどにもあいさつが言えなかった。教授とともに五、六名の男女が同時に口を開いたからだ。

「おお、今夜は平均年ねん齢れいが低い。高校生が多いってフレッシュだなー」

「真響ちゃん、またきれいになったね」

「うれしいなあ、今日は『食い』の日ですか？」

「買ってきたものあるんで、クーラーボックスはどこですか」

　等々、思い思いに発言する人たちであり、父親と長くは話していられなかった。教授の研究室に出入りする、大学の同どう僚りようや院生やアシスタントの人々だそうだ。

　宗田教授は、思ったより穏おだやかなふんいきの中年男性だった。こめかみに白しら髪がのまじる髪も目め尻じりのしわも優やさしげで、いつも控ひかえめに笑っていそうだ。若い同僚にいばる様子もなく、親しみやすく奥ゆかしい人ひと柄がらに見える。中背でややなで肩がたで、メガネは知的であるものの、年齢より若向きのポロシャツを着てすませていた。そのフランクさが、真の大学人なのかもしれなかった。

「よく来てくれましたね。大学連中がさわいでいようと、遠慮せずにふるまってください。細かい話は後まわしにして、まずはたらふく食べましょう。待っているあいだに、ずいぶんお腹なかがすいたでしょう」

　教授が言ったあと、後ろで真夏が深行にささやくのが聞こえた。

「パーティはこれがいいよな。飲めば大人って他た愛あいがないし、成績の話も後まわし後まわし」

　たしかに、その後しばらくの時間は、炭火でバーベキューを焼くこと食べることで、だれもが大わらわだった。

　泉水子は、大学に勤める人々は話題も学究的なのかと思っていたが、いつまでたってもそうならなかった。飛び交かっているのは、高校生でもわかる世間話ばかりだ。

　彼らは、教授宅へ来るのがはじめてではなく、静枝のこともよく知っていることが、話の端はし々ばしで明らかになった。くだらないジョークも続出して、笑いの絶えない、気のおけない仲間たちだった。缶かんビールやワインが次々に口を開けられている。もてなし料理のあらかたを並べ終わった後は、静枝も腰こしをすえて飲みに加わり、とても楽しそうだった。

　真響と真夏、深行も、自然に話の輪に加わっていた。泉水子はさすがに慣れず、自分から口をはさむことができなかったが、この場にいたくないとまでは思わなかった。夢見心地ごこちでながめるだけでも十分だった。

　真夏は、母親が飲みにかかったのを見てとると、静枝に代わってかいがいしく立ち働くようになった。追加の食材や足りない飲みものを取りにいくのは、後半、ほとんど真夏の役まわりになっていた。だれも決めつけてはいないが、真夏が一番早く気づくのだ。

　落ち着きがないと言うこともできたが、真夏にはそれが楽しいらしかった。目配りがきいて、他人が話に夢中になっているときでも、ご機き嫌げんで炭火焼きをつくっていたりする。遠慮がちな泉水子には、紙皿にのせてどんどん回してくれた。真夏としては、馬の世話をするようにこの場の人々のめんどうを見ている具合だった。

　真響はというと、そういうことを一いつ切さいしなかった。母親といっしょに話の中心に座っている。だが、父親と会話することはあまりなく、教授の隣となりに席を占しめているのは、もっぱら深行だった。

　宗田教授は、泉水子にも何度か話しかけてくれたのだが、テーブルの向かい側にいるので、やはり深行に聞くことのほうが多かった。質問の内容は、鳳ほう城じよう学園のことばかりで、学業や生徒の活動に終始している。深行もまじめにそれに答えていた。

　教授の隣に座っている男性は、この中では年齢が教授に近かったが、新しい缶ビールを開けた勢いで、冗じよう談だんめかして深行に勧すすめた。

「少しくらい、飲んでもかまわないんだよ。泊とまっていくんだろう。公共に迷めい惑わくをかけなければだいじょうぶだ」

　にこやかにことわるかと思われた深行は、あっさり受けた。

「じゃあ、飲みます」

　気持ちよさそうに缶をかたむける深行を見て、かえって相手がびっくりした。

「飲みっぷりがいいね。ひょっとして、冷酒もいける？」

「いけます」

　泉水子がまじまじ見つめていても、深行は知らん顔だった。そのうちに地酒の瓶びんが出てきて、教授と三人の前にぐい吞のみが並んだが、平然としてついでもらっている。

　いつのまにか真響もそれを見ていて、泉水子の肩に手をおいてささやきに来た。

「なんなの、あれ。相楽って思ってたよりワルかったんだ。慣れてるよ、ぜったい」

「そうみたい」

「知ってた？」

　泉水子はかぶりをふった。真響はいくらか口を尖とがらせて言った。

「私、酔よっぱらいはゆるさないクチよ。酒の勢いで何かする人は大きらい」

「その前に、未成年がもんだいだと思う」

「そうだよねえ」

　大いにあきれて当然だったが、深行は飲んでもほとんど変化なく見えた。大学の人たちのほうが赤くなっており、彼ひとり顔色も変わらないようだ。

（……よくわからないな、深行くんって……）

　泉水子はぼんやりと考えた。愛あい想そのよさに徹てつしたモードの深行からは、感じていることがほとんど読みとれなかった。どういうつもりで酒盛りに加わっているのか、酒が好きなのか本当はきらいなのか、さっぱり伝わってこない。

　酔いがまわって、教授ともっとつっこんだ話をするのかと思えば、そうでもないのだった。山やま伏ぶしとか、修しゆ験げん道どうとか、戸隠とか、忍にん者じやとか──そういう言葉は一切深行の口からもれなかった。教授の側も同じくだった。

（……深行くんが怒おこっているときだけ、すぐにはっきりするんだけどな）

　そんなことを思いながら耳をかたむけていると、真夏がガラスの器うつわを並べた盆ぼんを運んできた。

「泉水子ちゃん、もう、バーベキューはお腹いっぱい？　フルーツ食べる？」

　山盛りのフルーツカクテルを、ありがたく受け取ることにした。桃とメロンは泉水子の好物だった。真夏は女性陣じんから先に配っているらしく、テーブルのあちこちを回りはじめる。

　フルーツをつつきながら、ふと、だれもが日常の顔をきちんと使い分けているのだと感じた。真響と真夏も、ここではごくふつうのふるまいをする高校生にすぎない。そのことを見せたくて、真響は家に呼んだのではないだろうか。

（前に、真響さんが言ったことがある。お父さんが、若いうちからはまりこむな、学生のうちは学生らしく学べと言ったって。きっと、そういうことなんだ……）

　宗田教授が、神しん霊れいや修験の話をするはずもなかったと、泉水子はひそかにうなずいた。ほんの少し期待したところもあったが、部外者に、いきなり見識を語ってくれると思ったら考えが甘いのだ。深行もそれを承知しているのだ。

　ここへ来てみてよかったと、泉水子は考えた。教授は言外に、何に関かかわる者であっても、当たり前の生活ができることが前提だと匂におわせていた。泉水子がもっていないのはその鎧よろいであり、積極的に見聞を広めることができれば、きっと自分も手に入れられるだろうと思った。







　パーティは十時ごろにはお開きになった。教授と二、三人の客は、さらにリビングで飲みなおす風ふ情ぜいだったが、高校生たちは、片付けがすんだら全員階上へ引きあげた。

　しばらくは、四人とも真響の部屋に居すわって、ゲーム機で遊んだ。泉水子はコントローラーにさわれなかったが、それなりにおもしろくわきから見物していた。だが、まもなく、自分でも変だと思うくらいに眠ねむくなってしまった。

　おかしいと気づいた真響が、泉水子の肩をゆすり、眉まゆをひそめてたずねた。

「泉水子ちゃん、もしかして、さっきお酒飲んだ？」

「ううん、飲んでない」

「気持ち悪くない？」

「だいじょうぶ。ふわふわしていい気持ち」

　泉水子は答えたが、どうもうまく口が回らない気がした。真響は男子たちを見やり、詰きつ問もん口調で言った。

「どうして、法律違い反はんの相楽がぴんしゃんとしてゲームして、泉水子ちゃんが酔っているわけ？」

　とがめられた深行は心外そうだった。

「自己責任だろ。だけど、おれは鈴原にはぜったい飲ませないぞ。酔うはずがない」

　その後の二人の視線を受けとめて、真夏が首をふった。

「わたしてない、わたしてない。ジュースとまぎらわしい缶には注意したし、彼女、お茶くらいしか飲まなかったよ」

「ウーロンハイとか」

「それはない。焼しよう酎ちゆうは出してなかった」

　真夏は不ふ審しんそうにつぶやいた。

「おかしいなあ……泉水子ちゃん、どう考えても飲んでいないよ。かわいくフルーツばかり食べてたのに」

「それだ」

　真響が閃ひらめいた顔つきになった。

「あのフルーツカクテル、シロップにかなりリキュールが入ってた。お母さん入れすぎだよって、私、食べたときに思ったもん」

「じゃ、本当に酔ってるってこと？」

　ふいに、深行の声のトーンが上がった。

「ちょっと、それ、やばい。かなりやばいから」

　飛び上がるように立ち上がった深行に、宗田きょうだいもぎょっとする面おももちになった。

「ええっ、救急車？」

「そこまで言わないけど、とにかく早く寝ねかせて。酔いざましってどうするんだっけ、何か飲ませるんだっけ」

（……だいじょうぶだよ）

　泉水子は、ひとり憤ふん慨がいして考えた。深行がどうしてあわてふためいたか、察することができるからだ。心配する必要はなく、心地ここちよく眠いだけだった。姫神にとって代わられることはない、自分はちゃんとここにいる。

（こんなに気持ちのいいときに、姫神に体をとられるわけないじゃない。わからないのかなあ、そのあたり……）

　そう言いたかったのだが、まぶたが下りてきてしまい、体も口も動いていないのだった。深行たちがばたばたする様子も見えなくなり、真っ暗になってしまった。

　それでも、ほんの少し時間をおいただけで、気をとりなおして目を開けたのだ。少なくとも本人にはそう思えた。

　けれども、部屋の照明は消えていた。窓からの薄うす明あかりで、カーペットに直接置いたマットレスに寝ていることに気づき、泉水子は、三人がそれを用意していたのをぼんやり思い出した。起きなおってみると、真響がベッドに寝ており、サイズの大きなＴシャツを寝ね間ま着きに着て、すうすう寝ね息いきをたてている。

（もう、寝ちゃったんだ。真響さん……）

　せっかくのお泊まりの夜は、夜よ更ふかししておしゃべりしたいと思っていたので、ずいぶん残念だった。だが、真響にしてみれば、先に寝たのは泉水子のほうなのだろう。

（真夏くんと深行くんは、起きているかな……）

　暗い天てん井じようを見上げた。そして、視線をもどしてびっくりした。今しがた真響が寝ていたあたりに、深行が眠っている。思い描えがいただけで、泉水子は屋根裏部屋に来ていた。

（なんだ、わたし、夢を見ているんだ……）

　深行も、その向こうの真夏も、床ゆかに敷しいたマットレスで寝ていた。天井が斜ななめになり、壁かべぎわはだいぶ狭せまいからだ。寝ね相ぞうは二人ともあまり褒ほめたものではなかった。泉水子はひっそりほほえんだ。熟じゆく睡すいしているときは、どんな人でも均等に裏表がない。取りつくろうこともできずにいる。

　窓が小さいので、真響の部屋ほどにも細部が見えなかった。秘密基地とはどんなものかと思っていたので、よくわからないのが残念だった。だが、何かがなくてはならないと感じていた。それを、思い出しそうで思い出さない。

（なんだったっけ……）

『ソッチジャナイヨ』

　だれかがそう言った。泉水子は急いであたりを見回した。

『オレハ、コッチ』

（ああ、なんだ……）

　外へ行くべきだったのだと、ようやく気がついた。窓に近づいて庭を見おろすと、案の定、ポプラの木の下あたりに白く輝かがやく人ひと影かげが見えた。

　泉水子は一気に飛んだ。階段を下りていくめんどうはいらないのだ。今は、どうしてわざわざ階段などつくってあるのか、不思議に思うくらいだった。今度よく考えてみないといけない。

　芝しば生ふに立つと、しんしんと夜が更ふけているのを感じとることができた。闇やみの一部がこの世の外に溶とけ出し、混じりあっているような未明の昏くらさだ。付近の住宅がずいぶん遠くにあるように思える。庭だけが別ものになっていた。

　けれども、目の前に立つ人影はよくなじんだものだった。真夏にそっくりで、ハーフパンツの服装もまったく同じに見えた。

「真澄くん」

　はずむ声で呼びかけると、相手は目を細めるようにして見た。

「鈴原さん……だよね」

「憶おぼえていてくれたんだ」

　泉水子はうれしくなった。名前を忘れるからもう一度名のってくれと、この前は言われたはずなのだ。

「何しているの」

　たずねると、真澄はどことなく恥はずかしそうにした。

「ここで会うとは思わなかったな。今、真夏と真響ですら、おれを見つけないのに」

　真夏と変わらないだけに、だれもいない庭にたたずんでいる姿は淋さびしげなものに映った。彼は両親といっしょのパーティには加われないのだと思うと、泉水子は胸が痛むのをおぼえた。

「真澄くん、きょうだいに呼ばれないときでも、こうしておうちに来ていることがあるの？」

「いや、別に、おうちに来ているってわけじゃなく」

「あ、そうか。これはわたしの夢だよね」

　真澄は吹ふき出したが、ばかにする調子ではなかった。

「おもしろい人だね、鈴原さん」

「わたし……酔よっぱらったかもしれない」

「いいよ、そのくらいのほうが」

「ううん、だめ。真響さん、酔っぱらいはきらいだと言ったもの。だから、これはよくないと思う」

　真澄は、ふうんという顔をした。

「真響が言うなら、たぶん、そうだな」
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　あやふやなので、泉水子は思わず相手をうかがった。

「真澄くんって、ふだんはどうしているの。きょうだいのすること、ぜんぶ知っているわけじゃないの？」

「ふだん？」

　真澄はつぶやき、ひどく難しい質問であるように、口に手をあてて考えこんだ。

「ふだん……」

　彼は人間と同じ感覚ではないのだと、あらためて知らされるようだった。見た目ほど淋しいわけではないかもしれないと、泉水子は考えなおした。

「わたし、真澄くんは、きょうだいの心にずっと住み続けているんだと思う。だから、二人が真澄くんを忘れないかぎり、いっしょに生きているんだよね」

　助け船を出すように言ってみると、真澄はうれしそうになった。

「そういうことか。おれ、自分のことってあんまし考えないんだよ」

　短い髪かみをかいてから、彼は続けた。

「真響も、真夏も、よくわかることとよくわからないことがある。目が覚めてるみたいにはっきり感じるときと、眠くてぼんやりしているときがある。でも、あの二人抜ぬきでおれとしゃべったのは、鈴原さんがはじめてだな」

「そうなの？」

「鈴原さん、おれに、ナンパされない？」

　いきなり言われ、泉水子は目をぱちくりさせた。

「え？」

「鈴原さんって、いいかもしんない」

「……意味、わかってる？」

「もちろん」

　泉水子は、あやぶむ顔で見上げた。真夏以上に屈くつ託たくのない口ぶりなので、なおさら疑わしいのだ。女の子を誘さそっているようには見えず、言葉の使いまちがいではないかと思えた。

「真澄くんのナンパって、こっちには、どういう意味かわからないよ」

「戸隠へ行けば、わかるよ」

　真澄ははっきりした声で言った。

「もう一度、戸隠で会いなおそう。そうしよう」

　はっとして目を開けると、そこは二階の真響の部屋だった。真響はベッドで静かに眠っているし、泉水子はマットレスに横たわり、体に軽いタオルケットをかけている。かすかに寝ね汗あせをかいていた。

（ずいぶん変な夢をみた……）

　願望が見せた夢ではないだろうかと考え、泉水子はしばらくひとりで気まずい思いをした。しかし、時刻はまだ夜明け方の暗いうちだった。寝ね返がえりをうつと再び眠ねむりに引きこまれ、夢の内容は薄うすれていった。







　もう一度目覚めたときには、すっかり朝になっていた。

　たくさん眠った泉水子は起きぬけからさわやかで、頭がはっきりしてみると、夢の内容ではなく昨夜の現実が気にかかった。

「お願い、静枝さんには、わたしが酔っぱらって寝たなんて言わないで。ちょっと早く眠くなっただけだったの」

　真響にたのみこむと、相手はあくびをかみ殺しつつ言った。

「言ってやったほうがためになるのに。フルーツのこと、前もって注意しないのって、やっぱりうちの母が悪いよ。今は何でもない？」

「本当に何でもないから、黙だまっていて。こんなに心づかいしてもらったのに、わたしのほうがつらくなっちゃう」

　実際、四人の中で泉水子が一番元気な朝だった。真響は眠そうで、のろのろ身じたくをしていたが、泉水子はさっさとシャワーを使わせてもらい、静枝を手伝って朝食の準備をし、トーストと目玉焼きとカフェオレをたいへんおいしくいただいた。男子たちはさらに寝ね起おきが悪く、目玉焼きが冷めてしまうころ、やっと下りてきた。

「ゆうべはごめんね。先に寝ねちゃって」

　彼らにあやまると、真夏はまだ少し寝とぼけた顔で笑った。

「倒たおれたのかと思って、ちょっとびびったけど、二日酔いもしてないみたいだね」

「するはずないよ。フルーツのシロップに入っていたお酒って、ほんの少しだもん」

「食いすぎ」

　深行がびしりと指し摘てきした。

「真夏に聞いたぞ。ひとりで三杯ばいも食うから、効かないはずのものが効くんだろ。わきまえなさすぎ」

　泉水子が首をすくめていると、真夏が言ってくれた。

「おれ、ゆうべびびらされたのって、泉水子ちゃんよりシンコウにだったよ。激マジであわくってるんだもんな」

「うるさい。いつもみたいにメシに集中してろ」

　深行は見るからに不ふ機き嫌げんだった。怒おこっているときだけはっきりわかると、泉水子はため息をつきながら考えた。




　　　　三




　静枝の車に長野駅で降ろしてもらい、泉水子たちが数分待つと、新幹線の到とう着ちやくとともに、執しつ行こう部ぶメンバーがつぎつぎに現れて改札を抜けてきた。

　全員私服なので、いつもより個性が際きわだって見える。ジーンズ姿が多く、生徒会長と秋あき之の川かわ玲れ奈なもジーンズをはいていた。だが、男子たちに埋うもれているわけではなかった。如月きさらぎ・ジーン・仄ほの香かは、ふだん着まで男もので通す気がないことが、このときはじめて証明されたのだった。ショートの髪にオレンジ色の帽ぼう子しを被かぶり、小さなアウターにきゃしゃな感じが強調されて、やけにかわいらしく見える。

　玲奈は、親のつけた名に比べて地味な印象をもつ二年女子だったが、明るい色の服を着ても、やはりどこか目立たないものをもっていた。顔とふんいきに硬かたさがあるのだ。

　硬い黒くろ髪かみを短いツインテールに束ね、毛先が刷は毛けのようになっているが、それ以上の工く夫ふうを一いつ切さい加えないところに、彼女の性向が端たん的てきに表れていた。ほお骨の高い骨ばった顔立ちでもあり、仄香が意外に女の子に見えるのとは対照的に、服装が柔やわらかいとかえっていかつく見えるようだ。

　そうは言っても、仄香と玲奈は仲がいいようだった。寄りそって改札を出てきたのを見るだけでも、そのことが察せられる。玲奈は、それほど目立って生徒会室に居すわるメンバーではなかったが、縁えんの下では、仄香の生徒会をささえる役どころなのかもしれなかった。

　二年男子では、大おお河内こうちと星ほし野のの大小メガネコンビが、どちらも同じアニメイベントのＴシャツなのが目をひいた。どこかで理解できるようでもあり、見る者を複雑な気分にさせた。今いま井いが一番渋しぶカジ風にきめていて、柴しば田たの身なりはぼろぼろすぎて、へたをするとホームレスに見えかねないのがおかしかった。

　一年男子の島しま本もとと田た村むらは、あまり中学生を抜け出て見えなかった。特に島本は、童顔で幼い印象がある。二人とも体格のいいほうではなく、田村は青白くおとなしく、運動は苦手で勉強は得意な、いかにも文化部に入るタイプの男子だった。

　島本と田村は、改札を出ると真っ先に四人に近づいてきた。そして、うれしそうに話しかけたのは真響にだった。

「荷物ないね。どうしたの」

「先に宿へ送ってしまったの。ゆうべは実家に一いつ泊ぱくしてきたし、鈴原さんにもいっしょに泊とまってもらったから」

　真響は答えたが、深行たちもだとは口にしなかった。深行と真夏はバッグを肩かたにしているので、あえて言う必要はないのかもしれなかった。

「いいなあ、鈴原さん。宗田さんの家ってどんなところだった？」

　島本が無む邪じや気きにたずねたので、泉水子も答えた。

「なんだか、ヨーロッパの山さん荘そうみたいだった」

「ふわあ、セレブっぽいかも」

　仄香と玲奈が肩を並べ、その後ろから近づいてきた。仄香は一行のリーダーらしく口を開いた。

「それじゃ、宗田さん、合宿中は仕切りをたのむね。せっかく厚こう意いに甘えてやってきたのだから、私たちも、めったに行けないリゾートを楽しむつもり」

　多少よそよそしく聞こえたが、いつだって仄香の口調はそういうものだった。薄くほほえみ、真響を見つめている。

　真響は元気よく応じた。

「もちろんです、まかせてください。さっそくですけど、戸隠行きのバス停がちょっと離はなれているんですよ。案内します」

　玲奈は、二人にほほえんだだけで何も言わなかった。けれども、一年女子の服装を上から下まで吟ぎん味みするようにながめたことは、当人たちも気づかざるを得なかった。口にはしないものの批判の匂においがした。

（……合宿は、真響さんちのお呼ばれとは、だいぶ勝手がちがうようだ……）

　泉水子は思わず考えた。先せん輩ぱいたちがいっしょに寝ね泊とまりする戸隠の宿では、同年だけの宿しゆく泊はくのように、気楽にかまえるわけにはいかないようだった。







　路線バスは、善光寺を北に抜けるとまもなく坂道を上りはじめた。みるみる標高が高まり、市街地が足の下に見えるようになり、カーブの多い山道が続く。

　山道は見慣れた泉水子だが、故郷の山々のように緑濃こい植林がなく、最初から高山めいた落葉樹の森を見るのはめずらしかった。七曲がりの道が半はん透とう明めいの屋根で覆おおわれ、明るいトンネルのようになっている。雪よけだと知ったのは、隣となりに座った真響に教えられてからだった。

「それなら、戸隠も冬にはたくさん降るの？」

「やだなあ、スキー場があるんだってば。泉水子ちゃん」

「うちのほうも、山の上は雪が降ることもあるよ」

「積もった雪で、軒のき下したが埋まったことある？」

「……それは知らない」

　バスに揺ゆられて、真響は途と中ちゆうで居い眠ねむりをはじめた。かよい慣れた道のせいだろう。泉水子は眠らず、窓にくっつくようにして景色をながめ続けた。高い山さん稜りようが遠くに険しい線を描えがき、青い盾たてのようにそびえて、行けども行けども近づかない気がする。距きよ離りのスケール感がちがうようで、きびしい山の表情がくみとれるようだった。そして、一時間ほどするうちに真響も目をさまし、もうすぐ着くと言った。中ちゆう社しや宮みや前まえが目的地のバス停だった。

　車外に出るなり、高地へ来たことが実感できた。気温も低いし、空気が澄すんでいる。そして、思ったよりも広々としていた。目の前には、巨きよ大だいな鳥居がそびえ立っており、樹じゆ齢れいが何百年もある大おお杉すぎが数本、むぞうさに車道のわきに生えている。はるかな梢こずえを見上げ、泉水子は古い友に会ったようにうれしくなった。慣れ親しんだものに巡めぐりあったのだ。

（ちがうところもある。でも、同じところもある……同じに霊れい山ざんだからだろうか）

　そんなことをちらっと考えたが、すぐに思い及およばなくなった。バスから解放された執行部生徒たちが口々にしゃべりはじめ、「昼をどこで食べるか」という話になったからだ。

　戸と隠がくし蕎麦そばを食べることになった。と、いうより、付近にある数軒けんの店は蕎麦そば屋やばかりで、選せん択たくは他ほかになかった。どの蕎麦屋に入るかの選択なのだ。

　神社のまわりには、わりに家が建ち並んでいて、昔から宿しゆく坊ぼうだったという民家風の宿を多く見かけた。屋根のある古風な門がまえだったり、かやぶき屋根が目についたりする。昼食の店へは当然ながら真夏が先導し、わいわいと食事をすませた後は、しばらく歩いて自分たちの宿に向かった。

　少し引っこんだところにある宿で、建物はそれほど古くないようだが、これも昔からあったことがわかるつくりをしていた。旅館としてはこぢんまりしたもので、部屋数は十にも満たないようだ。

　玄げん関かんに出てきた女性のあいさつは、あまり旅館らしいものではなかった。

「お待ちしておりましたよ。真夏さんが東京の高校へ行くようになっても、忘れずに帰ってきてくれてうれしいこと。みな喜んでいますよ」

「お世話になります」

　真響は笑え顔がおを返した。

「奥のお座ざ敷しき、ミーティングに使えそうですか？」

「平気平気。他の泊まりのお客さんは、急に入ったとしても一人二人なの。好きなように使ってちょうだい」

　真夏はきちんとしたあいさつも抜ぬきだった。

「おばさん、よろしく。夜も蕎麦食べたいー」

「もちろん、真夏さんがそう言うのは承知してますよ」

　案内されて廊ろう下かを行く途中で、他にも年配の男女が顔を出して声をかけた。真響と真夏の姿が見たくて出てきたことが、見るからにわかった。だれもがあたたかな歓かん迎げいぶりで、いっしょにいて気持ちがいい。このぶんなら親切にもてなしてもらえそうだった。

　部屋は、一階に二間続きの一室があり、女子四人が使うことになった。男子は全員階段の上で、三室に分かれるようだ。

　真響と泉水子の大きなバッグが、すでに女子部屋に運ばれていた。仕切りのふすまを閉めれば半分にもなるが、広い畳たたみ部べ屋やだった。大きな床とこの間があり、板いた敷じきの縁えん側がわに小さなテーブルと椅い子すが置いてある。旅館の和室としてはふつうの配備だが、経験のない泉水子にはものめずらしく、きょろきょろした。

　縁側に立って庭のながめに目をやり、秋之川玲奈が口を開いた。

「私たち、得したみたいね。ここ、宿で一番いいお部屋じゃない？」

　真響はほほえみ、さっそく自分のバッグを引き寄せて、中身をあらためはじめた。玲奈はさらにたずねた。

「宗田さん、毎年この宿へ来ているの？」

「そうでもないんですけど、このあたりに祖父の家があるんで、知り合いなんです」

「日本史研究会が合宿をしているのは、どのあたり？」

　真響は手をとめ、玲奈を見やった。

「けっこう離れてますけど。それが何か問題ですか」

「当たり前じゃない。同じ時期に同じように、鳳城の生徒が合宿しているんだもの」

　気にとめないように、真響はそ知らぬ顔で聞いた。

「親しん睦ぼくに何か計画したほうがいいですか？」

「あなた、何をたくらんでいるの」

　玲奈の声に冷ややかさが混じり、泉水子はかたわらで身をちぢめた。かすかな対立を感じていたが、女子同士、最初からここまでぶつかるとは思っていなかったのだ。

　真響には、ほほえむ余よ裕ゆうがあった。

「たくらんでなんかいません。どうしてそう思うんです？　私、執行部員として、こちらの合宿をおろそかにする気はないし、今は日本史研究会の活動メンバーでもないし」

「それは言い訳にならない。ファンクラブだってことは、だれだって知っているもの。宗田さんが、執行部内の人間をあわよくばそちらに組み入れようと、動いていることも知っている」

　玲奈は一気に言い切ってから、息をついだ。

「考えていないとは言わせない。あなた、生徒会を私物化しようとしているんじゃないの？」

「私物化？」

「宗田さんの思いどおりにはならないものよ、生徒会は」

　さすがの真響も少し顔をしかめた。

「先輩、私、そこまで言われることをしたおぼえはありません。一年として、せいいっぱい如月さんのお手伝いをしているだけです。私が執行部にいてはならない理由を教えてください」

　そのとき、仄香が口をはさんだ。

「玲奈は、いてはならないなんて言っていないよ。宗田さん、それではけんかになりすぎ。私たちは、ただ、はっきりさせておきたかっただけなの」

　双そう方ほうをなだめる口調だったが、玲奈の言い分を支持していることは聞き取れるものだった。

「ちょっと玲奈の言い方がきつかったけれど、早めに伝えておきたかっただけ。合宿がはじまったら、最初に言おうと思っていた。生徒会執しつ行こう部ぶは、来るものを拒こばまない場所だけど、中立の立場は徹てつ底てい的に守っているの。なぜなら、私たちが判定者だから。勝負には立ち入らずに、判定者としてその場を設営する立場だから」

　めんくらったように真響は口をつぐみ、泉水子も驚おどろいていた。生徒会長は、ごまかしのない真しん剣けんな口ぶりだった。一語ずつたしかめるように続けた。

「宗田さんが、自分に有利な情勢をつくろうとすることまで否定しなくていいよ。ただ、それで私や生徒会の企き画かくを、簡単に左右できるとまでは思わないで。見ないふりはできるけど、何も知らないわけではないの。目にあまると判断したら、守りに入ることもある」

　だれもが沈ちん黙もくすると、部屋の中に一いつ瞬しゆん息づまるものがあった。だが、その後、真響は急に力を抜き、うなずいた。

「……わかりました。気をつけます」

　仄香は、とりなすように軽くほほえんだ。

「合宿場所をあっせんしてくれたことには、感謝している。学園にこもっていても、高たか柳やなぎ一いち条じようの探さぐりがうるさいところだったから、どっちもどっちだったの。仕切りをまかせて楽しみたいと言ったことも、うそじゃないし。ここ、すてきな避ひ暑しよ地だと思う。せっかくの場所へ来て、けんかはつまらないからやめましょう」

　そのとき、廊下から間のびした声が聞こえた。

「あのー、女子の人たち、まだですか。みんな、もう集まってます」

　島本が伝令にされて女子部屋へ呼びにきたのだった。話は打ち切りになり、四人はあわててファイルや筆記用具を手に取り、廊下へ出た。

　集合場所は、廊下の奥にある十畳じようほどの部屋だった。一画のふすまが取りはずしてあり、宿ではラウンジ代わりに使われているようだ。個室より大きな黒い座ざ卓たくがあり、座ざ布ぶ団とんがたくさん置いてある。大型テレビと本ほん棚だなが置いてあり、本は山や山の動植物に関するものばかりだった。

　大河内と星野は、早くも自分のノートパソコンをつないでいる。座布団に座ることが新しん鮮せんだが、すぐに生徒会室と同じような会議がはじまった。当然仄香も、あっというまに切り替かえて内容確かく認にんをはじめる。

　だが、泉水子はしばらくのあいだ、仄香が女子部屋で言ったことが頭から離れなかった。以前にセミナーハウスで、村むら上かみ穂ほ高だかもまた、自分は判定者だと発言していたことを思い出すからだ。

（どういうことだろう。勝負には立ち入らないって……真響さんが、自分に有利な情勢をつくろうとしているって……）

　いきなり火花を散らしたことにはあせったが、このなりゆきは、真響が深行と泉水子を自分の家に招待したことが、今日の集合で表面化したことで起こったと思えてならなかった。戸隠で合宿を行うよう誘さそい入れたことも、二人を特に実家へ呼んだことも、真響にはきちんとした意図ともくろみがあるのだと、今は泉水子も認めざるを得なかった。

　そして、仄香はそのことを知っていると告げ、自分たちは手中に入らないと告げたのだ。最近の仄香は泉水子に対してもそっけないことを、うすうす感じてはいたところだが、これでは冷たくもなろうというものだった。

（如月さんは、黙だまっていただけで本当は承知しているんだ。高柳くんと真響さんに特別な力の対立があったこと。ひょっとすると、生徒会選挙のとき何が起こっていたかも知っていたのかもしれない……）

　承知しているのは、あるいは穂高先せん輩ぱいだろうかと、泉水子は考えめぐらせた。生徒会を陰かげから率いる彼がただものでないことはよくわかる。高柳も、彼の存在を意識していることをほのめかしていた。

（どのくらいの数の学園生徒が本当は知っているんだろう……真響さんは、いったいどこへ向かおうとしているんだろう……）

　自分はすでに真響に巻き込まれたことを──みずから進んで彼女に歩みよったのだし、今は生徒会長からもそう見なされたことを、泉水子は思い知った気がした。当たり前の学園生活の水面下にある、ただごとでない対立の真相を、今となっては真響の口からはっきりと聞くべきだった。







　合宿中のスケジュールの確認があり、全員が合意した。主となる目的は、学園祭の全体イベント案の詳しよう細さいをつめた具体化で、合宿の成果としてこれを持ち帰ることが最大の目標だった。けれども、それ以外はリフレッシュを重視して、だいぶゆるやかに組んでいた。昼食の後、夕食までの時間は思い思いに過ごしてよく、好きなように観光地を満まん喫きつして、帰る日の前日の午後だけ、全員そろっての親睦ハイキングにくりだす計画だ。

　決まったら即そく、夕食までの自由時間になった。仄香と玲奈が散歩に行くと女子部屋を出ていき、二人になると、泉水子はさっそく真響に言った。

「如月さんの言っていたこと、もう少し詳くわしく聞きたいの。いいでしょう」

「ああ、あれね。まいったなー」

　真響は照れかくしのように笑った。

「秋之川さんって、性格きつくて怖こわそうだけど、本当に怖いのはやっぱり如月さんだったね。見かけによらないあたりが、さすがは生徒会長になった人と言える」

「真響さんは、つまり……」

　ためらってから、泉水子は思い切ってたずねた。

「執行部を、ＳＭＦに組み入れるように動いたってことなの？」

「うん」

　真響は率そつ直ちよくにうなずいた。

「できることならそうしたかった。でも、自分が生徒会長にでもならないかぎり、思うようにはならないみたいね。高柳でなく私が執行部にいられるだけでも、まだましじゃないかと思うようになった」

「真響さんは、高柳くんといったい何を争っているの？」

　泉水子は困こん惑わくし、さらにたずねた。

「どうして、相手が高柳くんなの。術の世界の話なの？」

「そうね。高柳の陰おん陽みよう師じの技わざが気にさわるのはたしか。どこまで行っても、私とは相あい容いれないと思う。でも、それだけでもない……」

　真響は急に立ち上がり、部屋の戸を開けてはまた閉めてきた。外に聞く者がいないか確認したようだった。泉水子がびっくりしていると、もどってきて先ほどより近づいて座りこんだ。

「如月さん、中立だって言ったでしょう。あれってね、ずいぶん耳よりの話だった。私、ぜんぜんへこんでいないの。だから、泉水子ちゃんが気まずい顔をしなくてもいいよ。かえってはじめて、あの人たちのことを尊敬できる気がする。うまくやっていけそう」

　真響の顔を見つめると、事実、気落ちなどしていないことがわかった。泉水子には驚くようなことだった。

「秋之川さん、あんなにきつく、たくらんでいるとまで言ってたのに？」

「本当のことだしね」

　肩かたをすくめてから、真響は言った。

「気が楽になっちゃった。ぜんぶつつぬけで、それは失敗してもいいんだってわかったし。生徒会執行部はそういうものだって、言われてはじめてのみこめた感じ。よく教えてくれたものだわ。たぶん、学園内でも最高と言える極ごく秘ひ事じ項こうだと思う。判定者がどこにいるかということなどは」

「判定者……」

　泉水子はつぶやいた。自分はこの前、極秘事項にふれていたのだろうかと、ふと、いぶかる。村上穂高は「審神者さにわ」という言葉も使っていた。

　泉水子が思いやったことを察したように、真響が言った。

「泉水子ちゃん、如月さんに誘われて、村上先せん輩ぱいに会っているでしょう」

「知っていたの？」

「うん、まあね。でも、そこで何があったかまでは知らないよ」

　ぎょっとしてから、泉水子は下を向いてあやまった。

「ごめんね、ずっと黙っていて。真響さんにはそのうち話すからって、如月会長に言われてて……」

「じゃあ、それが、さっきのサービス発言に変わったのかな」

　真響はほほえみ、少しも気にしていないようだった。

「言わないのはお互たがいさまだったから、なんでもないのよ。でも、如月さんが泉水子ちゃんを見こんだと思うと、私、ちょっとだけ自信をなくしていたんだ。今は、彼女が勝負に立つ人じゃないとわかったから、安心してしまうけど」

　泉水子は、とまどい気味に言った。

「でも、如月さんには、お稽けい古この見学に誘われただけだったの。穂高先輩は、日にち舞ぶのお師し匠しようさんだったというだけで」

「そんなものなんでしょうね。目立った審しん判ぱんなどどこにもない。けれども、見み抜ぬく力のある人は見抜いてしまうもので……彼が、この学園一番の権けん威い者だと思う。ちょっと考えてみればわかることだったのに、私も気がつかなかった。一番の権威者がことを制するなら、制する本人は、どこにもだれにも加担するわけがないのよね」

　真響はため息をつき、しみじみと言った。

「私ね、最終的には学園内が二つに分かれることになるのではと思っていたの。でも、そうじゃなかった。第三の真空地帯もあるんだった」

　泉水子はおそるおそるたずねた。

「二つに分かれるというのは、真響さん派と高柳くん派ってこと？」

「私にそれができるかどうかは、まだ何とも言えない。けれど、一方で幅はばをきかせるのが高柳なのは、たぶんまちがいのない話。彼は学園の大本命だから。もともと鳳城学園そのものが、高柳の力量を試ためすために設立されたふしさえあるんだもの」

「まさか」

「笑えないけど、あり得る話よ」

「そんな──そこまで、変な学校だったの？」

　泉水子は思わず声が高くなってしまい、あわててあたりを見回した。

「わけわからないよ。そんなふうにつくられた学校なんて。真響さん、それを知っているのに鳳城学園に入学してきた？」

「最初からじゃないけど。でも、式神が在ざい籍せき生徒になっていることを見せつけられれば、ふつうの学校の措そ置ちではないことは、いやでもわかるでしょう」

　真響は髪かみをかきやり、いくぶん顔をしかめた。

「私には、そんなふうに術をほどこすことはできないし、気色悪くてやろうとも思わない。だから、自分にできる方法で味方づくりを画策するしかないのよ」

　泉水子は、もしも入学前にこのことがわかっていたら、絶対にこの学校を選んだりはしなかったと考えた。ふつうの学校生活を送れるようになるために、わざわざ東京まで出てきたはずなのだ。

（でも、真響さん真夏くんと知り合って、今は友だちになろうと決めてしまった。真響さんは、わたしが見習いたいと思う強い人だし、それだけの価値のある人と知り合ったと、今でも思える……）

「真響さんが、高柳くんに対たい抗こうする気になるのは、真澄くんがいるからだよね」

　小声で確認すると、真響はうなずいた。

「うん、真澄のため。それと、真夏のためにも」

「真澄くんって、とっても強かった。どんな式神より強いと思う……」

「あの学園から陰陽師の式を一いつ掃そうできたら、私の勝ちでしょうね」

「勝つとどうなるの？」

　いまだにわからないのは、なぜ術者の力量に決着が必要なのかということだった。泉水子はさらにたずねた。

「穂高先輩や如月さんが判定者で、高柳くんが一番に選ばれそうで、真響さんがそれを阻そ止ししたいことはわかったけど、何のために選ばれるの？」

　真響はまばたきして泉水子の顔を見た。

「それも知らなかったの？　泉水子ちゃんって、何一つ聞かずに入学してきたの？」

　泉水子がうなずくと、真響はいっそう声をひそめた。

「世界遺産候補になるの」

「候補？」

「そう、それでも一候補よ。選ばれるのはひとりだけ。日本全国から生徒を集めているといっても、たった一校のことにすぎないし」

　何かそれに似たようなことを、前に雪政が話していたという気はした。だが、泉水子にとっては、今もぴんとくるものではなかった。

「世界遺産候補に選ばれると、どんなメリットがあるの？」

「限りなくあるでしょうよ。全世界に公こう認にんされるわけだし。スポットを浴びる人物にとっても、その周囲の人間にとっても……どちらかというと、周囲のほうに見返りは大きいのかも」

　真響は天てん井じようを見上げて言ってから、ふと気づいたように泉水子にたずねた。

「相楽とはそういう話、一度もしたことないの？」

「ないない」

「相楽も知らないってことは、まず、ないような気がするんだけど」

　泉水子は首をかしげた。

「もしかしたら、知っているのかもしれない……でも、相楽くん、ぜんぶをわたしに話すとは限らないから」

「読めないところ、あるよね。相楽って」

　真響はつぶやいた。それはそのとおりだと、泉水子も考えた。真響でもそう思うくらいなら、ますます確実だというところだ。

「泉水子ちゃんが術も習わず、なんにも知らないのは、どうしてなのかなって思うことあるよ」

　そちらは少なくとも、深行のせいではなかった。泉水子は思わず言った。

「わたしも相楽くんも、最近まで術者の世界には近づかなかったから、それはしかたないよ」

「でも、相楽が本当のところどうかは、泉水子ちゃんだって聞かせてもらえないんでしょう」

「……それはそうだけど」

　思案顔になって、真響はたずねた。

「泉水子ちゃんは、ＳＭＦに入ると言ってくれたけど、正直なところ、相楽のほうは私たちに味方すると思う？」

　泉水子はきょとんとした。

「どうして聞くの。相楽くんのほうが先にＳＭＦに入会しているというのに。それに、執しつ行こう部ぶでもＡ組でも、わたしより真響さんのほうがずっと仲よくしゃべっていると思うよ」

「……うーん、どうだかな」

　真響は煮にえきらない口ぶりで答えた。

「泉水子ちゃんの見解はかわいいものだから、聞いてもしかたなかったか。相楽には、ダイレクトにきっちり聞くことにするね。泉水子ちゃんにもその場に立ち会ってもらって、明日、本人に聞いてみることにする。つきあってくれる？」

「いいけど」

　少しとまどいながら泉水子が言うと、真響はうなずいた。

「明日の午後、戸隠のおじいちゃんちへあいさつに行くつもりなの。あちこちの宿しゆく泊はく所の口ききをしてもらった手前、顔出しもしないではすませられないから。泉水子ちゃんと相楽にも来てほしいんだけど、いい？」

　泉水子は、市街のご両親の家以上に手ごわい場所なのではという気がして、思わず息をのんだ。だが、ここまで話に乗ってからしりごみするわけにもいかなかった。一方では、真響たちのバックボーンにあるものを、自分でしっかり見届けたい気もした。

「わたしは、いいよ」

　深行の承しよう諾だくまで請うけあえないという含ふくみをもたせたが、真響は決定したようにほほえんだ。

「よかった。それなら、明日は、如月さんたちをあまりさわがせないように行こうね」







　宿にもどってきた仄香と玲奈は、散策が楽しかったと見えて、明るく口数が多かった。最初の話は二度とむし返されず、一年女子に話しかける言葉もなごやかだった。

　夕食が終わるころには、あとくされのない仲なおりができていた。玲奈も、言うべきことを言ってしまったあとでは、後こう輩はいにやさしくする態度を見せている。真響のほうにも少しもこだわる様子がなかったので、むしろ過か剰じように仲よくさえ見えた。

（よかった……一時はどうなるかと思った）

　泉水子はこっそり胸をなでおろした。女子部屋が最初のぴりぴりしたふんいきのままだったら、合宿に来たことを後こう悔かいするところだった。このはこびは、泉水子に、本音を言うことの大事さを重く感じさせた。不和を恐おそれずにぶつかってみないことには、その先の和解だってできないことがあるのだ。

　続き部屋の仕切りのふすまを閉め、消灯して、真響と並べて敷しいたふとんにもぐりこんだ泉水子は、寝ね床どこの慣れなさでなかなか寝ねつけないままに考えた。

（……わたしって、やっぱり何も見えていなかったみたいだ。執行部のことも、ＳＭＦのことも……けれども深行くんのほうは、何もかも承知の上ではこんだことだったんだろうか……）

　真響が、泉水子と深行の実状以上に、二人をペアとしてとらえている様子が気になるところだった。泉水子が彼のパートナー枠わくで入学したといっても、宗田きょうだいの密接さとは比べものにならないというのに、たぶん、そういうもののほうが真響にとっては不可解なのだ。

　たまたま真響に目もく撃げきされたのが、泉水子と深行で高柳の式神の一つを消したところだったのが、誤解を生んだと思えてならなかった。ふだんから連れん携けいしているように見えたのだろう。二人とも、リカルドが消えたことに仰ぎよう天てんしていたことまでは、はた目にわからなかったにちがいなかった。

（わたしだって、深行くんが何を考えているか、よく知りたいよ……）

　真響が彼の本心を問いただすというなら、それは自分にとっても好都合ではないだろうかと、ふと考えた。泉水子の手中からは、ずいぶん遠いものとしてしか考えられないからだった。







　第三章　重層　Juso
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　午前中の会議は実りが少なかった。まだ日数があるという思いが、全員の中にあり、来たばかりの土地の行楽に心が向いてしまうのだ。合戦のゲーム案がいくつか出たが、煮つめる以前に不可能とわかるものばかりだった。

　真ま響ゆらが祖父の家へ誘さそうと、深み行ゆきは簡単に承知した。男子先せん輩ぱいといっしょに出かけるつもりでいたようだが、観光に関心が薄うすいのは前からで、合宿参加をやめても平気な人物だけあった。どこへでもいいから、強く誘われるほうへ行くという態度だ。

　一方、宗そう田だきょうだいの間はちょっともめた。真ま夏なつが気のりしない様子だったのだ。

「おれ、タビに会ってくるつもりだったのに。鈴すず原はらさんにも約束してるし」

「明日でいいじゃない」

「タビ、待ってるんだよ」

「おじいちゃんだってそうよ。すぐあいさつに来なかったと知れたら、機き嫌げんをそこねるに決まってるんだから」

「真響にまかせるから、二手に分かれよう」

「だめ。いっしょに行くの」

　泉水いずみ子こは、小さいころ暮らした戸と隠がくしの家へ、真夏があまり行きたがらないのは不思議だと思った。

「おじいさんに、会いに行きたくないの？」

　彼は顔をしかめて答えた。

「そうじゃないけど。ただ、いろいろ口うるさいんだよ、じいちゃんは」

「怒おこられるの？」

「ときもある」

　真響が弟にきっぱり言った。

「ちょっとの顔出しですむことよ。今日は泉水子ちゃんにも来てもらうんだから、真夏がつれていっちゃだめ。することをすませてからにして」

　真夏がしぶしぶ従うところを見て、泉水子は少し心配になってきた。

（戸隠のおじいさんって、怖こわい人なのかな……）

　昼食後になって、深行は、四人で行くことにはじめて気づいたようだった。真響にたずねた。

「おれと鈴原をつれていく理由って、何？」

「それはもう……学園生徒代表？　二人とも、日本史研究会と両方兼かねているわけだし」

「なるほどね。そちらのあいさつも兼ねるわけ？」

　真響はあいまいな笑え顔がおになった。

「うん、まあ、そんなところ。でも、本当は、あいさつはたいした用向きじゃないの。二人を誘った一番の理由は、道々話したいことがあるからよ」

「ふうん……別にいいけど」

　深行はそれほど不ふ審しんな顔もせず、宿を出て、つれだって歩き出した。泉水子には一度も話しかけなかった。このところ言葉を交かわしておらず、そっけない気がしたが、泉水子のほうも、真響と共きよう謀ぼうしたような後ろめたい気持ちでいたので、進んで深行に話しかけられなかった。







　夏晴れとは言えない、雲の多い天気だった。

　だが、くもり空は明るく、山の稜りよう線せんもそれほど隠かくれない。すぐに雨が降ってくる気配はなく、かえって歩きやすいかもしれなかった。

　宿から四十分ほどかかるという話で、バスを使ってもいいような距きよ離りだが、空気がとてもさわやかなので、木こ陰かげを行くなら汗あせもかかないと感じた。歩かない手はない。

　ハイキングの観光客も歩いている様子だが、土と地ち勘かんのある真響たちは、にぎわいから少しはずれた道を選んでいた。静かな林の中に入っては抜ぬける、気持ちのいい遊歩道だった。山道ほど険しくはなく、なだらかに上り下りして、足もとはほどよく手入れされている。かすかに幹線道路の車の音も響ひびいてくるので、奥まっていないのがわかるが、木立の豊かさはたっぷり味わえた。こんな道ならいつまでも歩けると、山育ちの泉水子は考えたくらいだった。

　シラカバやカラマツのほっそりした落葉樹が目につく。こういう高原の林は、泉水子のよく知らないものだった。林りん床しようには暗緑色のクマザサの葉が一面に茂しげり、林間の道はそれを切り払はらって細く伸のびている。泉水子には、夏の盛りの今でさえ、植物が雪のことを語っているような気がした。これらの全部が白く冷たいものに埋うもれるのだと、固い笹ささの葉がささやいている。

　先頭を行く真響の足どりも、散歩を楽しむようにゆっくりだった。しばらくのあいだ、四人は話らしい話もせずに歩いた。それから、何度目かの木立を通り抜けたあたりで、深行が背後から真響に言った。

「話したいことって何だよ。もう、かなり歩いたけど」

「ああ、うん……そうだね」

　真響がなにげなく答えた。

「相楽さがらには、高たか柳やなぎ一いち条じようを抜く気があるかどうか、聞いておきたいと思って」

「試験順位の話？」

「わかっているくせに」

　少し待ってから、深行が口を開いた。

「とぼけてるつもりはないよ。宗田が気にしているの、成績だろ」

「私が、この前の試験で相楽に抜かれたことは認めるよ。正直言って悔くやしかったし。でも、意外ってほどじゃなかった。相楽の優ゆう秀しゆうさって、そういうものだと思ったから」

「たまたまの出来だったこともある。一度の結果で、抜くか抜かないかを言わなくてもいいだろう」

　深行が受け流そうとすると、真響は少し口調を強めた。

「でも、高柳は必ず学年一位だよ。中学からずっと」

「あれには、式しき神がみのからくりがあるって話になっていなかったか？」

「そう。だから、あいつのからくりを破ることのできる生徒でないと、成績もあいつを抜けないわけ」

　深行はしばらく考えた。

「別に、おれは、学年トップになりたいとは思わないよ。五番以内が維い持じできれば、それで進学には十分だし」

　真響はふり返らず、前を見て歩きながらたずねた。

「本気でそう言ってる？　それなら、なぜ、山やま伏ぶし修しゆ行ぎようをしているの？」

「最近かじった程度だ。本格的にその道に入っているわけじゃない」

「それなら、なぜ、泉水子ちゃんが相楽のパートナー枠で入ってきたの？」

「こっちが教えてほしいくらいだよ」

　深行は文句を言う口ぶりになった。

「だいたい、そのパートナー枠っての、どうなっているんだよ。当たり前のように言っているが、他ほかにもそんな方法で入学している生徒がいるのか？」

「私ね、これは、高柳のための優ゆう遇ぐう措そ置ちだったと思っている。でも、彼だけ優ゆう遇ぐうしたということが目立ってはならないから、他の生徒にも少しずつ適用されたわけ。何人分の枠があったかまでは知らないけど、そう考えればわかるでしょう。その枠で入った協力者をもつ生徒というのは、ある程度、高柳に対たい抗こうできる存在なのよ」

　冷静に説明してから、真響は続けた。

「だから、私、そろそろ相楽の正体が知りたいの。参戦する人なのかしない人なのか。術者の世界でも、私を抜くことができる人なのかそうでないのか」

「とっくに知っていたんじゃなかったのか」

　深行はあきれた声で言った。

「護身の初心者に、宗田の向こうをはれるはずがないだろ。この前の高柳との一件だって、おれは傍ぼう観かんしただけだ。あんなのは、生まれつき何かがそなわらないとできるまねじゃない」

「私も、じつは、そう思っていたんだけどね」

　真響は足を止め、向きなおった。そのため、後の三人もつぎつぎに立ち止まった。木立を抜け、小さな空き地になった場所に来ていたので、彼らはやや広がって、四人で顔を見合わせて立つことになった。

「相楽のこと、見かけのままだと思っていた。泉水子ちゃんも、術のことは何も知らないようだし、そういうものかなと。けれども、お父さんの見立てはそうではなかったの。他にも何かあるって。簡単に他の生徒の下にはつかないだろうって言った」

　深行は眉まゆをひそめた。

「そんな話、教授としたおぼえはないぞ」

「しなくても、わかっちゃうのよ。うちの父は」

「それが目的で、おれたちを両親の家に呼んだわけ？」

　深行はたずね、ふいに真夏の顔を見た。真夏は首をすくめた。

「そのためってわけじゃないよ。今、言ってもしょうがないけど」

　真響は息を吸いこみ、宣言するように言った。

「隠しだてしないで言うとね、私、泉水子ちゃんが味方にほしいの。高柳に対抗するには、式神を見み抜ぬく力はかなりの手段になると思う。けれども、相楽自身が高柳を追い落とすつもりだったら、話は別になるでしょ。高柳に当たる前に、あなたと私が優ゆう劣れつをつけなくてはならない。だから、本当の力が知りたいの」

　深行は疲つかれた声になった。

「その気はないって言ったばかりだろ。それに、鈴原はおれの持ち物じゃないし、おれにことわりを入れる必要はどこにもない。本人が宗田に味方するというなら、それでかまわないじゃないか」

　真響は少しあごを上げた。

「口ではそう言うけど、相楽って本心を見せないじゃない。そのことは泉水子ちゃんだって言ってたよ」

「鈴原……」

　深行は泉水子の顔を見ずにつぶやいた。

「おまえ、自分で自分の首をしめることないだろ」

　あわてて泉水子は口を開いた。

「真響さん、相楽くんに術で競きそう気がないっていうのは、わたしも本当だと思う」

「でも、それは、泉水子ちゃんが知らないだけかもしれない。相楽といっしょにいるのは、親に強制されただけだと言っていたけれど、それならどうして、あなたたちの親は、泉水子ちゃんの相手を相楽に決めたの？」

「それは……」

　泉水子は口ごもった。今ここで、雪ゆき政まさがどういう性格の人物かを話してもはじまらないのはわかるからだ。

　深行はきっぱりと言った。

「おれは、鈴原を従えてなどいないし、霊れい能のうを身につけたいとも思っていない。そんなうさんくさいものに関かかわらずに、まともな道をとって大学へ行き、まともな職業につきたいんだ」

　真響は深行を見つめた。少し感心したように言う。

「それらしく聞こえるね……相楽によく似合っている」

「本音だからだよ」

「でも、だめ。私、お父さんの言うことのほうを信用する」

　真響は足をふみ替かえると、踊おどるようにやや円を描えがいて歩いた。

「悪気はないの、ごめんね。相楽って温存タイプなんだと思う。よほどのことがないかぎり、本当の力など他人には見せない。ちがう？」

　彼女の背後の木陰から、つぎつぎに人ひと影かげがわいて出てきた。







　応じるように出現した人影は、七つほどあった。泉水子はふいに鳥とり肌はだだった。

　これはふつうのことではないと、思うより先に悪お寒かんが走ったのだ。それでも、すぐには何が起こっているのかつかめなかった。

　木立の合間から現れた人物は、全員が赤い天てん狗ぐの面をかぶっていた。

　天狗の面は鼻が高く突つきだし、横に大きく結んだ口をもち、金こん泥でいのまなこに暗い穴がうがってある。身につけたシャツとズボンは黒ずくめだ。揺ゆれるような不自然な歩き方といい、黙だまりこくった態度といい、まともな人間には見えなかった。泉水子は声を上げそうになって、あわてて口をふさいだ。

　小さな原っぱは、隅すみまで明るく見通せるが、くもった空からふりそそぐ日ひ射ざしはない。黒ずくめの服装が、彼らの手足を草むらのしみのように見せ、林の木立を背景に、どことなく体の輪りん郭かくがあいまいだった。赤い天狗面だけが照りをおびて光り、秋に見るカラスウリの実のようだ。

　深行が小声で真響に言った。

「悪気はないって？　これが？」

「そう。今見ているものは現実と少しだけちがうの。少しだけちがう層の場所に入っている。ここは戸隠だから、真ま澄すみにはそういうことをやってのける力があるの」

　泉水子は、幹線道路の車の音が響かないことに気づいた。鳥の声も聞こえなかった。現れた人々も一いつ切さいの音を立てない。真響は肩かたにかかった髪かみをはらい、落ち着いて深行を見やった。

「この中に真澄がいるけど、どれだかわかる？　あとの何人かは真澄の眷けん属ぞくだと思って。たいしたことはできないけど、攻こう撃げきされるとやっぱり痛いと思う」

「どうして攻撃されなきゃいけないんだよ」

　深行は抗こう議ぎしたが、真響は言い返した。

「山伏というのは、人を害するものを調ちよう伏ぶくするのが本業では？」

「けしかけるそっちの本業は何だよ。これじゃ、高柳と差がないだろう」

「失礼ね。だれも相楽を呪のろってなどいないでしょう」

　天狗面の人影は、取り囲むようにゆらゆらと近づいてきた。深行に忠告するように、真響は言った。

「とりあえず護身しておかないと。それすらしないと、けっこうひどい目にあうよ」

「鈴原には護身は無理だぞ」

「心配しないで、彼女は私が守る」

　泉水子はあっけにとられたまま、今、進行していることについて行けずにいた。

　真響が仕し掛かけ、深行が追いこまれていることが、にわかには信じられなかった。だが、天狗面の人々が人間に見えないことは事実だった。脅きよう威いであることがはっきりわかった。

　七人の背せ丈たけや幅はばはまちまちだ。屈くつ強きようの体格がそろっているとは見えないが、小さく横よこ揺ゆれして歩く様子が薄うす気き味み悪わるかった。秘ひめられた敵意が感じられた。

　彼らはしばらくじりじりと詰つめ寄ってきたが、ふいにすばやく動き、ばらばらの方向に駆かけ去った。跳ちよう躍やくしたのかもしれず、ゴムまりが弾はずむのに似ていた。泉水子が目を奪うばわれているあいだに、真響がすぐ隣となりにいて、護身の真言をとなえていた。

「オンバザラ、ギニ、ハラチ、ハタヤソワカ」

　深行も同じくとなえたようだった。

　天狗面の者たちが、交差して走りながら、こちらの全員に向けて光る何かを投げつけてくる。小さな刃は物もののように見え、平然と見ていることなどできなかった。泉水子は悲鳴を上げ、頭をかかえてかがみこんだ。風を切ってかすめたものを感じたが、自分に当たったものは何もなかった。

　真響は体をさらして立ったまま、少し離はなれた深行を見やっている。

「言ったでしょう、なめてかかると痛いって。相楽が山の修行で習っていることを見せてよ」

　泉水子がこわごわ頭を上げると、深行は途と方ほうにくれた顔つきで、腕うでをかかえて立っていた。天狗面たちの動きから目を離せないまま、真響に答える。

「自分を基準にするなよ。妖よう怪かい退治まで習ってるもんか」

「まだ隠かくすの？　いつまでもこのままになるけど、いいの？　真澄をつかまえるか、真澄の結界を破ってもとの空間にもどすか、二つに一つだと思って」

　真響の口ぶりはあくまで歯切れよかった。おもしろがってはいないようだが、深行への同情の余地はないようだ。泉水子は、彼女の別の一面をかいま見たような気がした。

「やめようよ、真響さん。こんなこと」

　震ふるえる声でたのんだが、彼女は意に介かいさなかった。

「いいの、泉水子ちゃんは黙っていて」

「でも、ぜったい無理だよ。相楽くんにけしかけたって」

「中ちゆう途と半はん端ぱが一番よくない」

　真響は、深行に声をかけた。

「護身だけじゃだめ、調伏しないと。現実じゃないといっても、へたに打たれると気絶するし、そのすきをついて動物霊れいに憑つかれるかもよ」

　再び攻撃の波がきて、黒い人影は跳躍して上下左右に動いているように思えた。泉水子はまた目をつぶってしまった。硬こう直ちよくした怒いかりの面が宙を飛びかっている。うつろな目の穴が恐おそろしく、強くかみしめてもあごが震えてきた。

　深行がやけくそのように言うのが聞こえた。

「調伏するなら、錫しやく杖じようがいる」

「武器がいるなら、願えば出てくるよ」

　真夏の声がした。泉水子が目を開けてみると、深行の後方から真夏が歩みよったところだった。手には、山やま伏ぶしの錫杖──頭部に金属の輪がいくつか、ふれあって鳴るようについている木の杖つえ──を持っている。深行は少し目をみはって彼を見た。

「おまえ、いつのまに」

「あいつらもこれも、言ってみれば幻まぼろしだよ。本物と同じにさわれるけどね。弓がよければ弓でもいいし、槍やりでも刀でも」

　真夏から錫杖を手わたされた深行は、半信半疑の様子で地面をついてみた。金属の輪がしゃらんと音をたてたのが、泉水子にも聞こえた。

　気のりしない様子で、真夏は説明を続けた。

「ただし、この場は真澄が支配しているから、闘とう争そうのグレードが上がると相手も鏡のように映すんだ。だから、相手にも同じ武器を与あたえることになる」

　はっとして見回すと、いつのまにか、天狗面の人影が全員錫杖をついていた。ひとりにひと杖、当たり前のように握にぎっている。

　深行がつぶやいた。

「刀を選ばなかったのは、賢けん明めいだったってことか」

「かもしれない。天狗と山伏はわりに同類ってところが気になるけどね」

（いったい、どうなるの……）

　武器を手にした一団は、いちだんと剣けん吞のんに見え、泉水子は限度を超こえていると思いはじめた。錫杖は木刀のようにふりまわすこともできるし、石いし突づきは凶きよう器きにもなる。もしも乱らん闘とうが始まったら、多人数を相手にして、深行に何ができるとも思えなかった。

「真響さん、もうやめて。危ないよ」

　立ち上がることができないものの、さっきより強い調子で告げた。怯おびえるばかりの泉水子にも、かすかな怒りがわいてきたのだ。真澄が協力するからといって、おのれの能力をいいように使い、他人の実力を測るものではない……いきなり脅おどすものではなかった。

「怖こわがらなくてもだいじょうぶ。泉水子ちゃんは、最後まで私が守ってあげる」

「そうじゃなくて、相楽くんが」

　真響は、ちらりと泉水子に目を向けたが、すぐに深行のほうへもどした。

「ふうん、あんまり信しん頼らいできないものなのね。相楽の実力は」

「だって、こんなのって、慣れているほうがおかしいよ。もうやめて」
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「泉水子ちゃんだって、この際、あいつがどれほどか見み極きわめたいでしょう。今まで、何も知らされなかったんでしょう」

　その口調に、泉水子はじわじわと気がついた。真響がここまで容よう赦しやがないのは、泉水子の立場に立って、義ぎ憤ふんにかられているせいなのだ。つまりは、自分の引き起こしたことだった。

「相楽のパートナーになっていること、泉水子ちゃんは不満だったんでしょう」

「ちがうの。わたし、強く言いすぎた」

　いたたまれない思いがして、思わず泉水子は口にした。

「本当は知ってるの。相楽くん、巻き込まれただけだって。今まで関係なく生きてきたのに、わたしのせいで急に巻き込まれて、わたしのことを迷めい惑わくに思うのは当然だって」

「相楽が完全に初心者だったら、うちの父の言ったことは？」

「見立てちがいだってあるものじゃない」

　泉水子は怒りをこめたつもりだが、真響の注意を引けなかった。

「待って。今すぐにわかる」







　深行は錫杖をふり、金輪を鳴らして口の中でとなえはじめたが、どう見てもおざなりな態度だった。悪あつ鬼きを調伏する修しゆ験げん者の自信に満ちたしぐさとは思えなかった。

「手しゆ執し錫しやく杖じよう　当とう願がん衆しゆ生じよう　設せつ大だい施せ会え　示じ如によ実じつ道どう……」

　事実、効果もなさそうで、深行本人がそれを一番よくわかっている様子だった。天てん狗ぐ面の影かげたちは、一足ずつ錫杖をついて鳴らしながら近づいてきた。今はすばやく動かず、威い嚇かくしながら隙すきをうかがっているように見える。

　深行は、経きようをとなえるのをふっつりやめた。むだとあきらめたようだった。錫杖を浮うかせ、身を守るように斜ななめにかかげる。すでに逃にげ出す余地はなかった。後ろを見せることができないところまで、相手が間をつめていた。

　天狗面の真ん中のひとりが、杖を大きくふりあげ、同時に地を蹴けった。泉水子は見ていられず、顔をおおって叫さけんだ。だが、夢中だったため、どういう衝しよう動どうで口走ったかを覚えていなかった。

「深行くん、もう終わらせて。隣にいるのが真澄くんだよ。それ、真夏くんじゃない」

　深行ははっとしたが、泉水子が叫んだのと天狗面の相手が錫杖をふり下ろしたのは同時だった。手にした杖でなんとか受けとめたものの、深行の錫杖はまっぷたつに折れた。さらに、それを上回る衝しよう撃げきが走り、深行は車にぶつかったかのように、後方にふっとぶ形でしりもちをついていた。

　打ち下ろした相手は、やにわにかまえをといた。錫杖をわきに放ほうり投げ、天狗の面を押し上げる。そこに真夏の顔が現れた。

「やっぱ、やりすぎだって。真響のやることといったら」

　肩でため息をつき、真夏は言葉を続けた。

「このくらいやっても、後で笑ってゆるしてもらえると思っているだろ。自分が女だからって」

　真響は、いくらかむっとして弟を見た。

「女だからなんて、思っているもんですか。私は私だからと思っているだけよ」

「反省しないからなー、真響の場合」

　ぼやくように言い、真夏は笹ささやぶに倒たおれこんでいる深行に近づいて、手をさしだした。

「ずいぶん災難だったよな、シンコウ。死んでる？」

　深行は特にけがもなく、気絶もしていなかったが、ぼうぜんとした顔で真夏を見やった。

「なんか、痺しびれがきた……」

「ああ、真澄の場のもどし方が急だったせいだ。鈴原さんに正解を当てられちゃって」

「錫杖をわたしたの、真澄だったのか」

　折れた錫杖はどこにも見当たらなかった。幻であり、消え失うせたのだ。

　深行は自分の体のまわりを見回してから、首をふって頭をはっきりさせ、ようやく真夏の手をとって引っぱり起こしてもらった。だが、錫杖は見えなくなったものの、真夏が頭の上に天狗面を押し上げ、黒いＴシャツを着ていることまでは変わっていない。

　深行は疑わしげな顔でたずねた。

「何だよ、おまえのその恰かつ好こうは」

「ちょっと準備した。真響のお達しで」

　真夏が自分の背後をふり返ると、空き地にはまだ、天狗の面をつけた人々が手ぶらで立っていた。気づいた一いつ瞬しゆんはぎょっとさせられたが、すぐに、様相がまるでちがうことが明らかになった。面は夜店で売るような、安っぽい天狗面ばかりで、日の下で見て見まちがえるものではない。さらに、それをつけている人々も体型がはっきりして、着ているものからも、年の若い男子ばかりと見てとれた。

　真夏の背後から近づいたひとりが、もったいぶって口を開いた。

「よく来たな、戸隠へ」

　深行は少し間をおいたが、げんなりした声を出した。

「何やってるんですか、両りよう国ごく先せん輩ぱい」

「あれっ、瞬しゆん殺さつでわかった？　天狗に出会ったと思って、どっきりしなかった？」

「天狗はジャージなんかはいてませんよ」

「つまんないこと言うなよ。鈴原さんのどっきり歓かん迎げい会かいをかねて、入念にここまでスタイルをそろえたというのに」

　両国瑞みず彦ひこは文句を言いながら面をはずしたが、その顔は笑え顔がおだった。他ほかのメンバーもつぎつぎ面をとって、日本史研究会の生徒の顔になった。

「いっしょに宗田さんのおじいさんの家へ行くって聞いたから、ここはパフォーマンスをひとつ、と思って。コンセプトは忍にん者じやなんだけど、驚おどろいてくれたかな。ぼくたち、この近くで合宿しているんで……」

　得意げに言いかけて、言葉をとぎらせ、両国は急にまばたいた。

「……って、鈴原さん、いないけど、どうしたの？」

　深行も、真夏も、真響も、そのときはじめてふり返って気づいた。泉水子がいるべき場所に、泉水子の姿がなかった。







　泉水子は、まわりを見もせずに、両手で顔をおおってうずくまっていたのだった。急に場が破れて、魍もう魎りようじみたものが消えたことはなんとなく知っていた。けれども、泉水子の気分のほうは、それほど簡単には切り替かわらなかったのだ。

「どうかしたの、鈴原さん」

　そばで真夏の声が聞こえた。だが、真澄の発した言葉だった。顔を向けないでいるほうが、彼らのちがいはよくわかるように思えた。近寄られると、皮ふを刺さすような鋭するどい存在感があるのだ。温ぬくもりとして伝わる真夏とは異なる──あと少しどうかすると、ぞっとするものに変わってしまう異質の気配だった。それでも、真夏に答えるように答えることはできた。

「自分に落ちこんでるの」

「どうして」

「わたし、何も見えていなかったから」

　真澄はさりげなく言った。

「おれのことは、見えたじゃないか」

「真澄くんが見えても、自分のことが見えていないよ。怖かった……」

「怖がる必要なかったんだよ。真響は試ためしていただけだったし、試されていたのはシンコウだ。鈴原さんはばっちり安全だっただろう」

「怖かったよ。怖くないはずないじゃない、こんなことって」

　泉水子が言いはると、真澄も少しあらためた。

「そりゃ、脅かすようにはしたからね。だけど、鈴原さんのほうがブルっちゃうとは思わなかったよ。もっと平気な人かと思った」

「だって、わたし、知っているんだもの。相楽くんがこういうこと、ぜんぜんやりつけていないって。真響さんに本当のことを言っていたって」

　顔をふせたまま、泉水子はみじめな気持ちで言葉を続けた。

「わたしが巻き込んだって、思わず言ったら、それが真相だったことがわかった。期待していると思いたくなくて……真響さんには、けなし加減に言っていたことも」

　深行の顔を二度と見られない気がした。彼のほうも、ことのはこびが泉水子のせいだと知ったにちがいない。攻こう撃げきした真響をうらむより先に、原因の泉水子に腹が立つはずだった。

「最初から、関かかわりたくないって言っていた。こんなことは大迷惑で、わたしがいなければ怖い目も見ずにすんだのに。相楽くんは、勉強して東大めざせばそれでよかったのに。体質が変なのはわたしだけで、相楽くんはふつうの人なのに……」

　少し間をおいて、真澄がたずねた。

「何それ。鈴原さんの落ちこみって、シンコウのせい？」

「わたしって、ふつうの人になりたいと思ってもちっともそうなれない。でも、相楽くんの場合は、わたしとさえ顔を合わさなければ、ぜんぜんふつうの人なんだよ。そのことが急によくわかった」

「とっちめすぎたってこと？」

「真澄くんも、こういうことしちゃだめだよ。どうこうできる相手じゃないって、ちゃんとわかっていたくせに」

　泉水子が急に矛ほこ先さきを向けたので、真澄は笑ったようだった。

「おれだって、何でもかんでもわかると思わないでくれよ。まあ、シンコウが、一生かかってもおれのきょうだいのようになれないのはわかるけど」

「なれる人なんて、どこにもいないよ」

　憤ふん慨がいして言い返すと、真澄はさらりと言った。

「少し元気になったじゃん。もう怖くないなら、そろそろおいてきぼりに気づいたら？」

　やっとのことで顔を上げ、泉水子はかがみこんでいる自分のそばに、真夏の姿をした真澄しか立っていないことに気がついた。

「あ、あれっ」

　真澄は吹ふき出した。

「鈴原さんみたいに、ふだんから現実ににぶい人だと、ここでは迷子になる公算大きいよ？」

　あわてて立ち上がった泉水子は、周囲を見回した。林や原っぱはどこも変わりのないものに見えたが、人はだれひとりとしていなかった。

「ええっ、どうしよう」

「だいじょうぶ、もどしてあげる」

　真澄がたのもしく請うけ合った。

「鈴原さんは、おれを見つけられる人だもの。おれも大事にしないとね」







　泉水子が真響の背後から歩み出ると、あちこち見回していた真響が、ぎょっとした様子で泉水子の顔を見た。

「いやだ、いつのまに後ろにいたの？」

「あ、ええと……」

「消えたかと思っちゃった。逃げなくてもよかったのに」

　ほっとして言うところをみると、泉水子が取り残されたとまで思っていないのだった。ちらりと見やると、深行と真夏がびっくりしたようにこちらに目を向けている。だが、彼らも、それほど大ごとにはしていないようだ。

（……深行くん、別にふだんどおりだ）

　真夏は黒Ｔシャツだが、深行が平気で並んで立っているので、だれもが無事なら何もなかったことにしようと、泉水子はこっそり考えた。落ちこんで真澄と話した内容など、だれにも語る必要はない。

「泉水子ちゃんを、そこまで怖こわがらせるつもりじゃなかったんだけど」

　真響は気の毒そうに言った。だが、原っぱにはまだ黒服の人ひと影かげがあった。泉水子は急いで真響の背中に隠かくれ、もう一度のぞき、ようやく相手の顔を見分けることができた。

「両国先輩……ですか？」

　はしゃいだ声で両国が言った。

「いやあ、鈴原さんってば、そんなにびっくりした？　効果ありすぎだったのかな。その反応、ひねた相楽とまるでちがって、うれしくなっちゃうなあ」

　泉水子が目をぱちくりさせていると、彼は陽気に言葉を続けた。

「ぼく以外の日本史研究会のメンツとは、今日が初顔合わせになるでしょう。何とか、鈴原さんに強い印象をもってもらえないかと、頭をしぼった結果がこれなんです。今のところ、日本史研究会は男所帯でやっていますが、ぼくらが女子歓かん迎げいでないなどとはけっして思わないでくださいね。あらためてごあいさつしますと、代表取とり締しまり役やくの両国です。ひとつよろしく」

　彼は歩みよってきて、泉水子に手作りの名めい刺しをうやうやしくさしだした。さらに、つぎつぎに黒Ｔシャツの男子たちが名刺を手わたしにきた。

「営業本部長の前まえ田だです、よろしく」

「メディア課長の長谷はせ川がわです、よろしく」

「ひらの榎えの本もとです、よろしく」

「ひらの本ほん庄じようです、よろしく」

「ひらの太おお田た黒ぐろです、よろしく」

　泉水子の手に六枚の名刺がのったところで、再び両国が言った。

「この他に、役員の三年の小こ谷たにさんと藤ふじ本もとさんがいて、学園祭まで相談役をつとめてくれます。ぼくたち、ＳＭＦ活動とは別立てに、学園祭での戦国時代研究として、戦国当時の忍者を扱あつかうつもりなんですよ」

　たしかに強い印象を受けたと、泉水子は思わず納なつ得とくしてうなずいていた。




　　　　二




　日本史研究会の生徒たちは、全員で真響の祖父にあいさつに行くという話だった。真響にはすでに話を通してあり、ここで待ち合わせていたようだ。

「前にも、和わ田だ先輩といっしょに、宗田さんのおじいさんの家にはおじゃましているんですよ。歴史の話がうかがえると聞いて」

　まだ、ふに落ちない顔をしている泉水子の様子を察してか、両国はさかんに説明を加えた。

「宗田さんのおじいさんは、お宅に古武道の道場をもっておられるんです。戸と隠がくし流って知ってますか。もとは忍にん法ぽうの流れを汲くんだ武術が残っているそうで、戦国時代研究の参考になりそうだから、今回はそっちのほうをうかがってみようと。学園祭で忍にん者じやの歴史をアピールしたら、ちょっとは注目されそうでしょう？」

「はあ……」

　泉水子がはかばかしい返事をせずにいると、両国は、少し離はなれたところにいる深行に話をふった。

「相楽もメンバーなんだから、そこで知らん顔をしているなよ。鈴原さんの興味をもっとひくよう、サクラとして何か言うことない？」

　深行はわずかにためらったが、すぐにすらすらと言い出した。

「戸隠流って、あれですよね。木き曽そ義よし仲なかに仕えていた戸と隠がくし山やまの修しゆ験げん者が、義仲が討うたれたあとに伊い賀がに落ちのびて、十二世紀ごろ、伊い賀が忍にん法ぽうとあわせて編みだしたと言われる」

「仁に科しな大だい助すけ、別名戸と隠がくし大だい助すけのことだよ。なんだ、けっこうよく調べてあるじゃん」

「戸隠へ来たからには、そのくらいには」

「けっこう武術の土と地ち柄がらだったんだよね。お隣となりの飯いい繩づな山やまからは、神しん道とう無む念ねん流も生まれているし。これは、幕末に桂かつら小こ五ご郎ろうとか新しん撰せん組ぐみの芹せり沢ざわ鴨かもとか永なが倉くら新しん八ぱちとかが使っていた剣けん法ぽうだよ。武たけ田だ家や真さな田だ家が戦国時代に使った忍しのびは、戸隠・飯繩から出た者だったにちがいないし、伊賀へ行かなくても調べてかなりおもしろいんだよ、この地方の忍者たちは」

　勢いよく並べたててから、両国はにっこりして泉水子にたずねた。

「くの一なんてなってみるの、どうです、鈴原さん。ぜんぜんそういう人には見えないあたりがすごくぴったりですよ。興味わきませんか？」

「さあ……」

　泉水子には、小首をかしげることしかできなかった。両国瑞彦も、カメラをいじっていなければ歴史オタクだったのだと、あらためて知る思いだ。学園祭テーマに没ぼつ入にゆうしてしまったようで、以前よりどこか態度が自信にあふれている。全員に扮ふん装そうさせたあたりにも、意気込みの強さは感じられた。

　そっと真響の様子をうかがってみた。泉水子は、ＳＭＦの人々に接する真響を見るのはこれがはじめてだった。

　自分のファンクラブと知っている人たちと向かい合うのは、どういう気分のするものだろうと、泉水子はずっと思っていたものだが、真響の態度はごくふつうだった。取りたててはしゃぐ様子もない。口にするのは宿舎の話や祖父の家の話など、紹しよう介かい者しやとして説明することばかりだった。

　ＳＭＦの男子たちも、真響を囲んで目にあまるほどちやほやすることはなかった。直接本人に示さないという、暗あん黙もくのルールがあるのかもしれなかった。だから裏活動なのかと、泉水子はひそかに感心した。

　だが、あからさまにしなくても、全員が彼女を中心に集まったのはたしかなのだから、自然にふるまえる真響は、かえって特とく殊しゆな少女かもしれなかった。本物の王おう侯こうは群衆を意識しないように。

（真響さんって、そういう女の子なんだ……）

　泉水子は今はじめて、「Ａ組の女王様」と評したＣ組女子の言葉にうなずける思いだった。そういう真響だからこそ、強ごう引いんな手段で深行を試ためすこともできるのだ。

　そこに魅み力りよくを感じるか反発を感じるかは、微び妙みような線上にあるのだということを、ようやく泉水子も理解した気分だった。

（でも、それでも……）

　真響は魅力が上回ると感じた。同年の女子から抜ぬきん出て魅力的な少女のそばを、今すぐ離れたいとは思わなかったのだ。

　両国は慣れない泉水子をなごませるよう、ひとしきり話しかけた後は、同じ目的地を目ざして歩き出した。日本史研究会一同がにぎやかに言い交かわしながら後ろに続き、少し待った泉水子のもとに、真響がもどってきた。

　深行が多少の皮肉をこめた。

「全員ひとまとめに、配下の者として同行ってわけ？」

　真響は深行を見やり、不本意な顔をした。

「あの人たちは真澄のことなど知らないし、真澄とはだいぶ無関係よ。真澄のほうが少し利用しただけ」

　それから、思いなおしたように言った。

「荒あらっぽい手口だったのは認める。さっきのはあやまるね。相楽が調ちよう伏ぶくなどしたことがないって、どうしても信じられないところがあったのよ」

「気がすんだ？」

「よくできるように見えすぎるところが悪いのよね、相楽は」

「おれのせいか？」

　深行は顔をしかめたが、抑おさえた口調で続けた。

「早めに仮想敵から除外してもらえるなら、そこはありがたいよ。ちょっと試験で点をとったくらいで、いちいち宗田に敵に回られていたら、この先学園で身がもたないからな」

　からかうように真響がたずねた。

「根にもった？」

「根にもちたくても、差がありすぎるだろ。見込みのない勝負はしない主義だ」

　深行の口ぶりにとげはなかったが、真響のほうが、彼をプライドの高い男子だと承知しているようだった。

「でも、女にやられるのは腹の立つものでしょう」

　深行はかるく肩かたをすくめた。

「女って問題は、軽く超こえていると思うけど。それはむしろ、宗田のこだわりじゃないのか？」

　真響はしばらく口をつぐんだ。それから言い出した。

「術や法は、基本的に男が編みだすものであって、使い手は基本的に男でしょう。陰おん陽みよう師じになるのは男だし、武道家だって似たようなものよ。たとえ女流があっても主流にはならない。世界的な宗教もそう。女によ人にん結界や女人禁制が先にあるのよ。修験道の考え方だって、そうなんでしょう？」

「そうだよ、たしかに」

　深行が認めると、真響は言葉を続けた。

「泉水子ちゃんが、あまりに何も知らないのを見て、山やま伏ぶしの考えを知りたくなったの。男女で役割分担をしている気がして。泉水子ちゃんをわざと無防備なまま放ほうっておいて、様子を見るのはゆるせないと思ったけど、そういう事情でもなかったみたいね」

　深行はその意見に直接答えなかった。かわりに真響にたずねた。

「宗田は自分をどう考えているんだ。前に、手法は陰おん陽みよう道どうより修験道に近いと言っていたと思うが、修験道もよく知らないってことか？」

「戸隠のおじいちゃんは、武道家なの。修験とは極きわめるものがちがうのよ」

　真響はつぶやくと、急に期待をこめた調子でたずねた。

「もしかして相楽は、武術のほうがもっと得意なんじゃない？」

「あいにくだったな。そっちも最近かじっただけだよ」

　すぐに返されて、真響は肩を落とした。

「そっか……わからない人ね」

「参戦する気がないってことくらいは、わかっただろう」

　深行は前を行くＳＭＦの男子生徒を見やり、声を低くして言った。

「宗田が、高柳一条に対たい抗こうできる者を狩かり集めていることは知っている。そこに口をはさむ気はないが、ＳＭＦメンバー以上の能力をおれに期待するなよ。おれは、傍ぼう観かん者の立場で如月きさらぎ会長のもとにいるのが、一番ありがたいんだから」

「それは、泉水子ちゃんにもそれが一番って意味？」

　真響が確かく認にんすると、しばらく間をおいて深行は答えた。

「そういう意味だろうな。だけど、おれは指図する立場じゃない。本人が選べば？」

　真響は探さぐるように深行を見たが、それからにっこり笑った。

「私、ものごとをいいほうに取ることは得意なの。相楽がちょっとくらい不満でも気にしないのよ。泉水子ちゃんには、これからも私のそばにいてもらうね」

　この会話は、泉水子の耳にも届いていたが、自分から口をはさむことができなかった。

　深行とは、もとから幻げん想そう上のペアだったものの、真響に言われて何かしら二人のあいだに作用するものがあったのに、これで完全に消え去ったという気がしたのだ。

（期待しないって、思っていたはずだったのに……）

　わかっていたはずなのにと、胸の痛む思いで考えた。泉水子は、自分の意志で宗田の三つ子に関かかわったのであり、誘さそいに応じて戸隠までやって来たのだ。真響が計画していたことを聞き知ったからといって、今になって反対はできないし、反対したいとも思っていなかった。彼女に期待される味方でい続けようと思っている。

（……それなのに、深行くんが手を引くと知ると、どうして不安になるんだろう）

　どこかでは、深行のもつ常識を当てにしているのだと、急に気がついた。

　術にたよらない、普ふ通つう人の感覚をもっている深行だからこそ、去らずに身近にいてほしいのだ。だが、ずいぶん身勝手な考えだったし、矛む盾じゆんしたことを望んでいる気がした。

（わたし、自分がふつうになりたいと思うあまりに、変なところにしがみついているのかな。引っぱりこんで迷めい惑わくをかけたと言っておきながら、本当のところは、深行くんに引っぱりこまれてほしいのかな……）

　泉水子には、自分の気持ちがうまくつかめなかった。ただ、深行が手を放すと思うと妙みようにつらいのだった。







　戸隠の宗田家は、予想にたがわぬたたずまいだった。

　屋根のある門がまえも、敷しき地ちの広さも、松などの庭木も、旅館であってもおかしくないりっぱさだ。武道場は屋や敷しきの隣で、表門を別にしているものの地続きになっていた。こちらも寺に見えるようないかめしい建物だが、そう古くはなかった。黒っぽい瓦かわら屋根をもつ平屋で、間口が広い。

　真響は最初から武道場へ向かった。そちらで出で迎むかえることが、すでに申し合わせてあったようだ。十名の高校生がぞろぞろと門をくぐった。

　道場の玄げん関かんに、すぐに紺こん色いろの作さ務む衣えに似た服装の男性が出てきて、真響と真夏に親しげなあいさつを交わした。彼らの祖父も間をおかずに奥から現れる。きびきびした態度の老人で、こちらも着ならした黄おう褐かつ色しよくの作務衣のような恰かつ好こうをしており、ことさら身なりをつくろう様子がなかった。見たところにこやかで、親しげにもてなしてくれるが、二人とも、高校生一同を知らず知らずに緊きん張ちようさせるものをもっている。たぶん、挙きよ措そに隙すきがないのだろう。

　宗田の祖父が、あいさつがわりに言った。

「東京の学生さんたちが、古いものをたずねて勉強しようというのはうれしいことです。今日は、はじめて接する若い人向けに、ここにいる大おお貫ぬきくんに、古武道のなかの忍にん法ぽう体術についてわかりやすい形で講義してもらいますから、かた苦しいものとは思わずに聞いていってください」

　孫がつれてきた友人に対する態度はあまりとらず、あくまで道場主として、伝統を学びに来た学生を相手にしているようだ。泉水子と深行もいつのまにか、両国たちといっしょに講義を聞くのが自然なはこびになっていた。

（お父さんとは、ずいぶんふんいきのちがう人だな……）

　泉水子は意外な気のする思いだった。

　親子として見ようとしても、似ているところがあまりない。宗田の祖父は、短く刈かったごま塩の頭や、眉み間けんの深いしわ、鍛きたえてあるがっしりした体格が、じつにかくしゃくとして見える老人だった。はっきりと武人を思わせるところがあり、どこから見ても学者タイプだった、物もの腰ごしの柔やわらかな父親とは対照的といってもよかった。

（……こういう家で生まれ育ったお父さんには、ちょっと見えなかった）

　板張りの道場の奥では、数名が静かに型の稽けい古こをしていた。そのため、高校生たちは庭に面した縁えん側がわのほうに呼び集められ、そこで大貫の話を聞くことになった。

「座ったら、足はどんどんくずしてください。やりつけないことをさせるつもりはないですよ」

　大貫は話しだすと気さくだった。四十前後に見えるが、髪かみを短くして体つきにむだがないので、若々しくもある。肉付きの薄うすい顔立ちが修しゆ行ぎよう僧そうのように見え、表情は穏おだやかでもどことなく鋭するどさがあった。

　日本史研究会の面々はメモ帳などを取り出し、遠えん慮りよなくあぐらや立てひざになった。

　泉水子も、ふだんの生活は椅い子すとテーブルだが、板の間で正座をすることが他ほかの生徒ほど苦にならなかった。神社の中で育てば、どうしてもその機会は多かったのだ。

「前段として、古武道の定義から説明しますね。古武道とは、明治以降にととのった現代武道に対していう言葉であって、いわゆる剣けん道どう、柔じゆう道どう、弓きゆう道どうなどの、私たちが知っている現代武道に受け継つがれなかった、近代までの武芸の総そう称しようです。武士が闘たたかうための技芸や兵法が、室むろ町まち時代あたりから、剣けん術じゆつ、柔じゆう術じゆつ、弓きゆう術じゆつなど、細かく体系化されて流派ができたものですが、これを『武道』と呼ぶように決められたのも大正になってからです。

　それまでは『武術』と言われていたし、あくまで『術』であって、現在のように、試合を行っての勝負に重きをおくものではなかったんですね。戦せん闘とうの中で身を守る実じつ践せん的な方法であり、一面では命のやりとりにもなる──古武道には、そういうものがまだ残っています。だから、他流試合を禁じる流派も多いし、危険なので現代武道では使わない、隠かくし武器などもそのまま伝わっています」

　言葉はよどみなく、そうとう解説慣れしている様子だった。初心者相手に説明する機会が多いのかもしれない。

「流派はさまざまなものがあるにしても、こうした古い武術だと、隠し武器や現代武道に含ふくまれない技法の体術の他に、薬品処方や呪じゆ法ほうが一体となることがあります。精神修養の面から、禅ぜんや密教などの宗教修行につながっていることも多いものです。こう言えば、忍にん術じゆつが古武道の中に加わることはよくわかるでしょう」

　両国がメモを取りながら、うんうんとうなずいていた。

「みなさんは、忍にん者じやの使う技わざを忍法と呼んだり忍術と呼んだりすると思いますが、思い浮うかべるのはたいてい、テレビや映画で見たり、マンガや小説で読んだ忍者の技でしょう。それらはたいへんおもしろいけれど、フィクションでなければ実現不可能なことが多いものです。そういうものを排はい除じよするために、古武道として実践的に伝わってきたものを、特に区別して『忍法体術』と呼びたいと思います。

　忍法体術が他の武術とちがうところは、忍しのびの者の目的が、たいていは諜ちよう報ほう活動や隠おん密みつ工作であって、その使命のまっとうが第一だという点です。つまり、敵地にしのんでその場を逃にげおおせるための技術であって、攻こう撃げきも、多くは逃げる手段に使うものです。致ち命めい傷しようを与あたえる必要はなく、出会いがしらに相手の動きを封ふうじたり、自分の逃げる先から目をくらませたりします。これを『遁とん走そう型』といいます」

　大貫がアシスタントを奥から呼んできて、いくつかの型を実際に披ひ露ろうしたので、男子たちは目を輝かがやかせて身を乗りだした。

　相手がつかみかかった腕うでを思わぬ方向に取ったり、足を払はらったり、体の構造の弱点をつくところは、柔道や合気道を思わせるところがあった。そして、不意打ちをくらった相手から飛び離はなれ、ころがって、死角をついて去ることを組み合わせていた。さすがにしなやかですばやい動きだった。

「このとき、倒たおれた相手に目つぶしをくわせるのが、忍法体術の定法ですね」

　胸の合わせに手を入れて、大貫は卵をひとつ取り出して見せた。

「これは、卵の中身を抜ぬいて、代わりに唐とう辛がら子し粉などの刺し激げき物ぶつをつめて和紙でふたをした隠し武器です。懐ふところにしのばせておいて、手の中で殻からを割り、手しゆ裏り剣けんの要領で投げつけます」

　高校生たちは顔を見合わせてざわざわした。

「おれにもすぐ作れる」

「道でからまれたときとか、やってみたくね？」

「しこむ場所がないぞ、Ｔシャツ着てちゃ」

　その気になりはじめている男子たちを見やり、大貫は笑え顔がおを浮かべた。

「手裏剣は、そのあたりのみやげもの屋でもレプリカを売っているはずですが、上手うまく飛ばすにはけっこう練習が必要ですね。手首のスナップが大事です。車しや剣けんのほうが飛ひ距きよ離りが出ますが、刺ささりにくいので、実戦には棒ほう剣けんほど適していません。とはいえ、忍者が手裏剣を打つのも、言ってみれば逃げるための時間稼かせぎです。鉄は持ち重りがするので、フィクションとちがって、わずかな数を懐にしのばせているだけです」

　大貫の懐から、いかにも黒くろ装しよう束ぞくの忍者が使いそうに思える、四方に刃はのある手裏剣が出てきた。庭の木に向けて水平に回転させて投げてみせる。きれいに飛んだが、たしかに幹に刺さりはしなかった。

「手裏剣を打つ練習をするには、名めい刺しを使って行うのが手軽でいいですよ。なるべく薄い名刺を、うまく回転させて飛ばせるように」

　大貫の言葉に、日本史研究会のひとりがびっくりした声で言った。

「あっ、だから名刺だったのか」

　代表取とり締しまり役やくが自じ慢まんそうに頭をそらせた。

「ふふふ、やっとわかったかね」

　自分の名刺を飛ばしはじめた連中を、しばらくのあいだ指導してやってから、大貫は一同を見回してたずねた。

「遁走型の組み手を、実際にやってみたい人はいるかな。真夏くん、最初にお手本をやってみないか？」

　名指しされて、それまでなんとなく埋うもれたように静かだった真夏が、しきりに頭をかいた。

「ええー、おれ、最近ぜんぜんやってないし」

「はじめての人間と同じじゃないだろう」

　真夏はしぶしぶの様子で前に出た。だが、実際に大貫と組み合ってからは、なかなかすばやかった。まだ名刺飛ばしに夢中になって、それを見ていない者もいたが、前を向いて座っていた泉水子はびっくりした。真夏に武道の素養があるとはあまり思ってみなかったのだ。

　後ろに一回転して立ち上がった真夏を、大貫が褒ほめた。

「できているじゃないか、真夏くん。さすがだね」

　真夏は、自分でもびっくりしたように言った。

「けっこう体が憶おぼえているもんだね」

「そのようだね。戸隠の者としてはうれしいよ」

　大貫は言い、さらに高校生たちを見やった。

「今度はきみ、真夏くんと組んでやってみないか」

「おれですか？」

「そう、きみ」

　黒で統一した身なりの男子の中で、深行ひとりが白っぽいチェックのシャツとＴシャツだったため、ずいぶん目立ったことはたしかだった。それに、名刺をもってもいなかったので、手持ちぶさたに見えたのだろう。

　深行はゆっくり立ち上がって前に出たが、思いっきりあやしげな顔で真夏を見ていた。真夏は、察するように深行に声をかけた。

「これはただの組み手だよ。変なことにはならないよ」

「……なんだか、あの手この手で試ためされている気がしてならないんだが」

「そんなことないよ。シンコウが仕し掛かけてきていいよ」

「どうやって？」

「柔道とか合気道とか、前にやってない？」

「ないよ、そんなもの」

　泉水子は、深行が野の々の村むらから古武道の手ほどきを受けはじめたことを知っていたが、泉水子の目で見ても、深行が不慣れなことは見てとれた。流派がちがうと教わることもちがうのかもしれない。もっとも、泉水子にとっては柔道も合気道も、空手であっても型の区別がつくものではなかった。

　大貫が細かな箇か所しよを一つ一つ指導すると、深行も何回めかには、一連の流れで型らしいことができるようになった。こなせるとおもしろくなるものらしく、深行も笑顔になる。

「のみこみが早いようだね。何か運動部に入っているの？」

　大貫にたずねられ、深行はシャツをなおしながら首をふった。

「いえ、おれは文化系です」

「もったいないな。もう少し負けん気を出したら、きみ、いいセンまでいくかもしれないよ」

「運動か進学かの二択たくだったら、中学ですでに決めてしまったもので」

　深行は否定的に答えたが、本来、体を動かすことがきらいでないことは、少しの体慣らしで生き生きする様子に透すけて見えていた。大貫に対しても好意をもつようで、態度はかなりすなおだ。

　泉水子はふと、自分のそばに真響がいないことに気づいてまわりを見回した。すると、いつからそこにいたのか、廊ろう下か近くに真響の祖父が立っており、大貫が受け持つ高校生たちをながめていた。真響は祖父の隣となりに立ち、何やらさかんに説明している。

　見ている泉水子に気づいた真響は、目を合わせて手まねきした。深行と真夏はまだ大貫と話をしており、自分ひとりで向かうのが気き恥はずかしかったが、そのままにもできず、泉水子は彼らに歩みよった。

　道場主は、泉水子が頭を下げるのを鋭い目でながめてから言った。

「鈴原泉水子さんですか。じつに見上げたお嬢じようさんだ。近ごろ、これほど楚そ々そとしたふるまいのできる娘むすめさんはめったに見かけない。ご両親のご慈じ愛あいのほどがしのばれますな。小お笠がさ原わら流の作法でもお習いですか」

　泉水子はびっくりしてお下げ髪がみの頭をふった。

「とんでもありません。わたし、何も……」

「立ち居ひとつで、身ごなしの差はつくものですよ。小笠原流は、明治以降になって、良家子女がたしなむ礼法として名をなしていますが、もともとは、馬術や弓術とも一体となった武家作法の一いつ般ぱんです。武人の居ずまいとも一脈を通じるものがある。真夏が今度、関東で学ぶことになった流鏑馬やぶさめの弓術、あれも小笠原流の一派です」

　真響がかたわらでほほえんでいる。泉水子は冷や汗あせをかきそうな思いをした。

「そういうことは、さっぱりのほうで。親も、教えてくれる人ではありませんし」

「そうですか？　環かん境きようでおのずと身についたというなら、それもなかなかごりっぱだ。ぜひ友人のひとりとして、うちの孫まご娘むすめに態度の手本を示していただきたいものです。この子は、どうもはねっ返りでいかん。どう言いきかせても男の子のまねをしていたものだが、今でも、女らしいのは見かけだけというきらいがある」

「はいはい」

　真響が、言われ慣れているという口ぶりで言葉をはさんだ。

「見かけがそうなっただけでも、よしとしてくれなくちゃ。今の世の中、見た目が九割と言われるのよ、おじいちゃん。でも、おじいちゃんがひと目で鈴原さんにまいることは、私、最初からわかっていたんだ。家までつれてきてあげて、よかったでしょう？」

「そうだな。こういうお嬢さんと同室だというなら、東京の学園生活にも少しは望みがあるというものだ」

　頑がん固こで気むずかしそうな老人だが、孫の真響がかわいがられていて、真響も承知でしゃべっていることは、口調の端はし々ばしから伝わってきた。泉水子はどぎまぎしながらも、宗田家への顔出しが上じよう首しゆ尾びに終わることにはほっとした。賞賛された理由が今ひとつわからず、誤解があるのではと思うのだが、真響の祖父に眉まゆをひそめられるよりはずっといいものだった。

　宗田家の門を出たあとで、両国が話しかけてきた。彼も、道場主と泉水子たちの会話を耳にはさんでいたらしい。

「鈴原さんって、お年寄りにもてる人だったんですね。武道家のおじいさん、手放しに大絶賛してましたね。見なおしたなあ」

「そんなこと……わたしもおじいちゃんの家で育ったから、何かがちがうんでしょう」

　泉水子が口ごもっていると、隣を歩く真響がさばさばと言った。

「やー助かったわ、泉水子ちゃん。見こんだとおりの老人キラーで。うちのおじいちゃん、ご機き嫌げんが悪いときにはずいぶん悪くてかなわないのよ。今どきの若者を見て、ふがいないと思ったときなどは特にだめで。来てもらった私の判断は、とても正しかったわけ」

「それって、ぼくらではご機嫌をそんじる恐おそれが甚じん大だいだったということ？」

　両国が真響にたずねると、彼女は肩かたをすくめた。

「どうしても文化系ですから、私たちって」

「いきなり肉体派になれと言われてもなあ……」

　両国がぼやいているあいだに、泉水子は、真夏が一度も祖父のそばに近づかなかったことに気がついた。真響はあのように祖父に寄りそい、軽口をたたいてもいたのだが、真夏のほうは、とうとう帰るまで男子集団のひとりで通したのだ。

（男の子って、そういうものかもしれない……真夏くんって、淡たん泊ぱくなところがあるし）

　少し気になりながらも、泉水子はそう考えていた。




　　　　＊　＊　＊




　真夏は、帰り道を深行と肩を並べて歩いていた。

　あまり話をしなかったが、日本史研究会の面々と待ち合わせた空き地にさしかかったとき、唐とう突とつな口ぶりで深行に言った。

「結局、シンコウって、正しよう真しん正しよう銘めいの初心者だったわけね。おやじの見立てちがいがはっきりしたわけで」

　深行はため息をついた。

「こんなに時間をかけるなよ。本人の言うことにちゃんと耳をかせと言いたいね。宗田にしてもおまえにしても」

「そうなんだけどさ……」

　真夏は考えこむようだった。

「真響があやしむ気持ちもわかるんだよ。真澄がいることや、この手のものごとに、経験の浅いやつが出くわしたら、もっと深刻なパニックをおこしてもいいはずなんだ。シンコウは、何だか、びびらなすぎるんだよ。最近知った程度の人間にしては」

「びびらされたぞ、十分。見ていただろ」

「それでも、現実にもどったら、へらっと平気で流したじゃん」

「どう言えって？　みやげ屋のお面をつけた連中に」

　深行は憤ふん然ぜんとした。

「おれだって怖こわいものは怖いし、痛いものは痛い。まともな神経をもたないように言うのはやめてくれ」

「たしかに、あいつらの攻こう撃げきって、刺さると痛いよね」

　真夏はうなずいた。

「現実じゃないんだけど、現実と混同すると本当に傷口が開くこともあるらしいよ」

「そこまで危ないことをさせたのか、おまえらは」

「何だか耐たい性せいあるから、自力で何とかしてしまいそうに見えたんだよ。実際は、鈴原さんが終わらせちゃったけど」

　深行が黙だまると、少しして真夏はつぶやいた。

「鈴原さんって、どうして、あんなに自覚しないでいられるのかな。みんなに利用されるばかりなのに」

　深行は答えなかった。彼も考えこんだようだった。




　　　　＊　＊　＊




　日本史研究会の人々と別れた泉水子たちは、最初の四人にもどって執しつ行こう部ぶの宿へ向かった。武道場にいた時間は思ったほど長くはなく、帰りを歩いても、時計は四時半ごろを示していた。

　夏の日はまだまだ暗くならない。

　真響が口を開いた。

「如月さんたち、宝ほう光こう社しやと火ひ之の御み子こ社しやを回ってくると言っていたから、まだ帰っていないでしょうね。特に、火之御子社は舞ぶ楽がく芸能の神様を祀まつっているから、如月さんには関心があるだろうし」

「火之御子さまというの？」

「ご祭神は、天あめの鈿うず女めの命みこと。『古事記』『日本書紀』の神話にあるでしょう、天あま照てらす大おお御み神かみが天の岩屋に隠かくれたとき、岩戸の前で踊おどりを踊ったという古い神様だよ。戸隠神社はお神楽かぐらもさかんなところなの。例祭には必ず奉ほう納のうがある」

　泉水子もうなずいた。

「ああ、ガイドブックに載のっていたっけ……戸隠神社って、五社あるんだよね」

　観光ガイドのひとつも読まずに来たわけではなかったのだ。戸隠山と「天の岩戸開き」神話のかかわりは、ガイドブックに一番詳くわしく書かれているエピソードだった。天あめの手た力ぢから雄おの命みことが、天の岩屋の戸を引き開けて、放ほうり投げたその岩戸が、戸隠山の高こう峰ほうになったと言われるのだ。

「そう、宝光社と火之御子社が、ここより下った場所にあって、奥社と九く頭ず龍りゆう社しやは、もっと山に入った中腹にあるの。今から行くには、どちらも遠すぎるけれど、私たちももう少し付近を歩いてみる？」

　宿のそばまで来ていたが、このまま部屋にもどるのも惜おしいような、半はん端ぱな時間帯ではあった。四人ともなんとなく立ちどまったが、深行は言った。

「おれはもういいよ。今日はこれで、十分いろいろあった気がするから」

「戸隠は奥が深いのよ」

　真響は彼にほほえんだ。

「よく見ておかないと、損じゃない？」

　泉水子は迷っていた。深行と何か話せる機会がほしいと思ったり、たとえ機会ができても、何を言っていいかわからないと思ったりした。

　そのとき真夏が、なにげなくポケットから携けい帯たい電でん話わを取りだして、着信を確かく認にんした。

「あ、メールがきてた」

　真響が意外そうな顔で弟を見た。

「だれ、お母さんから？」

「ちがうよ、三み村むらさんから。乗馬クラブの」

　真夏はメールを読んだが、途と中ちゆうから顔色が変わるのがはた目にも見てとれた。眉をよせて文字をにらんでいる。

「……タビ、具合がよくないらしい。近くにいるならすぐ来てくれって言っている」

「タビが？」

「おれ、行かなきゃ。本当は今日行ってやるはずだったんだ」

　真夏はきっぱり言い、携帯を折りたたんだ。

「待ってよ。それなら、私も行く」

　真響がすばやく言い、泉水子もあわてて名のりをあげた。

「わたしも行く。タビに会わせてもらうはずだったもの」

　真夏は二人の顔を見やった。喜んではいなかった。

「いや、病気だったらおれだけのほうがいい。それに、乗馬クラブまで出かけたら、夕飯の時間にこの宿にもどってこられない。まずいだろう」

「それを言うなら、真夏だって同じよ。千ち恵え美みさんに、車を出してくれる人がいるかどうか聞いて、タビの様子を見て、すぐ引き返してこよう」

　てきぱきと真響は言ったが、真夏は首を横にふった。

「だめだ」

「どうしてよ」

「真響は来るな。合宿あっせんの本人だろ。千恵美さんに迷めい惑わくかけてもまずいし、放ってどこかへ行っては、生徒会長たちに何を言われるかわからないだろう」

　続けて真夏は、泉水子にも言った。

「ごめん、鈴原さん。タビが元気をとりもどしたら会ってやってくれよ。病気の生きものには、まわりがさわがしいと逆効果なんだ」

　めったに見せない真夏の硬かたい表情に、泉水子はたじろいだ。話していても、意識はもう他のところに飛んでいるようだった。真響も少し動どう揺ようしていた。

「それって、自分は合宿を放ほう棄きするつもり？　タビのために？　私がどうしてあんたを執行部に入れたと思っているの」

「タビのほうが大事だ。それは、真響にも変えられない」

「真夏ったら」

　真響は憤いきどおったが、どこかで恐れているような声こわ音ねだった。

「ひとりでなんか行かせられない。三村さんなら、タビに一番いい治ち療りようをしてくれるよ。明日になったら私たちと行けばいい」

「だめだ。おれとタビとの約束なんだ」

　奥歯をかみしめてから、真夏は言った。

「おれひとりが抜ぬけるだけなら、ここにも影えい響きようはないはずだ。真澄がいるから」

　真響は目をみはった。

「まさか……真澄に身代わりさせるって言うつもり？」

「真澄は前から学校生活をしたがっていた。これは生徒会の合宿にすぎないけど、少しは味わえるはずだ」

「なに言ってるの」

「ここは戸隠なんだ。真澄にはできる」

　真響は胸を大きく上下させた。

「真夏。もしかして……あんたって……」

　真夏が数歩あとずさったように見えた。突とつ然ぜんに場が転てん換かんし、泉水子にはどこかでパチンと弾はじける音がしたような気がした。まばたいたときには、そこには真夏がいなかった。

　真澄が立っていた。




　　　　三




　真響も泉水子も深行も、ふいをつかれて、一いつ瞬しゆんぼうぜんと動けなかった。

　日が暮れるにはまだ早い、明るい道のまんなかだった。宿の手前でまわりも民家が多く、通りすぎる人も見かける場所だ。そんな往来で、いきなり真夏と真澄の入れ替かわりが起こるとは思ってもみなかった。

「真澄……？」

　見たところ、変化したものはあまりなかった。真夏と同じ恰かつ好こうで、顔もそっくりな少年が立っている。真夏がそこにいないということは、顔をつきあわせていた者にしかわからなかった。

　ちがいとなるのは、ただ一点。タビの知らせを受けてから、真夏が浮うかべていた思いつめた表情だけだ。目の前の少年は、能天気な笑え顔がおだった。

「学生になりにきましたー」

「どいてよ、真澄ったら。まだ真夏に話があるのよ」

　驚おどろきから立ちなおると、真響は憤然として、彼が背後に真夏を隠しているかのように押しのけようとした。だが、真澄はその手をつかんで言った。

「追ってはだめだよ。真夏はもう乗馬クラブへ向かっている。あいつは今、それしか頭にないんだ。行かせてやりなよ」

「真夏ひとりに看み取とらせてはだめよ。タビはもう年寄りだし、どうなるかもわからないのに」

「だからこそだよ。真響は行くんじゃない」

　彼女の目をのぞきこんで、真澄は言った。

「真夏がそう思っている。二人とも行ったらやばいってこと。だいたい真響はこちらに仕事があるんだろう、おれも合宿を手伝うよ。やってみたかったんだ」

　真響ははっきりとひるんだ。いくぶん怯おびえたようにさえ見えた。ささやくように真澄にたずねる。

「……いつから、私より真夏の意志で動くようになったの？」

「そんなことないって。だけど、真夏のほうがなりすましやすいのはしかたないだろ。おれ、真澄なんだし」

「真夏は今、どこ？」

「だいじょうぶ、バス停へ行ったよ。もう少ししたら電話してみるといい」

　ぽかんと聞いていた泉水子は、真夏が一瞬で消えたように見えるのは、彼が「層のちがう場所」を通ったからだと、ようやく気がついた。戸隠の地ではそれができてしまうのだ。体感したことだからうなずけるものの、奇き怪かいさまではぬぐえなかった。

　思わず深行の顔を見た。自分の目に当然のように映っているものが、彼にも同じに映っているのか、確かめたくなったのだ。

「相楽くん……どう見える？」

「真夏に見えるが、言うことがちがってるし」

「真澄くんだって、信じる？」

　うなるように深行は答えた。

「さっきの今だから、信じるしかないんだろうな。ちょっと、多重人格の症しよう例れいっぽく見えなくもないけど」

「ああ、さっきはどーも」

　彼らに顔を向けた真澄は、陽気な口調で言った。

「あの程度のことで怒おこっちゃいやだよ。おれ、友だち少ないから、けっこう気にしてるんだよ」

　深行は腕うでを組み、遠えん慮りよのない目で彼を上から下までながめた。

「ここでも、幻まぼろしを出したり消したりするわけ？」

「しないしない。真夏になりにきたんだから」

「飯食ったり、風ふ呂ろ入ったりとかするわけ？」

「うん、まかせてよ」

　真響のほうは黙だまってしばらく考えこんでいた。それから、どうしたものかという表情で深行を見た。

「……真夏と同じ部屋で寝ねてるのって、相楽だよね」

「おれと柴しば田た先せん輩ぱいだけど」

「つまり、真澄が真夏の代わりをするなら、相楽にめんどう見てもらうしかないってことなんだけど。女子には目を配れないところ、いろいろあるし」

「……そういうことになるのか」

　深行はかなりへきえきした顔つきになった。無理もないだろうと、泉水子も気の毒に思った。人間でないものとわかっていながら隣となりに寝るのは、そうとう度胸が必要だ。

「なになに、シンコウがオーケーすればそれでいいの？」

　真澄が無む邪じや気きな声で言った。

「仲よくしようよ、真夏と同じに。シンコウには、真夏と泊とまった記き憶おくがあるだろう。おれ、そういうのも参考にできるんだよ。そっくりにしてみせるよ」

　真響は目をふせ、すまなそうな口調になった。

「……お願いしていいかな。たのめる立場じゃないけど」

　ためらいがちに、真響は小声でわけを説明した。

「私たち、真澄を喜ばせることも大事だって、真夏はいつも言ってるの。あいつ、もしかすると悲しい思いをするかもしれないから……これはたぶん、そういうことなんだと思う。真澄までいっしょに悲しくさせるなって」

　真澄の感情のありかが少しちがうことは、どことなく見てとれるものだった。このときも、よく理解できないようににこにこしてたずねた。

「んん、何のこと？」

　深行は感心したように真響を見た。

「しおらしい宗田というのは、はじめて見るな」

「ちゃかさないでよ」

「おれは、ただふつうにしていればいいんだろ？」

「ふつうにするのが難しいとは思うけど」

「何とかなるだろう」

　深行が引き受けたことがわかると、真澄はいっそううれしそうに笑った。

「うわあ、はりきるなあ。めったにないよ、こんなこと」

（真澄くんを、悲しませちゃいけないんだ……そうでなくても、彼はさみしい境きよう遇ぐうだからなのかな）

　泉水子は、神しん霊れいのきょうだいへの思いやりに感心した。三つ子のきずなに心が温かくなったが、年老いた馬のもとへひとりで向かった真夏のことは気になった。

（でも、それだと真夏くんは、ひとりで悲しんでもいいってこと……？）







　宿にもどってみると、やっぱり閑かん散さんとしていて、今時分から帰ってきたのはこの四人だけのようだった。

　深行は真澄をつれて二階へ上がっていき、泉水子と真響はとりあえず女子部屋にもどる。

　真響は、何をするより先に電話をかけはじめた。真夏が気がかりでならないのはよくわかった。

「まったく、山やま陰かげだとちょっとした角度で電波が入らないんだから……」

　うろうろと部屋を歩き回った真響は、ガラス窓の近くに立ち、何度もかけなおしたが、どうやら真夏が出ないようだった。あきらめた様子で別の番号にかけた。

「あの、そちらでお世話になっている、タビの馬主の宗田の者ですが。ええ、そうなんです。三村さんとお話しできますか」

　泉水子が見まもっていると、乗馬クラブの三村を呼び出すことはできたようだった。少しして真響が話しはじめた。

「……ええ、今さっきメールを見たところなんです。もうすぐそちらへ行くと思うので、真夏が着いたら、私に電話するよう言ってもらえますか。すみません。それで、タビの様子はどうなんでしょう」

　三村の話をしばらく聞いて通話を切ったが、真響は浮かない顔つきだった。ため息をついて言った。

「タビ、立ち上がれないんだって。前から疝せん痛つうをおこす馬ではあったけど、急に立てなくなったことはなかったって」

「危ないの？」

「そうだと思う」

　真響はつぶやくと、急にいらだちを隠かくせないように激しく言った。

「ああ、もう、真夏ったら。馬と人と区別ついていないんだから。あいつって、おじいちゃんが危き篤とくでももっと平静じゃないかと思うところがあるよ」

　泉水子もそんな気がしたが、そうだねとは言えなかった。

「小さいころからいっしょに育った馬なんでしょう。家族と同じに見るのはおかしくないよ」

「わかってるといいんだけど……寿じゆ命みようがきたらしかたないって。でも、真夏はもっと引きずられるかもしれない……」

　真響は懸け念ねんをありありと浮かべていた。できることなら、そちらに駆かけつけたい様子だった。

「真夏と真澄って、昔から二人でひとつのバランスをとるところがあった。同じ三つ子に生まれても、私とはそこがちがっていたの。真澄があれほど明るいことが、なんだか悪い兆候に思えてしかたないのよ。そのぶん、真夏が……」

　真響が言い終えないうちに、部屋の戸が引かれ、真澄が大きな態度でのりこんできた。

「こっちが真響と鈴原さんの寝るところ？　二階より広いなあ。いい部屋だ」

　泉水子はたじろいだが、真澄は何の遠慮もなく二人のそばに座りこんだ。

「せっかく同じ屋根の下にいるのに、別々の部屋で時間をつぶす手はないよ。もっとずっといっしょにいようよ。風呂とトイレと寝るときは別として」

　泉水子は、目をぱちくりさせて真澄を見てしまった。真夏ならばこうは言わないはずだった。真響もあやぶむようだった。

「真澄。本当に真夏のふりする気があるの？」

「あるよ。でも、ちょっとくらい、おれの希望を言ってもいいじゃん。真響と長い時間いっしょにいることなんて、ほとんどないんだから」

　開いたままの戸口から、深行が顔をのぞかせた。彼のほうは、女子部屋にそのまま足をふみ入れようとはしなかった。

「どうするんだよ、これ」

　深行を見やった真響が、しかたなげに言った。

「如月さんたち、まだ帰ってきそうにないから、相楽もこっちへ来てつきあって。どうも、まだ、はしゃいでいるみたいだから」

　入ってきた深行は、真澄の隣に腰こしをおろしながら疑わしげに言った。

「性格、だいぶちがわないか？」

「バランスの問題なの」

（真澄くんって、ちょっと、人なつこい子犬みたいだ……）

　泉水子は考えた。真夏は、人ひと恋こいしいことを表に出す少年ではなかった。事が起きたときは別だが、ふだんはひょうひょうとして、真響のことさえ気にとめずにいるくらいだ。

　それを言うなら深行も、あまり他人につきまとう少年ではなかった。けれども、真澄には興味をかきたてられたようだ。女子部屋に座りこんだまま熱心にあれこれたずね、これもめずらしい光景に見えた。

　もちろん泉水子も、真澄がどのくらい人と同じように感じているかは、ぜひとも聞いてみたかった。しかし、泉水子が聞くのをためらうことでも、深行はそのままつっこんだ。

「きょうだいがどうしているか、離はなれていてもわかるのか？」

「いやー、そうでもない」

「会えば、過去のことでもすぐわかる？」

「まあ、会えばね」

「考えていることはわかるのか？　たとえば今、宗田がどう思っているかとか」

「それができたら苦労しないよー」

　神霊がしゃべっているとふまえて聞くと、真澄の答えはときどき吹ふき出すようなものだった。泉水子は笑ってしまったし、憂うれい顔をしていた真響さえ、しばらくすると引きこまれて笑っていた。

（わたしたち、四人でものすごく仲よしに見えるような……）

　真澄が加わってこうなったということが、にわかには信じられなくも思えた。だが、楽しい気分でいられるならば、そこに歯止めをかけたくはなかった。話に夢中になったために、時間の経過を忘れていた。

　彼らがわれに返ったのは、戸口に立った仄ほの香かと玲れ奈なが、冷ややかな目で部屋の中をながめていることに気づいてからだった。一いつ斉せいにそちらへふり向くと、秋あき之の川かわ玲奈が感情を殺した声で告げた。

「あなたたちが親密なのは、十分よくわかったから、団らんは外でやってくれないかな。できれば着き替がえもしたいんだけど」

「すみません、ちょっとのつもりだったんです」

　深行がすばやく立ち上がり、よくわからない顔の真澄を引っぱり立たせ、女子部屋を出ていった。泉水子と真響は、そう簡単に難を避さけるわけにもいかず、緊きん張ちようして待ちかまえた。だが、部屋に入って上着を脱ぬいだ仄香は、それ以上このことにふれなかった。

「お風ふ呂ろの順番を決めておこうか。交こう替たいに入ってくることにして、今日は玲奈と私が先に入ってもいいかな」

「どうぞどうぞ」

　玲奈は、もっと言ってやればいいのにという顔で仄香を見たが、生徒会長にまったくその気がないので、彼女も結局当てこすりを言わずにすませた。

　夕食には執しつ行こう部ぶの全員が顔をそろえた。

　大おお河内こうち、星ほし野の、今いま井いが、早くも宿の浴衣ゆかたと羽織に着替えており、いかにも泊まり客の風ふ情ぜいがある。男子が過半数の食しよく卓たくというのは、食べっぷりがちがうものであり、泉水子などは、昨晩も今夜もおひつが空になる早さに驚おどろいていた。

　真夏代わりの真澄がどう見えるか、気になって食事中に見やってばかりいたが、執行部の生徒たちは、だれも気づかない様子だった。たしかに、真夏と少しも変わりなく見えた。まわりと同じに元気よく食べ、前に並んだ皿や器うつわも空になっていく。

　大きなざるに盛った、戸と隠がくし蕎麦そばを特別に出してもらって、それを他ほかの男子と箸はしで取りあう様子などを見ていると、泉水子もふと忘れて、真夏がそこにいると思ったりした。真澄が食べたものはどこに消えるのかと考えもしたが、見てわかることではなかった。

　泉水子と真響も、夕食がすんだ後はお風呂に出かけることにした。いっしょにいたがる真澄に、これから入浴すると告げたところ、「それなら、おれも風呂にする」と言ったのが、妙みようにおかしかった。

　温泉施し設せつではないので、宿の浴場もそれほど広くはない。それでも、二人程度で占せん有ゆうできるなら、十分以上にゆったり入れるものだった。

　女子寮りようにもそれなりの浴室があったが、登録して順番を待つめんどうさがあり、時間制限もあり、泉水子と真響はほとんどいつもシャワールームですませていた。先せん輩ぱいへの気がねもなく、好きなだけお湯につかれるのは久しぶりのことなのだ。

　泉水子の場合、手間のかかる長い髪かみは朝に洗う習慣にしていたので、編んだままのお下げ髪がみをぐるぐる巻きに頭に巻きつけ、湯気の立つ湯ぶねにつかった。それから、急に思いついた。

「……真澄くんって、もしかして、壁かべなど関係なくものが見えたりして」

　かたわらに体を沈しずめた真響が言った。

「たとえ、そうだったとしても、神霊に何を見られたって同じでしょう」

「ええっ、そうかな……」

「女湯が見えたって、真澄には意味ないもの。私たちが服を着ているか着ていないかは、最初から関係ないんだから」

「そうだろうけど……」

　今の自分の恰かつ好こうを見られているかと思うと、泉水子はやはり落ち着かなくなった。真響との体型差が、どう見ても歴然としているのも非常に気になる。

「真響さんみたいだったら、だれが見ようと恥はじる必要ないとは思うけど……」

「変なこと言わないでよ。あの子は厳密には男の子じゃないのよ。私だって、裸はだかで真夏の前に立つことになったら、ちょっとは覚かく悟ごがいるよ」

　湯の中に手足を遊ばせながら、真響は言った。泉水子はあごまで沈みながら、だいたい神しん霊れいが男湯につかっている情じよう況きようが変なのだと考えた。

「真澄くんって、お湯につかってもぜんぜん平気なのかな。真澄くんの脱いだ服は、本当は真夏くんの服？　考えていくとだんだんわからなくなるよ」

　真響はうなじを湯ぶねの縁ふちにのせて仰あお向むいていた。そのまま、しばらく考えてから言った。

「……私だって、ぜんぶわかっているってことはないよ。真澄が自分から、私と真夏のもとに帰ってきたのを知っているだけ。真澄の力は、同じ場にいる人たちに同じ幻まぼろしを見せる力なのかもしれない。あの子が生身で実在すると信じられるくらいの強力な幻。まわりの空間ごと幻の中に入ってしまうから、だれも不思議に感じなくなっちゃうの」

「何が現実なのか、現実ってなんなのか、わからなくなっちゃうね……」

　泉水子がつぶやくと、真響もぼんやりうなずいた。

「真澄が、出て行きたがらない場所もたくさんあるんだ。血をわけた家族なのに、両親やおじいちゃんの前には出て行きたがらない……というか、あの人たちには、真澄のことがよく見えていないみたいなの。つまり、まるで分かち合えない人たちも大勢いるのよ。その点、鳳ほう城じよう学園に入学した生徒たちは、集団でそういうものが見えちゃう人たちなんだと思う」







　二年男子のように宿の浴衣を着て歩き回ることには、少々抵てい抗こうがあった。泉水子と真響は、それぞれハーフのスエットとショートパンツ姿になり、ほてった顔を缶かんジュースで冷やしながら部屋にもどってきた。

　部屋の戸を開けて、すぐ、びっくりして目をみはることになった。仄香と玲奈が、白っぽい着物姿に着替えていた。それも浴衣にはちがいないのだが、家から持参したものであって、宿の寝ね間ま着き代わりの浴衣とはまるで異なっていた。隙すきのない着付けをした仄香が、水色の帯をしめた後ろ姿を、鏡台の前に立ってたしかめているところだ。

「何がはじまるんです」

　真響が驚いた声でたずねると、こちらを見やった仄香が、なぞめいたほほえみを浮うかべた。

「ちょっとした余興をする気になった……というところかな。九時半になったら、ミーティングのお座ざ敷しきに全員集まるよう、男子たちにも言ってある。あなたたちもそのつもりでいて」

　弦げんをはじく音が聞こえ、泉水子がそちらを見やると、これも白地に模様のある浴衣に赤い帯をしめた秋之川玲奈が、端たん座ざして三味線しやみせんをかかえ、慎しん重ちような顔つきで弦の調節をしていた。板についたしぐさだったので、泉水子も驚きよう嘆たんした。

「秋之川先輩……三味線が弾ひけるんですか」

「宿のおかみさんの持ち物だけど。三味線がここにあるのなら、この際伴ばん奏そうをつけようと思って」

　玲奈が答えると、仄香が口を添そえた。

「私は去年、玲奈といっしょに学園祭の舞ぶ台たいに上がったんだよ」

「……そうでしたっけ」

　真響は去年の学園祭を経験しているはずだが、あまり印象になかったようだ。まつげをまばたかせた。

「それなら、みんなに踊おどりを披ひ露ろうしてくれるんですか？」

「そのつもり。今日は私たち二人で舞ぶ楽がくの神様を拝んできたから、奉ほう納のうみたいな意味あいもあってね」

　仄香は答え、扇おうぎを開いてまた閉じた。すっかりその気になっていることが、泉水子にもよくわかった。着物を着て扇を手にすると、仄香はどこか人が変わったようになってくるのだ。ふだんはけっして見せないなまめかしさが、少しずつ衣ころもからにじみでてくるようだった。

　座敷に集まってきた男子が仰ぎよう天てんするところを見ると、だれもこのアトラクションを予想していなかったようだ。大河内と星野もずいぶん目をまるくしていた。

「だれかと思った。他の客かと」

「ちょっと何。これ、納のう涼りよう大会？」

　よくなじんだ着物姿で、居ずまいをただして座っている仄香は、切りそろえた黒くろ髪かみのかつらさえ被かぶっているのだから、別人に見えて当然だった。市松人形のように肩かたに垂らした黒髪は、少々異様なふうにも見える。

「ひゃあ、夏の夜にふさわしすぎですよ。会長の恰好」

「いつのまに演芸会？」

「怪かい談だん？　怪談はじめるの？」

　玲奈が三味線を試ためし弾く音色を聞きつけて、千恵美とその他数人も顔を出した。期待する顔つきだった。

「あらまあ、高校生のお嬢じようさんたちが、たいしたものだわ。私たちも後ろで見物させてもらっていい？」

　テーブルは最初に片づけてあり、座敷は前より広く感じられた。中央を開け、車座になるように座った一同が顔をそろえていることを確かく認にんしてから、仄香は静かに口を開いた。

「これから、秋之川さんと二人で、舞ぶ踊ようを一曲見せたいと思います」

　みんな少しとまどっていたが、拍はく手しゆしないわけにはいかなかった。なぜこうなったかわからないものの、めったにないことだとはだれもが思ったのだ。

　仄香は少し間をおいてから、決意したように続けた。

「私はこれを、生徒会長の立場で踊るつもりです。隠かくし芸大会がしたくてするわけではないの。鳳城学園の生徒会は、完全に自主独立したものだから、そのために踊ります。じつは、前から警告してあったにもかかわらず、この執行部メンバーの中には、何かに憑つかれた人が混じっています。人ではないものが混じっていると言ってもいい。私はそういう不正なものから、生徒会を守らなくてはなりません」

（……仄香さん、気がついている？）

　泉水子はちぢみあがる思いをした。真澄が座敷に座った場所を確認してあったが、今、彼のほうを見るわけにはいかず、必死でひざに置いた手を見つめる。他の人々は、ぎょっとして顔を見合わせているようだった。島しま本もとが小声で言うのが聞こえた。
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「会長、すごいな。一気に冷えた……」

　仄香は顔を上げ、ざわめきを抑おさえて言った。

「それがだれかを名指しはできない。私も、だれかにそう言えるほど強い立場じゃない。そこまで能力をもった人間じゃないし、感じたとしても見えてはいないの。ただ、踊ることで見み顕あらわすことならできるかもしれない。舞踊には清めの力もあることを、あなたたちにも知ってほしい」

　扇を手にもち、立ち上がった仄香は、三味線をかまえた玲奈に目線で合図した。ばちの音が、ゆっくりと一音ずつ響ひびきはじめる。高校生一同は、水をうったように静まりかえった。

（どうなっちゃうんだろう……）

　高原の夜は涼すずしいが、泉水子は寒気さえ感じてきた。湯冷めもいいところだった。隣となりに座った真響も身を固くしているのがわかるが、言葉をかけることもできない。仄香が選んだ踊りはテンポの遅おそいもので、玲奈の弾く三味線の音色も、華はなやぎよりは哀あい切せつな感じに響いた。

　踊る仄香から目が離はなせない。お神楽かぐらなどとはまったく異なる踊りだが、白地の着物と切りそろえた黒髪もあいまって、精せい霊れいのようなものがそこに動いているように感じられた。仄香であって仄香を超こえた、何か別のものだ。集中して忘我に見える踊り手の様子が、見つめる者を引き込み、支配しているようだった。

（……生徒会を守る意志）

　師し匠しようの村むら上かみ穂ほ高だかがそこに見えるような気がした。強く固めた仄香の意志によって、場の何かが変わりはじめている。

　泉水子にも、最初はそれがどこからくる感かん触しよくかつかめなかった。けれども、仄香が座敷の中央に円を描えがくように踊っていくのを見ているうちに、やがて気がついた。

（踊りの、足どりだ……）

　畳たたみを踏ふむ、仄香の白い素す足あしが移動するごとに、何かが開いていくのだ。完全に開けば一気に変わる何かで、そうなれば目が覚めたように感じるはずだった。開けまいとするものとのかけひきがあり、それでも徐じよ々じよに仄香の踊りが効力を増していく。

（如月さん、強い……）

　泉水子が息をのんだ、そのときだった。宿の明かりが一いつ斉せいに消えた。

　いきなりの暗くら闇やみに、悲鳴をあげた女子がひとりもいないのがおかしかった。聞こえたのは大小さまざまな男子の声ばかりだった。

「なんだなんだ、何が起きてるんだ？」

　千恵美の声が聞こえる。

「どうしたのかしら。カズさん、ブレーカーを見てきて」

　電灯はほとんど時間をかけずに再び点ついた。故障したわけではなかったのだ。お互たがいの顔が見えるようになって、みんなはほっと息をつき、おもしろかったという顔をしようとした。

「ホラーショーだったよ。もう、完ぺき」

「学園祭の出し物にできそうなんじゃ」

「あれ、だれかいない」

　停電前は全員がくっついて並んでいたのに、歯が欠けたように空席があった。

　真澄が消え失うせていた。

「宗田弟だろう、そこにいたの。まさか……？」

　泉水子はあわてて真響を見やった。真響はくちびるをかみ、何も言い出さない。今、言えることがないのだろう。

（悪気はなかったのに……事情があってのことなのに……）

　泉水子も、いきさつを説明してわかってもらう自信はなかった。手をこまねいているうちに、だれかが言った。

「おい、相楽もいなくなってるぞ」

　見れば本当に深行の姿も消えていた。黙だまってたたずんでいた仄香が、このときはびっくりした様子で言った。

「えっ、どうして相楽？」

　泉水子もわけがわからなくなり、だんだん怖こわくなってきた。

「真響さん、これってどういうこと？」

　小声で問いかけると、真響も不安そうにかぶりをふった。

「ごめん、私もわからない……」

　男子たちはさかんに言い合っていた。

「明かりが消えるまでは、ぜったいにいたぞ」

「トイレか二階だ。からかわれてるんだ」

「探しに行ってこいよ。いなかったら考えよう」

　一年男子が立ち上がり、今から探しに行こうとした矢先だった。ふすまの陰かげから、人の悪い笑え顔がおを浮かべた深行と真澄が、ひょいと顔を出した。

「みなさん、たっぷり納涼できた？」

「あっ、なんだよ。そんなことだろうと思ったよ」

　口々の非難を聞き流して深行が言った。

「そりゃあ、だれかが黒子で場を盛り上げないと、会長の意向に添わないでしょう」

　真澄はまったく消える気配がなかった。笑って押しあいながらさわぐ男子に、今も平気で入り交じっている。彼らを見つめる仄香が、肩をすくめたのが見てとれた。

「玲奈、もう着き替がえよう。余興はおしまいおしまい」

　さっさと女子部屋に向かう仄香と玲奈を、千恵美が追っていき、感心してあれこれ聞いている様子だった。男子もばらばらになって部屋にもどりはじめたので、泉水子は思わず深行のもとへ行った。

「会長と示し合わせたわけじゃないでしょう、今の」

　声をひそめてたずねると、深行も小さくうなずいた。

「まあね。全員の面前でばれたら、ちょっとさわぎが大きかったな」

「如月さん、本当に真澄くんをはじいたの？」

「そうだと思う。一いつ瞬しゆんはあの場にいられないものにしていた。けっこうやるね、会長も」

　感心したように言ってから、深行はつけ加えた。

「だけど、戸隠では真澄のほうが強い。今は如月会長たちも疑えなくなったはずだよ」

　そうか、やっぱり強いのかと、泉水子はうなずいた。それなら真響も青くなる必要はなかったのだ。彼女も全部を知っているわけではないのだと、あらためて思った。

「それにしても、どうして相楽くんまでいっしょなの？　どうやったの？」

　深行は真澄の隣に座ってさえいなかったのだ。いくらめんどうを見る約束をしたといっても、できないことに思えた。

「つきあいだよ、ちょっとした」

　深行はどこか都合が悪そうに答えた。

「つきあいでできること？」

「つっこむなよ、そこに」

（心配したのに……）

　泉水子は少しふくれたくなった。ある意味、宗田の三つ子が目の前で消えても恐おそろしいとまで思わない。深行だから、何が起こったのかと驚おどろいたのだ。それは、仄香でさえ驚きを見せたくらいで、彼が能力をもたない人物だからこそだ。

　深行のプライドが傷ついてもそれを言おうか、泉水子がまだ迷っているうちに、深行は早くも他ほかへ目を向けていた。

「宗田が電話している。あれ、たぶん、真夏からの連れん絡らくだろう」

　泉水子がふり返ると、真響が背中を見せて、携けい帯たい電でん話わをにぎりしめるようにして耳にあてていた。二人が近くまで寄ったとき、通話が切れたらしく、真響は顔をくもらせてこちらに向きなおった。

「……おじいちゃんにも馬主として呼び出しがかかったって。真夏は乗馬クラブで待機する気でいる。タビは、たぶん、今夜中だって」
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　寝ねつけない夜だった。

　真ま響ゆらはあきらめて起き出し、明かりを消した部屋の中で、充じゆう電でん中の携帯電話の光を見つめ、ひざを抱かかえて座っていた。泉水いずみ子こもそのことに気づいていたが、言葉をかけることはできなかった。目をさましながら横になっていた。

（生きているものはすべて、いつか死ぬ。でも、愛しているものが自分より先に死んだら悲しい。それはすべて当たり前のことだ……）

　泉水子は考えた。馬か人かはおそらく関係なく、寿じゆ命みようが長いか短いかも関係ないのだろう。自分はまだ、身近な家族の死に接したことがないが、たとえなかなか会えない紫ゆかり子こであっても、死に別れたら話はまったく別だと感じた。

（死なれると悲しいって、どういうことだろう……）

　根本的なことを、あらためて考えてみた。悲しいのは、好きだったものの肉体が朽くちて、この世から消え去ってしまい、二度と触ふれたり交流することができないからだ。それなら真ま澄すみの存在を、どうとらえればいいのだろう。

（真ま夏なつくん、どう感じているんだろう。死んでまたもどってきた真澄くんを見ている人は、死ぬことをどう考えるんだろう……）

　泉水子の思いは、真澄そのものにも向かった。きょうだいのつらさを分かち合わない真澄だが、死ぬことの悲しさを彼が理解しないのは、考えてみれば当然だった。だれもが真澄のようにこの世にもどらないことも、本人はよくわかっていないのかもしれない。

　特別痛ましい体験をしていない泉水子でも、死に向きあうことを考えれば、やはり悲痛に感じるものだった。他人の立場であっても悲しく、直面した真夏のことが心配だった。そして、真澄がそういう感情をまったくもたず、明るく笑っていることには、どこか少し怖いものを感じた。

　ぐるぐる考え続けて、長いあいだ眠ねむれなかったが、それでも泉水子はいつしか寝ね入いっていた。昼間の疲つかれもあったのだろう。ごちゃごちゃした夢をたくさん見たが、目をさましたときには憶おぼえていなかった。

　朝がきたことを時計で確かく認にんして、真響はと見ると、上うわ掛がけをかけずに倒たおれこんだ姿勢で寝ていた。泉水子が起きあがっても目をさまさない。明け方にようやく眠れたのかもしれないと思い、彼女を起こさないよう音をしのばせて、洗顔と洗せん髪ぱつをしにいった。

　早朝の空気はさわやかで、朝日が金色に射さしこみ、今日は天気がよくなることを告げていた。髪かみを洗ってドライヤーをかけ、編みなおしてしまうと、泉水子の寝足りない気分も抜ぬけて、気力がわいてきた。

（時間ありそうだから、散歩でもしてこようかな……）

　真響をなるべく寝かせておきたいと考え、宿の玄げん関かんを出たときに、庭に深み行ゆきがいるのに気づいた。ポケットに手を入れてもどってくるところで、真澄の姿はそばにない。

「おはよう、眠れた？」

「まあまあってところ」

　深行は答えた。それほど寝ていないことはうかがえたが、げっそりするほどひどい夜ではなかったらしく、顔つきはまずまず標準だと泉水子は考えた。

「真澄くん、まだ寝てるの？」

「そのように見える……真夏は寝ね起おきが悪いからな。柴しば田た先せん輩ぱいはまるで気づかないし、おかしなことは何もなかったよ。そっちには、あれから真夏の連絡きたか？」

　泉水子はかぶりをふった。

「ううん。真響さん、ずっと起きて待っていたんだけど」

「ないのか……」

　深行は考えこんだ。それから髪に手をつっこみ、かき上げて言った。

「なんか、よくない気がするんだよな……宗そう田だのためを思いやってのことにしてもだ」

　よくない感じは、泉水子も同意見だった。

「わたしも考えた。真夏くん、タビが死んじゃって、電話でうまく話せないのかなって」

「あいつが、姉貴と真澄はここに残ったほうがいいと思っているなら、おれたちだけでも乗馬クラブへ行って、様子を見てきたほうがいいかもな」

　泉水子はどきりとした。深行が「おれたち」と言ったのが思いがけず、鐘かねを打ったように体じゅうに鳴り響ひびいたのだ。

「うん、行ってこよう。真夏くんをひとりにしておいてはだめだと思う」

　朝食の時間になると、真響は冴さえない表情ながらも、食事にまにあうように起きてきた。そして、テーブルについた泉水子と深行からこの話を聞くと、顔をしかめてきっぱりと言った。

「私だって今日は行くに決まっているでしょう、このまま放ほうっておけると思っているの。あいつったら、どうしようもないんだから。お説教しなくちゃ」

「どうして？」

　真澄が口をはさんだ。真夏そっくりに存在して、もりもり朝ご飯を食べる彼に言われると、真夏の言葉としか聞こえないものがあった。

「真響が行っても、感じ方の差がはっきりするばかりだよ。タビが死んでも、真響にはそんなに悲しく思えないでしょ。むしろ、せいせいしたくらいのもので。そのずれたところが露ろ骨こつになるのは、ちょっとまずいんじゃない？」

「せいせいしたって何よ」

　真響はきっと真澄をにらんだが、彼は感じない様子で、こともなげに続けた。

「おれはここにいるんだから、真夏が自分から何か言う気になるまで、合宿していようよ。真夏がこの場所をゆずる気なんだ、おれだって楽しみたいよ」

「あんたね、いくら戸と隠がくしにいるからって、昨日から少しわがまますぎない？」

「真夏がそう思っているんだよ」

　真澄は主張をくり返した。

「来てほしくないんだよ。おれだってそう思う。あいつがひとりになりたいときくらい、おれの相手をしていてよ」

　真響は探さぐるように見た。

「やっぱり、私の気持ちよりあいつの気持ちを優先できるってことじゃない。昨日も聞いたはずよ、いつからこんなに真夏寄りになったの？」

　真澄はみそ汁しるをすすりながら、ちらりと目を上げた。

「真響たちの見解が完全に決けつ裂れつしちゃったら、おれは真澄でもいられないよ？」

　真響は言い返そうとして、思いなおして口をつぐんだ。彼の言い分を認めたようだった。

　深行がすばやく口をはさんだ。

「それが条件だったりするのか？　宗田たち二人が、真澄に対して同じ見解をもっていることが」

　しぶしぶの様子だったが、真響は小声で答えた。

「まあね。ひとりじゃなく、二人の意志だからできることなのよ。真夏の気がすむまで、私がゆずるときがあってもいいのかもしれない……」

　泉水子は真響に顔を寄せて言った。

「わたしたちが代わりに行ってくるから、心配しないで。フリータイムになったらすぐに行って、真夏くんをつれて帰ってくる。真澄くんには悪いけど、如月きさらぎさんたちをだましているのもよくないし、やっぱり真夏くんがちゃんとここにいるほうがいいと思う」

　真澄は、泉水子の発言に関心をしめさなかった。食べているときに他人の話に耳をかさない、真夏の態度にもどったようだ。真響はそれを見てからうなずいた。

「じゃあ、お願い。そうしてくれる」







　少し安心したのか、心を決めたせいか、真響はそれからほがらかさをとりもどした。真澄が真夏であるようにふるまい、夜じゅう弟を心配した様子をまわりに気取らせない。

　深行も何くわぬ顔をしている。だれかが突とつ然ぜんゆうべの話をもちだしても、あくまで悪ふざけだったということにして、冗じよう談だんを言ってすませていた。泉水子も彼らを見習って、何でもないようにふるまいながら、彼らはみな、過去に鍛きたえてあるのだとこっそり考えた。

（……二重のものごとに接しながら、表でふつうにふるまえるようになるには、それなりの心の強さが必要なんだ。マイナスの事態が起こっても、他人に気づかせずに笑っている精神力がいる）

　人はだれでも、大なり小なり、集団の中ではそうしているという考えも浮うかんできた。これだけが特とく殊しゆなことではないのだ。山奥にひっこんでいたせいで、自分がよく慣れていないだけなのだと思ったりした。

　午前中のミーティングが終わると、深行と泉水子は、他の生徒が昼食の相談をしているあいだに抜け出して、急いでバス停へ向かった。

　停留所の時刻表を確かめると、十五分後くらいにバスが来るはずだった。昼ご飯を食べるひまがないが、ぐずぐずしているよりはこのバスに乗ろうという話になった。

「つなぎに、長野らしくおやきでも食っとくか。鈴すず原はらは？」

「わたしも、そうする」

　バス停のそばのみやげもの屋で、炒いためた野の沢ざわ菜なの入ったおやきを買った。泉水子はふと、深行と二人で出歩くのは去年の修学旅行以来だと考えた。

（わたしだって、あのときからずいぶん変わった……平気でバスに乗れるし、買い食いだって平気でできる……）

　バスを待ちながら、二人とも買ったおやきをほおばった。野沢菜をかみしめているうちに、泉水子は奇き妙みような気がしてきた。真澄には、空腹がわかっているのだろうかと考えたのだ。

「わたしたち、生きているから、こうして食べるんだよね。食べないとお腹なかが空くし。真澄くんってやっぱり不思議かもしれない……」

　深行はすごい速さで食べ続けていたが、やがてたずねた。

「あいつのこと、死んでいるって感じるか？」

「ううん。生きている真夏くんとぜんぶ同じじゃないとは思うけど、死んでいるとも感じない」

「高たか柳やなぎの式しき神がみだった連中と、ちがっているのはそこか？」

「あんなふうに気味悪くは見えないの。それは、真澄くんが今にも分解しそうじゃなく、もっと強くそこに存在するからだと思う。でも、ぜんぜん怖こわくないかというと、それもちょっとちがうかも」

　泉水子の言葉に考えこんでから、深行は言った。

「真澄が強いのはたしかだ。あいつが式神を吸収するところ、見せられたしな。あんなきょうだいがついているなら、宗田がだんぜん有利なはずなんだが、宗田はそういう確信をもっていないよな。対たい抗こうする仲間を集めたがったり……真澄だけで一いつ掃そうできそうなものじゃないか？」

　泉水子は首をかしげた。

「どうなんだろう。仲間は仲間で大事だと思っているんじゃ」

「真澄が強すぎるのも問題なんじゃないかという気がしたんだ。ここへ来て。特に今の宗田は、むしろ真澄にふりまわされている」

　深行の指し摘てきは、泉水子にも的はずれとは言えないものだった。けれども、原因はもっと以前からあるように思えた。

「本当にふりまわしているのは、たぶん、真夏くんだよ。真響さん、真夏くんのことだけは別格でむきになっちゃうんだもの。真夏くんにも、そういうところはあるけど」

「二人の意志と言ってたな。式で縛しばって操あやつっていた高柳とのちがいはそこかもしれない。宗田たちは二人いるから強くて、けれどもそのぶん制せい御ぎよが難しいんだ」

　深行は言い、思い出したように続けた。

「式神を真澄に喰くわれた高柳が、今ではへこんでいないというのも気になるんだよな」

「ああ、高柳くんって、学園祭で決着をつけるんだって言っていた。あれは緒しよ戦せんの一手だったって」

　泉水子がすんなり言うと、深行はびっくりした顔を向けた。

「いつ、そんなことを聞いたんだ」

「試験前、図書館で。真響さんにつかずに、ぼくの陣じん営えいに入らないか──みたいなことも言っていた」

「早く言えよ、そういうことは」

　泉水子は少し肩かたをすくめた。

「そういえば、相楽さがらくんにも伝えろって言っていたような。忘れていたけど」

　深行はいらっとした様子だった。

「どうして黙だまってるんだよ。高柳と、何かおれに言えないまねでもしたのか？」

「そんなわけないじゃない」

　あきれながら泉水子は言った。

「わたしたち、真響さんの側につくことは決まっているんだから、言っても言わなくても同じじゃない。だいたい相楽くん、彼がきらいだから、聞きたくもないだろうと思ったし」

「わかってないな、鈴原は」

　深行は不ふ機き嫌げんな声を出した。

「あっちでもこっちでもわかってない。まったく、目をつけられたってことくらい、少しは自覚してろよ」

「どういう意味？」

　泉水子の問いに、深行は答えなかった。ぶつぶつ言っただけだった。

「そんなの、頭使えよ。自分で」

　深行がすぐそういう態度に出るから、うちとけた話がしにくいのだと言いたくなったが、泉水子は口をつぐんでいることにした。高柳の件を本当に忘れて、今の今まで話さなかったことに、ちょっとは反省もしたのだった。







　バス道路沿いに大きな看板があったので、乗馬クラブの場所には迷わなかった。ログハウス風のデザインの建物が道から見えるところに建っており、これがクラブハウスのようだ。

　二人が短い坂道を上って近づくと、クラブハウスの奥は窪くぼ地ちを切り開いた敷しき地ちになっており、廏きゆう舎しやの細長い建物や柵さくで囲んだ馬場があるのがわかった。周囲を丘おかの林がとりまいて、涼すずしげな緑が美しい。

　歩く途と中ちゆうで、奥から出てきたコンテナトラックに出くわし、わきによって通り過ぎるのを待ったが、その意味するところには気づかなかった。車体が去って、もう一度クラブハウスの入り口を見やると、作業服姿の人とクラブ員らしき人が、ポーチの外で立ち話をしているのが見えた。

　泉水子はこっそり息をのんだ。綿シャツとスラックス姿だったので、一いつ瞬しゆんわからなかったが、それは真夏の祖父だった。道場で目にしたときよりも小こ柄がらに見え、どこにでも見かける年配者のようだ。それでも、二人に向けたまなざしには世間並みより鋭するどいものがあった。

「おや、きみたちは学校の。ここでまた顔をあわせるとは」

「昨日はお世話になりました」

　深行ともどもあいさつをしてから、泉水子は思いきってたずねた。

「あの、タビはどうなりました？」

「タビの話を聞いていましたか。朝方に往生をとげました。たった今、業者が処理場へ運んでいったところです」

（それなら、今のトラックが……）

　泉水子が少しぼうぜんとすると、真夏の祖父は親切にたずねた。

「馬を見にこられたのかね。乗馬に興味がおありかな」

　深行がすばやく言った。

「いえ、そうじゃなく、宗田くんがここにいると聞いてやってきたんです。宗田くん、ゆうべは合宿にもどらなかったけれど、今もこちらですか？」

「ああ」

　老人は、真夏がそこにいないと気づいたようにまわりを見て、ドアを開けてクラブハウスの中をのぞいた。

「廏舎にもどって、片づけをしているらしい。呼んできましょうか」

「お手間はかけません、自分たちで探してみます。宗田くんを見かけたら、廏舎に入ってもかまいませんか？」

　作業服の人物が深行にうなずいた。この人が三み村むらだと思えた。

「馬をおどかしてほしくはないが、真夏くんの友だちならマナーは守れるだろう。行ってきていいよ」

　廏舎は三棟むねあり、学園のものよりずっと規模が大きかった。深行と泉水子が最初にのぞいた廏舎には人ひと影かげがなく、真夏はそのつぎの廏舎で見つかった。

　タビのものだったと思われる馬ば房ぼうは、がらんとして見えた。餌えさ桶おけなどを全部片づけ、床ゆかを隅すみ々ずみまで清めて、使わない囲いのようになっている。真夏は片手のスコップを杖つえのようについたまま、きれいになった内部を見つめていた。

「真夏くん」

「あれ、来たんだ」

　二人の姿を逆光に見た真夏は、意外そうに言ったが、口調はどちらかというと平板だった。疲つかれきって感情が動かないように見えた。目も少し赤い。

「むだ足させて悪かったね。もう、タビがどんな馬かも見せてやれない」

「いいよ、そのためだけに来たんじゃないから。でも、タビは、どんな馬だったの？」

　泉水子が思いやってたずねると、彼は、まだそこに馬が立っているように再び馬房の中を見た。

「黒くろ鹿か毛げって、黒馬に近い毛色だけど、足の先が白くてね。そういう馬はソックスと呼ばれるんだけど、タビはそれよりもちょっとしか白くなかった。だから、『足袋たび』って名づけたんだ。最近になると昔より茶色に見えたけど……馬でも年取るとそうなるんだな」

「真夏くんが最初に乗った馬？」

「ちびのころは、体に見合うポニーで練習するんだ。だけど、まだ早いと言われるときからタビに乗りたくてさ。あのころはタビも血気盛んだったから、真澄と二人、けっこう落っことされたな」

「ずいぶん長生きだったよね」

　泉水子は慎しん重ちように言ったつもりだが、真夏は急に黙った。そして、しばらくしてからぽつりと言った。

「馬の寿じゆ命みようは、馬主が決めるんだ」

「え？」

「馬は、立ち上がれないと、それだけでもどんどん弱っていくんだ。体重があるから、寝ねていると内臓が圧あつ迫ぱくされて、そのまま動けずにいると内臓の壊え死しがはじまる。もちろん、ひどく苦しむ。獣じゆう医いが判断するけれど、決断するのは馬主だ」

　ぎょっとしたように、深行が小声でたずねた。

「安楽死？　朝がたに死んだというのは、そういうことなのか？」

「そうだよ。薬を打って心臓を止めた。薬殺ってこと」

「おまえ、それをずっと見ていたのか」

　真夏はうなずいた。声は平静だった。

「ひょっとしたら、回復させる方法がまだあったのかもしれない。そうじゃなくても、このまま死ぬだけでも、馬は、おれたちが何をするかは知らず、痛くても苦しくても命の最後まで生きようとしていたんだ。そうさせたほうが、かえってタビが満足したのかもしれない。あんまり苦しむから、もう楽にさせることにした。でも、人間の決断が正しかったかどうかは、永遠にわからないんだ」

　深行も泉水子も、いっとき、かける言葉を失って立ちつくしていた。真夏の様子を心配して話し合ったときでさえ、彼がこれほどの深しん淵えんをのぞいているとは予期していなかったのだ。

　ようやく深行が言った。

「宗田を呼ばなかったのは、だからなのか。だけど、姉貴もずいぶん心配していたんだぞ」

「うん……」

　真夏も認めたが、力のこもらない口調で続けた。

「でも、真澄が元気だったろう。真澄にはいい機会だ。おれ、今回いろいろ考えちゃったよ。タビを死なせてよくわかった。おれたち人間には、なりゆきにまかせずに、決断して終わらせる方法があるんだ」

「何の決断？」

　泉水子はたずねたが、急に不安を感じて、答えを待たずに急いで続けた。

「もどろう、真夏くん。たいへんな夜だったし、徹てつ夜やしてるし、きちんと寝たほうがいいよ。すごく疲れている」

「……もどりたくない」

　真夏はつぶやいた。

「今は真澄のほうが、みんなと愉ゆ快かいにやれるよ。おれが考えこむことってめったにないから、この際じっくり考えたいよ」

「そう思うのはまちがいだ」

　深行がきっぱり言ってのけた。

「真澄のほうがよかったりするもんか。後でくわしく聞かせるが、宗田もおれたちも、ゆうべはいい迷めい惑わくだったんだぞ。だから、こうして迎むかえにきている。人間の弟だったら、ときには落ちこむことがあっても当たり前だろ。なに遠えん慮りよして、姉貴になぐさめてもらわないんだよ」

「……今、考えてることが真響とちがう」

「おまえたち、ふだんから、考えてることなどまるでちがうだろう」

　深行があきれて言い、泉水子も深行に同意した。

「そうだよ、真響さんとは反対のことばかりしているくせに。今になってそんなことを言うのはおかしいよ」

　真夏をせきたてて、ようやく廏舎の外までつれだした。明るい日ひ射ざしの下のほうが、馬房にいるより気持ちが晴れると考えたのだ。真夏は歩き出したが、クラブハウスに向かいたくなさそうだった。馬場を囲った柵に寄ると、そこで立ちどまった。馬場には馬が出ていなかったが、両ひじで柵にもたれかかり、その向こうの林をながめている。

「……真響は、一生真澄といっしょにいられるわけじゃない。そのことは、真澄にもわかっているんだ」

　真夏はつぶやくように続けた。

「おれにもわかっているんだ。真響は、一生おれといっしょにいられるわけじゃない。だけど、真響はまだわかっていない……」

「どうしてそんなことを言うの」

　泉水子がたずねると、彼は首をふって黙だまり、しばらくしてからまた言った。

「じいちゃんが正しい。真響は丈じよう夫ぶで長生きして、婿むこをとって、子どもを産んで育てて、そんなふうに真っ当にまわりの期待に応こたえるべきなんだ。おれとはちがう」

「どうして真夏くんはちがうの」

「おれは、真澄の片われだからだよ」

　深行が眉まゆをひそめて言った。

「どういうつもりで言ってるんだよ。自分も人間じゃないとでも思ってるのか」

　真夏はふり向いて深行を見やった。遠くばかり見つめていた目が焦しよう点てんを取りもどし、少しいつもの真夏らしくなった。

「シンコウってさあ、あんがいといい婿がねになるかもしれないよ。真響には似合いの。おれがそう言い残したら、シンコウ、どうする？」

「キモいと言ってやる」

　深行は憤ふん然ぜんと言い返した。

「なんだ、そのジジイみたいな言いぐさは。だいたい言い残すってのはなんだよ」

「じいちゃんの頭にあることを、まねしてみただけだよ。あの人が真響に知り合いの男連中をつれてこさせるのって、そういうことだからさ。おれは、シンコウなら婿がねに推すい薦せんしてもいいって気がするよ」

　泉水子は思わず、深行のどんな小さな反応も見み逃のがすまいと、真夏といっしょになって見つめてしまった。深行はややたじろいでから、意地でもここで動どう揺ようするまいと決めたようだった。

「つきあう前に婿の話などふるな。常識ないな、おまえも。冗じよう談だんにしても十六で言われてたまるか、いつの時代の話だ」

「今でも、十六なら民法上、親のゆるしがあれば結けつ婚こんできる年ねん齢れいだよ」

「それは女性だけだ。男は十八歳だ」

　真夏はため息をつき、再び柵にもたれた。

「今、終わらせる潮どきだという気がしたんだよ。今ならまだまにあう。おれたちが真澄をぜんぜん呼べなくなって、その後におれが、あいつをひとりにしてしまうよりは」

　泉水子の背後から、鋭するどく問う声が響ひびいた。

「何を終わらせるっていうの」

　ふり向くと、いつのまに来たのか真響がそこにいた。いくらか上気したほおをして、髪かみを風になぶらせ、両手をわきで握にぎりしめ、ジーンズの両足を開いて立っている。ひどく怒おこっているようでもあり、衝しよう撃げきを受けたようでもあった。

「言いなさいよ、真夏。何を終わらせる潮どきだというの」

　泉水子と深行も驚おどろいたが、真夏も一いつ瞬しゆん息をのんで姉が立っているのを見つめた。それから、ゆっくり息を吐はきだした。

「真響……なぜ来たんだよ。真澄は？」

「来てよかったじゃないの。二人にまかせようとも思ったけど、だんだんそれじゃすまない気がしてきたのよ。あんた、何を言い出してるの、そんなにタビが死んだことがつらかったの？」

　真響は瞳ひとみをきらめかせ、気き迫はくのある態度でせまってきた。

「真澄と交こう替たいして。いつまでもここにいたんじゃ、悲しい気持ちも紛まぎれないでしょう」

「来ちゃいけなかったのに……」

「千ち恵え美みさんが車を出してくれたの。入り口に待たせているから、すぐに行こう」

　有う無むを言わせない態度で、真響は彼の手を引こうとしたが、真夏はそれを振ふりはらった。そんな弟に、真響はびっくりしたようだった。

「真夏？」

「どうして真澄を置いてきたんだ。おれを選んじゃいけなかったのに。それじゃ、おれのほうが大事だって真澄が判断するじゃないか」

「真澄は無傷じゃない。傷ついているほう、悲しんでいるほうを大事にするのは、人間なら当然にすることよ。あんた、自分が悲しんでいることさえわかってないのよ」

「そうじゃない」

　真夏は、歯をくいしばるような口調で言った。

「おれは、タビが死んで悲しいんじゃない。自分の手でタビを殺したんだ、そのくせ死んだことを悲しんだら、身勝手すぎてタビにも失礼だろ。おれが悲しむとしたら、タビの守りがなくなって、いやでも向き合う自分のことだよ」

　真響もさすがに言葉を返せず、目をみはって動きをとめた。弟の顔を、何かを探すように隅々まで見てから、静かにたずねた。

「何に向き合ったというの？」

　真夏はなかなか答えなかった。それから、ため息まじりに言った。

「……おれは真響が一番大事で、真響はおれが一番大事じゃ、もうだめなんだ」

「どうしてだめなの？」

「ほら、真響にはわからない……わからないままですませようとする。だけど、真響にはこの先に将来がある。おれに関かかわったままだと、それすらだめになってしまうんだ」

「なに言ってるの？」

「どれだけ先延ばしにしたとしても、おれは、真響より先に真澄のところへ行くことになる。それくらいなら、真澄が真響のそばにいたがる、今のうちのほうが有利だ」

「なに言ってるの？」

　真響はただくり返した。今は不安を隠かくせない様子で、弟につめ寄る。

「もう、あんたは、まるっきり自分を見失ってる。それもこれもタビが死んだせいよ。一刻も早くここを出よう、私と来て」

「いやだ」

　真夏は姉に、きっぱり告げた。

「おれは行かない。行ったら、真澄の居場所がなくなる」

「わかってないのね。私だって、あざむくにも限度があるのよ。これ以上、平気な顔で、真澄が真夏だというふりができると思ってるの？」

　真響が言い返したすぐ後に、もっと低いしわがれ声が続いた。彼らの祖父がやってきていたのだった。

「おまえたちときたら、いまだに真澄のごっこ遊びを続けているのか。感心しないぞ、いい年になって」

　見当ちがいにしか聞こえない言葉に、泉水子は息をのんだが、渋じゆう面めんをつくった老人を見やれば、本気でそう言っているようだった。眉をよせ、いらだった様子で真夏を見ている。

「友人も真響も迎えに来たというのに、おまえはどうして帰らない。タビは天命をまっとうしたのだぞ、それすら受けとめられない軟なん弱じやくな精神でどうする。どうしても合宿にもどりたくないなら、うちへ来て寝ねなさい。ここにとどまっていても他ほかの馬の迷惑になるばかりだ」

「いやだ」

　真夏は祖父の言葉も拒きよ絶ぜつした。

「じいちゃんはそう言って──タビだけじゃなく、真澄も殺したんだ。心身を鍛きたえろとそればかり言って、結局は真澄を死なせたんだ」

「おまえは、そんな了りよう見けんでいたのか」

　老人はさらに声を険しくした。真響がぼうぜんとした隙すきをついて、真夏は彼女をすり抜ぬけて走り出した。

「真夏」

「真夏くん」

　泉水子も叫さけび声をあげた。彼が走っていく先に、鞍くらも手た綱づなもつけない馬が現れて、優ゆう雅がにたたずんでいたのだ。

　付き添そう人はおらず、馬が勝手に馬ば房ぼうを出て自由になったかのようだった。つやのある焦こげ茶色の毛並みをし、黒く長いたてがみと尾おをもち、鼻筋と足の先が少しだけ白い。廏きゆう舎しやから出てきたなら、泉水子たちも気がついていたはずだった。こつぜんと出現したように見えた。

（まさか、タビ……？）

　目をこすりたくなったが、黒くろ鹿か毛げの馬は生き生きとそこにいる。泉水子は混乱して真響を見やった。

　真響は、泉水子より数歩先で立ちどまり、体をこわばらせて馬を見つめている。それから、少し震ふるえる声で馬に呼びかけた。

「真澄ったら、どういう冗談なの？」

（真澄くん……？）

　言われてみれば、ただの馬ではなかった。泉水子もそれを認めたが、真澄だという確信はもてなかった。黒っぽい耳を馬らしくふり動かしただけで、真響の声に答えなかったのだ。心の通じない、よそよそしいものに感じられた。

　駆かけ寄った真夏が、黒いたてがみのかかる首筋に手をおく。それから、思いあまったように真響をふり返った。

　真響は感情をしずめようと努力しながら、真夏にたずねた。

「答えて。真澄は本当は、真夏だけのものだったの？　本当は、私とは関係のないものだったの？」

「そうじゃないよ。それはぜったいにちがう」

　真夏は言った。あきらめたような声こわ音ねだった。

「おれたちは二人とも、真響のためにいたんだ」

「言ってることとやってることがちがうでしょう。それならどうして、二人とも、私の気持ちがわからないのよ」

「……考えてみる。何が一番真響のためなのか」

　真夏がそう言ったときには、軽々と馬の背にまたがっていた。馬具がひとつもないことは、彼には支障にならないようだった。馬は真夏を乗せて歩みだし、あっというまに早駆けになり、敷しき地ちをまわって林道へと消えていく。

　泉水子たちが声なく見送っていると、後ろで老人がせき払ばらいした。

「真夏のやつは、少し頭を冷やしたほうがいいようだ。気がすんだらもどるだろう。みんなは自分の宿に帰っていなさい。真響も、いっしょになって真澄真澄と言うのをやめないといかんぞ。あいつのためにならん」

　泉水子はふり返った。老人は腹立たしげで、隣となりの三村は気づかう表情を浮うかべていたが、二人とも馬を見ていないのがわかった。死んだはずの馬がそこにいたら、落ち着いて立ってなどいられないはずだ。躍やく動どうする馬体をまざまざと見た後では、ギャップに驚いてしまうが、彼らは真夏が馬に乗って去ったことを知らないのだ。

　この手のことに慣れているのか、真響は祖父に反論もしなかった。真夏が消えた緑の林を見つめ続けている。老人と三村はしばらく待つ様子だったが、やがて、クラブハウスへ引き返していった。

　真響が身じろぎし、肩かたで大きく息をついた。ようやく友人と話せるようになり、泉水子と深行の顔を見比べる。

「ごめんね、こんなことになって。親切をむだにする気はなかったの。二人が行った後で急に胸むなさわぎがして……結局、逆効果だったようだけど。千恵美さんの車が待っているから、いっしょに帰ろう」

　深行が口を開いた。

「あんがい、おじいさんの言うことが当たっているかもしれない。今は真夏、聞く耳をもたないから、もう少し頭を冷やしたほうが話が通じるよ」

「そうだといいけど」

　真響は力なく答えた。

「こんなことははじめて……真夏と真澄が、二人だけで行ってしまうなんて。真澄が私に答えないものになっているのも、はじめて見た……」

「真夏くんが悲しい思いをしたから、真澄くんもなぐさめているのでは」

　泉水子は気休めに言ってみたが、真響はかぶりをふった。

「ううん、そうは思えない。だけど、何が起きているのか、私にもよくつかめないの。真夏がどうしてあんなことを言い出したのか、何を考えているのか、急にわからなくなっちゃった。あいつ、私が口を出す前に、泉水子ちゃんたちにどんなことを言ってた？」

「ええと……」

　泉水子はためらってしまった。「婿むこがね」の話は言い出しづらかったのだ。けれども、なるべく正直に話そうとした。

「真夏くん、真響さんは丈じよう夫ぶで長生きをするべきで、自分はちがうみたいに言っていた。その言い方がずいぶん気になったの。当然みたいに言うから」

　真響はうめくように言った。

「ああ、やっぱりその話……」

　深行が慎しん重ちようにたずねた。

「聞いちゃいけないなら言わなくてもいいが、真夏には、何か診しん断だんが出ているのか？」

「突とつ然ぜん死しした真澄と同じ心臓をもっていること。それだけ」

　沈しずんだ口調で真響は答えた。

「今の医い療りようでは、原因究明も措そ置ちもできないんですって。真夏、心電図異常はそれほど出ないし、運動して困る症しよう状じようも出ないし。人一倍運動神経がいいくらいだけど、真澄だってそうだった。だからなの、うちの家族が真澄を思い出したくないのは。なかったことにしてしまいたいのよ……まだ生きている真夏のために」

　彼らは千恵美の運転する車で宿にもどったが、その日の夕食の時間になっても、真夏も真夏の身代わりをする真澄も、その姿を見せなかった。ただ、真響の携けい帯たい電でん話わには、短いメールが届いていた。




　まだ考えてる。おれはやっぱり、真澄と同じものになったほうが、真響のそばにいてやれるのかもしれない。




　文面を見た真響は、そのまま何度も電話をかけたが、真夏と通話はできなかった。ついに番号を変え、真響は悲鳴のような声で電話に叫んだ。

「お父さん、すぐに来て。真夏が真澄につれていかれちゃう」




　　　　二




　生徒会執しつ行こう部ぶの生徒たちも、レクリエーションどころではなくなった。千恵美はあちこち電話で問い合わせはじめ、深行は両りよう国ごくに電話を入れてみたが、そちらの生徒の中にも真夏を見たという者はいなかった。

　乗馬クラブの三村たちも、戸隠の宗田家の人々も、林の付近を探して回ったようだ。だが、山中は暗くなるばかりだった。

　真夏が行っていそうな場所の心当たりを、電話でも直接にも、真響は何度も問いただされた。だが、彼女にははっきり答えられなかった。そばにいた泉水子は、真響が言葉をにごす気持ちがよくわかった。ひょっとしたら真夏は、だれにも見えない場所にいるかもしれないのだ。

　女子部屋のふすまの陰かげに来て、真響は泉水子に言った。

「お手上げ。こうなると私には、真夏が思いなおして帰ってくるのを待つことしかできない。ひとりでは真澄を呼び出せない。真夏のところへ行くのも無理」

「帰ってくるよ、真夏くん。このまま放ほうり出しはしないよ。『まだ考えてる』って言っているんだし」

　泉水子はただなぐさめた。真響がすでに混乱し、意い気き消しよう沈ちんしているのは明らかだった。他の人の前ではまだ気き丈じようにふるまっているが、その仮面もだんだんはがれかけている。

　だれに言うでもない調子で、真響はぼんやりと続けた。

「……真夏のほうが真澄に近いことくらい、最初からわかっていたのよ。私と真澄じゃ、ああは一体になれない。でも、私と真夏で真澄を呼びだしたのよ。真夏が私を離はなれて、真澄のほうを選ぶ日がくるなんて、思ってもみなかったのに」

「真響さんを離れてはいないと思う。真響さんのためを思いすぎて、今、ちょっと考えすぎなんだと思う」

　泉水子が言うと、当人はちらりと顔をしかめた。

「どうしてわからないんだろう。一番私のためになることといったら、あいつが長生きしてここにいることなのに。どう考えようとそれが当たり前なのに。弟が二人とも神しん霊れいになって、力が強ければそれでいいなんて、どうしてそんな方向に考えが向くのよ。信じられない」

「うん……そうだね」

「私が学園トップになりたいのだって、ぜんぶ真夏が生きのびるためのことなのに。ずっとずっとずっと、私が努力しているのはそういうことなのに。あいつが生きるためなら、これからだって一生努力してみせるのに。どうしてわからないんだろう」

　感情がたかぶって声が震え、真響は急いで口をつぐんだ。彼女の思いの強さが伝わってきて、泉水子も震え、どうしてと考えた。

（真響さんたちほど強いきずなを持つ二人でも、お互たがいに相手が見えないことがあるんだ。そして、それがちょっとしたくいちがいでも、神霊を扱あつかう力があると増ぞう幅ふくされてしまう。真澄くんは、こういうとき危険な存在になってしまうのかもしれない……）

　真夏が、死んだほうがいいという考えをもてあそんでいると思うと、泉水子であってもじっとしていられない気がした。真響の嘆なげきが目に入らないくらいに、彼は今、そちらに誘ゆう惑わくされてしまっているのだ。

　少しして、仄ほの香かと玲れ奈なが、ミーティングの座ざ敷しきから女子部屋にもどってきた。生徒会長は、青ざめた顔色を隠かくせない真響を見やり、思いやりのある声をかけた。

「元気出してと言ってもはじまらないけど、今夜のところは、宗田くんの帰りを待ってみよう。土地に不案内な私たちが暗い中で探しても、かえって迷子を増やすだろうという話に落ちついた。でも、夜が明けても弟くんがもどらなかったら、私たちも手分けして探すから。遭そう難なんだってあり得る場所だもの、帰りたくても帰れないのかもしれないし」

「すみません。みんなに迷めい惑わくかけて」

　真響が細い声で言うと、仄香はかぶりをふった。

「気にしなくていいよ。じつをいうと、私もけっこう気がとがめているの。ゆうべのあれ、弟くんは、私のイジメだなんて思わなかったよね？」

　泉水子は、思わずまばたいて見つめてしまったが、仄香は灰色がかった瞳ひとみを大まじめに見開き、真響にたずねていた。

「弟くん、執行部に居づらい空気を感じたとか、そういうことは何も言ってなかった？」

「言ってません。そういうこと、気にするやつじゃありませんから」

　玲奈もまた神しん妙みようだった。

「ゆうべの宗田くんの消え方、あんまり上手にやってみせたから、一いつ瞬しゆんは彼が原因だったかと思っちゃったの。今朝もそのことで少しからかったから、それがいけなかったのかも。冷たくするつもりなど、ぜんぜんなかったのよ」

「そのせいじゃありません、たしかです」

　真響は請うけあったが、玲奈は考えこむように言った。

「今夜のはどう見ても、悪ふざけじゃないものね。どうしたんだろう。宗田くんって、ちょっと、神かみ隠かくしにあいやすいタイプに見えるから心配になる」

（神隠し……そのとおりだ……）

　泉水子はひそかに思った。この事態はそう呼ばれていいものだという気がした。







　夜が更ふけたころになって、真響の両親が二人そろって宿を訪おとずれた。出で迎むかえた千恵美に、頭を下げて迷惑をかけたことをわびている。

「お父さん」

　玄げん関かんの様子をのぞき、両親の姿を目にした真響は、叫さけび声をあげて駆かけ寄った。泉水子もその近くにいたが、娘むすめを見やった宗田教授の顔には、はっきりした懸け念ねんが浮かんでいた。ガーデンパーティで見せた穏おだやかな表情は、どこにもなかった。

「真響……どういうことなんだ。真澄がつれていったとは」

　真響は強くかぶりをふった。絶望した身ぶりだった。

「わからない。何もできないの。私には、真夏がどこにいるかわからない……」

「落ち着きなさい。そんなことはないはずだ」

「落ち着いたって無理。だって……真夏が私を見ようとしないんだもの」

　それまでけっして泣こうとしなかった真響が、ついに泣き声になり、両手で顔をおおってしまった。

「どうしよう、もしも、このまま……」

「だから、いけないって言ったのに」

　ふいに静しず枝えがきつい声を出した。真響の涙なみだを見て、自分も平静でいられなくなったようだった。

「どうしてやめなかったの。真澄がいるふりをしてはいけないって、今までずっと言ってきたのに。悪いことが起こることくらい、お母さんにはわかっていたのよ。とうとうこんなことになって……あなただって後押ししたのよ」

　真響はいっそう泣き出しただけだった。もう、筋の通った話のできる状態ではなかった。静枝は、なじった後にはすぐに悔くいたようで、娘を玄関わきにあるソファーに座らせ、寄りそってなぐさめだした。

　宗田教授は、千恵美や集まってきた生徒たちに、いなくなるまでの真夏の様子を詳くわしくたずねた。みんな、少しでも役に立ちたい思いでさまざまに発言したが、行方ゆくえの手がかりにつながることは何も出てこなかった。

「……これ以上ここにいてもおじゃまになるばかりなので、われわれは実家で待機することにします。朝になっても真夏が帰らなければ、警察に捜そう索さく願いを出します。みなさんは、どうぞ予定通りの合宿を続けてください。ご心配をかけてまことにもうしわけない」

　教授が言うと、静枝も立ち上がって居並ぶ面々におわびを言った。それから、小さく真響に声をかけた。

「今夜は私たちといっしょに、おじいちゃんの家で泊とまりましょう。そんな様子では、みなさんを心配させるだけよ。貧血をおこしかけているみたいよ」

　うなだれて、少し乱れた髪かみが顔にかかっている真響の姿は、たしかに彼女自身が遭難者のように見えた。よりどころを失い、青白く憔しよう忰すいして、影かげさえ薄うすくなったかのようだ。けれども、母親の言葉を聞くと強くかぶりをふった。

「ううん、私はここで待っている。おじいちゃんちにいたんじゃ、真夏も真澄ももどってこない」

「あなたったら、まだ、そんなこと言って……」

　宗田教授は生徒たちの顔を見回し、深行と目と目を合わせた。

「相楽くん。それから鈴原さんも……ちょっといいですか」

　彼が玄関から外に出たので、深行と泉水子もそれに続いた。停とめてある車の近くまで移動してから、教授は二人に向かいあった。

「真響から、きみたちが一番あの子たちに近いと聞いています。真澄を平気で見ることができる友人だと。真澄が起こしたというこれが何なのか、きみたちにはわかりますか」

　口調は柔やわらかで、せっぱつまったようには聞こえなかった。それでも、真響の父親が高校生相手に真しん剣けんに問うことは感じとれた。

　深行が、ややすまなそうに答えた。

「いえ、そこまでは。ただ、真夏くんが、最後まで真澄といっしょにいたのはたしかだと思います」

　泉水子もそれ以上のことは言えなかった。

「わたしも同じです」

「乗馬クラブで私の父が目にしたのは、真夏が林の奥へ駆けていったことだけだそうです。あの周辺は、真夏にとって庭のようなものだったから、道に迷うはずはない」

　教授は静かに言ってから、メガネごしに深行を見つめた。

「きみにも、真澄を呼び出すことができますか。きみでなくとも、親族か知り合いの人の中には、そういうことの可能な人がいますか」

「術ができるかという意味ですか」

「そうです。修しゆ験げん道どうの意味です」

　深行は少しためらっていたが、思いきったように言った。

「おれは、二人と同じことができる人は、どこにもいないんじゃないかと思います。術を極きわめてもできないことで、もって生まれた何かに見えます。二人が護身の真言を唱えたのを聞いたけど、そこに意味などないんだろうと思えました」

「あの真言は、私が二人に教えました」

　教授は短く息をついた。自じ嘲ちようしたため息がもれたように聞こえた。

「けれども、私自身は修しゆ行ぎようしたことも実じつ践せんしたこともない、研究するだけの者です。少しでも導きになればというたぐいであって、実際に起きていることはわかっていない。お恥はずかしいながら、私も私の父も、真澄をはっきり見ることはかなわないのです。昔の血族には霊れい能のう者しやもいたようですが、三つ子のケースというのは、どんな文ぶん献けんにも載のっていない」

　メガネのふちに手をやり、彼は重い声で続けた。

「あの子たちはどうやら、特とく殊しゆな先祖返りのようです……太古の神話にさかのぼるような。だから、現代にはどこにも導き手がいない。母親などは、二人の呼ぶ真澄を忌いみきらっています。産んだ者だけがもつ直感で、よくないものと感じているようです」

　泉水子は思わず口を開いた。

「よくないと決めつけなくてもいいと思います。真澄くん、いいとか悪いとかは、たぶん言ってはならないようなもので」

　教授は泉水子にうなずいたが、あまり納なつ得とくして見えなかった。気落ちした、つぶやくような口ぶりになって言った。

「……危険の多いことではあるのだから、精神修養が大事だとつねづね言いきかせてきたつもりですが。かえって、はっぱをかけすぎたのかもしれません。私以外のまわりの者が、あの子たちに注目するようになってきたもので」

　そして、ぐちになってもしかたないと思った様子で、急いで言い出したことをしめくくった。

「真夏の捜索の手配は私たちでするので、きみたちはどうか、真響の様子を見てやってください。こんなに遅おそくにすまなかったですね」

　宗田教授も静枝も、この前とは別人のように老ふけた表情をしているので、見ていて胸が痛くなった。肉親が真夏を思いやる気持ちはそれだけ切実なのだと、泉水子は身にしみて感じた。宗田の両親の車が走り去ったとき、時刻は午前一時を回っていた。夜が明けるのも、あと数時間だった。







　だれもがほとんど寝ねた気がしなかったが、空が白み、事態が変わらないことが明らかになった。宗田家からは何度目かの電話で、警察に連れん絡らくしたことを告げてきた。

　真響は、朝食のテーブルにつくこともできなかった。他ほかの生徒たちも、とても学園祭の検討会議をする気分にはなれなかった。両親にはしなくていいと言われたが、じっとしているよりは、やはり付近を探してみようという話でみんなが一いつ致ちした。

　深行が泉水子に言った。

「宗田はかなりまいっているから、むやみに出歩かないほうがいい。鈴原は、部屋に残ってあいつについていてやれよ」

「待って。相談したいことがある」

　泉水子は急いで言った。寝ずに考えていたことがあるのだった。

　廊ろう下かの隅すみまで来てから、泉水子は切りだした。

「相楽くん、真響さんのお父さんに、二人と同じことができる人は、親族にも知り合いにもいないって言ってたよね」

「それがどうかしたか」

　深行は足をとめ、けげんそうに泉水子を見やった。

「宗田たちのようなまねは、雪ゆき政まさにやれと言っても無理だ。加か持じ祈き禱とうとは扱あつかうレベルがちがっている。神しん霊れいをそのままきょうだいにしているんだ」

「姫ひめ神がみは？」

　意を決して泉水子が口にすると、深行はぎょっとした顔になった。小声で言い返す。

「なんだよ、姫神は？　ってのは」

「姫神なら、真澄くんの呼び出し方も知っていると思わない？」

「なに言い出すんだ」

「わたしには、姫神と話をしたり、何かをたずねることはできない。でも、相楽くんなら、もう話してるよね。わたし──」

「ちょっと待て」

　あわてふためいた様子で、深行は左右を見回した。

「その話、ここでしちゃだめだ。もっと確実にだれにも聞かれないところでないと」

　泉水子をつれて宿を出て、道の先の林に入りこんでから、木こ陰かげに立った深行はようやく言った。

「いきなり言い出すなよ、そんなやばい話。どういうつもりなんだ」

「だって、もう、他に考えつかない」

　泉水子は両手を握にぎりしめた。もう猶ゆう予よがないという気がしてならないのだった。

「今日って真澄くんの命日なんだよ。もしも、真夏くんがあちらに行きっぱなしになってしまったら……警察が捜索しても、見つかるものじゃないかもしれない」

　深行はそれを聞いて驚おどろきはしなかった。彼も考えたことはあるようだった。

「あの、真澄のつくった、別の空間みたいな場所のことを言っているのか」

　泉水子はうなずいた。

「わたし、相楽くんのこと、巻き込まれただけでこういうことに無関係なはずなのに、すごく迷めい惑わくだろうと思っていた。でも、真響さんのお父さんの話を聞いて、他の人にはよく見ることもできないとわかって、相楽くんが真澄くんとまともにつきあってることだけでも、もう、ふつうとはちがうんだという気がしてきたの。相楽くん、姫神とも二回しゃべっているし」

　深行は少々たじろいで言った。

「それは、たまたまだったろ。自分からできることじゃない」

「真澄くんと同じ部屋で寝てるし」

「それだって、たまたまだ」

「わたしが巻き込んでいるって、わかってるけど、真夏くんを探すためにできることがあるなら、やりたくなくてもやらなくちゃと思う。わたしが髪をほどいて姫神になりかわったら、相楽くん、姫神にうまくたのんでくれる？」

「ちょっと待てよ。そんなことができるのか、鈴原に」

　深行は仰ぎよう天てんした様子で、はじめて見るもののように泉水子の顔を見た。

「わからない。試ためしてみないと」

「簡単に言うなよ」

　早口になって深行は続けた。

「姫神はやばい。やばすぎて、現れたらどうなるか見当がつかないんだ。こちらの言うことを聞いてくれるという保証はないし、天災並みに危険ってことは、この前、村むら上かみ先せん輩ぱいのお墨すみ付つきだったくらいだ。極力出すな、ひと目から隠かくせと言われた」

　泉水子は大きくひと呼吸した。

「わたしだって、姫神のことがきらいだし、怖こわいし、もう二度となりたくなんかないと思った。こんな体質じゃなければよかったといつも思ってる。でも、今、できることはぜんぶ試さないと、本当に真夏くんがいなくなっちゃう」

　深行は少し口をつぐんだ。それからたずねた。

「あいつ、もどらないと思うか？」

「わからないけど、真響さんにも行けないところへ行っているなら、わたしたちが迎むかえに行かないと」

「ずいぶんな賭かけだぞ。自分から姫神を呼びこんで、どうなっても知らないぞ。いいのか、本当に」

　深行が念を押し、泉水子はくちびるをかんでうなずいた。

「わたし、真響さんがしてくれたことに、お返しにできる何かを探していた。結局、これしかないという気がする。他のことができるようになりたかったけれど、やっぱり、手助けになるのはこれくらいなの」

　林をもう少し歩くと、わずかに広い場所に出た。どういうところが姫神が降りるにふさわしいかは、さっぱりわからなかったので、泉水子は足をとめた。

「どこも同じみたいだから、ここで髪かみをほどいてみるね」

　深行はあきらめたらしく、もう待てとは言わなかった。

「ああ、どこも同じなら早くすませよう」

　お下げ髪がみの先をとめたゴムを、二つとも取り去った。髪を編むことがなぜ封ふう印いんになっているのかはわからないが、姫神が降りるとき、必ず髪がとけているのはたしかなのだった。

　指でほぐして三つ編みをなくしてしまうと、泉水子は、立ったまま両手を組み合わせ、目を閉じてそのときを待った。

　いっときが過ぎた。

「あれ、変わらない」

　目を開けると、深行が腕うでを組み、手持ちぶさたに立っているだけだった。何も変わっていなかった。つまらなそうに深行が指し摘てきした。

「こっちから呼ぶには、足りないものがあるんじゃないか」

「方角が悪いのかな……山やま陰かげだと入らないとか」

「ケータイに電波が入らないみたいな言い方だな、それ」

　泉水子は首をかしげ、向きを変えようと数歩歩いて回った。すると気配が変わったように思えたので、ふり返って深行にそれを言おうとした。

　だれもいなかった。

（え……？）

　ほどけた髪のまま、泉水子は目をみはって立ちつくした。姫神は一向に降りてこず、代わりに深行が消え失うせていた。




　　　　三




　ぼうぜんとしてから、泉水子はようやく気がついた。消えたのは深行ではなく、たぶん自分のほうだった。姫神にもならない泉水子のままで、ひょいと別の層に入ってしまったのだ。

（もどれる……よね）

　同じ足どりで後ずさりしてみた。再び気配が変わったような気がしたが、それだけのことで、いきなり深行がもとどおりに現れるということはなかった。さらに歩いてみた。

　とうとう円を描えがいて一周してしまい、立ちどまってみると、ますますちがった空気を感じる場所になっていた。目に見える木立は同じものだ。けれども、肌はだにちくちくと感じる何かがちがう。

　少しあきれたような声がした。

「鈴原さんって、そうとう方向音おん痴ちだよね」

　顔を向けると、深行が立っているべき場所に着物姿の真澄が立っていた。腕うで組ぐみの代わりに、着物の両りよう袖そでに手をさしこんでいる。

　泉水子が一いつ瞬しゆん、返す言葉を失ったのは、真澄の白地の着物が仄香の着ていたものによく似ていたからだった。しかも、髪を長く伸のばしている。女子制服を着たところを見知ったあとでは、見ても女の子だとは思わないが、かなり似合ってはいた。

「……どうしたの、その恰かつ好こう」

「生徒会長のを見て、いいなと思って。真夏の着るものってあんまりおもしろみがないし」

「真夏くんは、どこ？」

「もっと奥にいる」

「奥ってどこ？」

「戸隠には層がたくさんあるんだよ」

　気を取りなおした泉水子は、広がってしまう髪を背中に払はらいやり、手を腰こしの両わきにすえた。

「だめだよ、真澄くん。真響さんを泣かせたら。今すぐ真夏くんをもどして」

「おれが泣かせたんじゃないよ」

「同じことじゃない。どうして真響さんを放ほうって、真夏くんと行ってしまったの。真響さんの喜ぶことじゃないって、わかってるくせに」

「うん、真響が悲しむのはきらいだ」

「今、すごく悲しんでいるよ」

　真澄はゆっくり首を横にふった。

「今なら少しですむんだ。この先、おれも真夏もいなくなってしまったら、真響は長いあいだ嘆なげき悲しむことになる」

「それ、真夏くんがそう考えているの？」

「おれの考えでもある」

　真澄は、どことなく自じ慢まんげな声で言った。

「おれも長く真澄をやっていると、消えるのはちょっといやなんだよ。おもしろくないというか。だけど真響は、おれか真夏かの二人に一人だったら、生きている真夏を迷わず選ぶだろう。それくらいなら、最初からおれたちが一つになっていたほうがいい」

「もしかして、真澄くん、消えそうなの？」

「おれは、戸隠にいるかぎり何も変わらないよ。だけど、真響と真夏に呼び出されるのはけっこう気に入っていたんだ。人間ってものが、こんなにすぐに変わっていくものじゃなければよかったのに」

　泉水子はそっと息をのんだ。真澄の影えい響きようを受け、真夏も自分が変わらないものになろうとしているのだと、そのとき確信できたのだ。

「真夏くんと話をさせて」

「できないと思うよ。岩戸の奥だ」

　岩戸とは何だろうと思いながら、泉水子はさらにくいさがった。

「それなら、岩戸までつれていって」

「あのへんは深い場所で、夜だよ。夜まで行ってもかまわないの？」

　泉水子はふいに思い出して言った。

「前にも、夜に会ったじゃない」

　すっかり忘れていたし、夢だとしか思わなかったものだが、現実とずれているこの空間に立てば、あのときの感じがくっきりと浮うかんできた。

「おもしろい人だなあ、鈴原さん。こういう場所では、ひとりになったほうが強くなるみたいだね。めったにいるもんじゃないよ、そういう変わった女の子」

　真澄は感心する口ぶりだった。続けてたずねた。

「それなら、あのときおれが、つきあわないかって言ったのも思い出した？」

「思い出したけど、今は真夏くんが先。わたし、ぜったいにつれて帰るから」

　泉水子がきっぱりした声を出すと、真澄はあんがいすなおに、こっちだよと言って歩き出した。

　真澄について歩いていくと、朝の光が射さしこんでいた林の道が、日暮れのようにみるみるかげっていった。暗さはやはり不安をかきたてるものだった。ただ暗くなったというのではなく、現実からどんどん遠ざかっていく感覚がある。真夜中の夢の底に向かって坂を下っているように、歩く方向とは関係のない下降感があった。

（今、怖がったらだめだ……）

　泉水子は心の中でけんめいに念じた。だが、方向音痴と言われたこと、帰り道が自分でわかっていないことを、気にせずにはいられなかった。もしもこの場で真澄に放り出されたら、現実にもどれないままさまようことになるのだろうかと、いやでも考えてしまう。

　しばらく黙だまって歩いていた真澄が、ふいに口を開いた。

「おれは、きみでもいいと思うよ。真夏じゃなくても。鈴原さんって、十分捧ささげものになるだけの価値をもっているよ……昔の真澄と同じくらいに。鈴原さん、帰るのはきみか真夏かの二人に一人だと言われたら、どっちを選ぶ？」

「どっちも選ばない」

　歯をかみしめる思いで、泉水子は言った。

「真夏くんだってわたしだって、向こうに待っている人がいるんだから。捧げものって何のこと？　真澄くん、もう少し人間の考え方をしてよ」

「ええー、おれ、そんなにわからないことを言ってる？」

「言ってるよ」

　しばらく応おう酬しゆうするあいだに、あたりはすっかり暗くなっていた。だが、地上のものと藍あい色いろに見える空との区別はまだついた。林を通り抜ぬけてみると、前方に切り立った岩がん壁ぺきがあり、道の先をふさいでいるのが見える。空高く黒々とそびえ、上の方にはひねた樹木も生おい育っているが、絶ぜつ壁ぺきのほとんどは岩いわ肌はだがむきだしになっているようだった。

「あれが岩戸だ」

　立ちどまった真澄は、あごで示しながら言った。

「あの戸を開けないとだめだね」

「戸？」

　予想以上の巨きよ岩がんの出現に驚おどろきながら、泉水子はたずねた。

「どれが戸なの。岩ぜんぶ？」

「まあ、そういうことかな」

　現実だったら、パワーシャベルか爆ばく薬やくかクレーンで吊つった鉄球くらいは使うところだと思いながら、泉水子はそばまで歩みよって岩に手を触ふれてみた。びくともしない岩の重量が伝わってきた。

「真夏くん、そっちにいるの？　出てきて」

　声を大きくして呼んでみたが、伝わりそうになかった。岩にはね返されるのがわかるのだ。ふり返って真澄を見やった。

「どうしてこんなものがあるのよ。真夏くんは、どうやってこの向こうに入ったの？」

「戸隠だからね。こういうものもある」

　真澄はさとりすましたように答えた。

「おれだって、好きでこうしているわけじゃない。これも真夏にその気がなかったら、起こらなかったものごとだよ。あいつは自分から入ったんだ」

（どうしよう……これじゃ、真夏くんはすっかり閉じこめられている……）

　あせりが浮かんできて、せわしく考えめぐらせた泉水子は、ふと、真澄が口にしたことに気がついた。

（戸隠だから……岩戸があるんだ）

　戸隠神社に祀まつってある神々を思い出した。一番有名な戸隠の言い伝え──天あめの手た力ぢから雄おの命みことが投げた天の岩屋の戸が落ちて、戸隠の峰みねになったという話。そして、仄香と玲奈がお参りをしてきたという、天の岩戸開きのために舞まい踊おどった天あめの鈿うず女めの命みことの話。

　仄香が生徒会を守るために踊ってみせた、特別な足はこびも目に浮かんできた。

（わたしにここでできることは、おじいちゃんに教わった舞まいしかないのかもしれない。もしかしたら、岩戸を開く方法は神楽かぐらなのかも……）

　けれども、泉水子は高校に入って以来、舞を舞っていなかった。

　それなのに、こんな場所で意識を集中して舞うことができるだろうかと、思わずためらう。思いつきは正しいかもしれないが、実行するとなると事情は別だった。知らず知らずに、手で胸のあたりを探さぐっている。そして、胸の合わせにさしてあるべき扇おうぎがないことに気がついた。

（ああ、扇がない。如月さんは持っていたのに。こんなことが起こるなら、用意しておくんだった。扇をもたないと、わたしも舞えない……）

　一瞬、くちびるをかむほどに悔くやんでから、急に思いなおした。深行のために錫しやく杖じようが現れたことを思い出したのだ。現実とは異なる空間なのだから、願えば扇も出てくるかもしれない。

「真澄くん、扇がほしい」

「言われるような気がしてたよ」

　真澄は間かん髪ぱつを容いれずに応じ、ふところから扇を抜きとってさしだした。

「まあ、がんばってみて」

　受け取ってしまうと、もうしりごみしているわけにいかなかった。泉水子は決意してあたりを見回し、舞い収めるに十分な広さがあるかどうかを確かく認にんし、その中央に立った。

　ここは天に届く山の頂ではなく、逆方向に突つき抜けた現実の底だ。空は暗く、岩の圧あつ迫ぱく感かんに息がつまりそうな気がしてくる。心を開いて伸びやかになれるどころか、ちょっと気をゆるめれば、際限なく怖おじ気づいて逃にげ出したくなる場所だ。

　こんな場所で舞うことになるなどと思ってもみなかったし、髪かみをほどいたまま舞うのもはじめてだった。思った以上に舞のじゃまになるとわかった。泉水子の髪は、どうもおとなしく収まってくれずにふわふわとなびいてしまうのだ。

　だが、四の五のは言っていられなかった。

「出てきて、真夏くん。そっちへ行くのはまちがっている。わたしたち、真夏くんが帰ってくるのが一番うれしいんだから」

　聞こえないとは思ったが、声に出して言った。それから足を踏ふみだした。








梓あづさ弓ゆみ引きみ緩ゆるへみ　来こずは来こず




来こば来こ　其そを何なぞ　来こずは来こば其そを









　歌い上げ、擦こするような舞の足をはこぶうちに、ここはやはり現実の場所ではないと身にしみてわかってきた。自分のこととも思えないほど、舞の力が強きよう烈れつに作用するのだ。層の空間がゆらぎだし、岩の厚みが薄うすくなっていくのが肌はだに感じられる。泳ぐ扇のかすかな風が、香かおりのように広がっていくのがわかる。

　力の感覚をどこかで恐おそれながらも、ゆらぎをうながすことは快感にも通じていた。自信を深めた泉水子は、さらに扇を昂こう然ぜんとかざした。
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「岩戸を開けちゃだめだ」

　近くで突とつ然ぜんに言われ、泉水子が舞を止めてふり向くと、真澄が真夏になっていた。短い髪、Ｔシャツとハーフパンツにスニーカーだ。

「向こうにいるのが真澄なんだ。開けちゃだめだ」

「ええっ、どういうこと？」

　泉水子は叫さけび声をあげた。姿が変わったのではなく、そこにいるのが本当に真夏だったからだ。まじまじと見なおしたが、やっぱり真夏だった。存在に温かな体温があり、ひりつく感じがしてこない。

「最初から真夏くんじゃなかったよね。今までここにいたの、真澄くんだよね」

「うん、おれ、なんかやっとわかった。やっと目が覚めたよ」

　真夏は真しん剣けんな表情で答えた。少し面おもやつれしているところも、たしかに彼であるらしかった。

「おれは、自分を真澄と同じに思っちゃいけなかったんだ。真澄だっておれたちと同じに、真澄だけの意志をもっている。あいつ、岩戸を壊こわして出ていきたかったんだよ」

「岩戸を壊して……って、真澄くん、外にいたじゃない」

「一部だけなんだよ、真澄になっているのは。閉じこめられていたものまで外に出てしまえば、もう、真澄じゃなくなる。おれと真響より大きくなる」

　早口に言ってから、真夏は息を吸った。

「ありがとう、鈴原さん。来てくれて。おれ、もう少しでわからなくなるところだった。おれが死んだら、真澄に力を貸しすぎることになってた」

　まだ驚きがさめやらなかったが、真夏のお礼の言葉がうれしかった。泉水子は笑え顔がおになり、やりとげた喜びを味わった。

「よかった、もとの真夏くんにもどって。みんな待っているよ、早く行こう」

「行こうって、そっちでいいの？」

　泉水子ははっとして、周囲に気がついた。舞でゆらいだように思えてから、風景が変化していた。暗くてはっきりとは見わたせないが、さっきよりも木立の少ない荒あれ地のようであり、ごつごつした岩がころがっていて、来たはずの一本道が見当たらなかった。そして、真夏がもどった代わりに、真澄の姿は消え失うせていた。

「……ええと。もしかして、真夏くんのほうが帰り道がわかる？」

「なんとなくこっちかな。あれっ、真響が来た」

　真夏が不思議そうな声をあげ、見やった泉水子も目を疑った。暗い中を人ひと影かげが近づいてくる。一つではなく二つ──肩かたを並べてやってきたのは、真響と深行だった。







「真響……ごめん……」

　声のとどく距きよ離りになると、真夏が小さな声であやまった。真響は一言も言わずに真夏に歩みよると、その勢いで弟の肩に腕うでを回して強く抱だきしめた。数十秒そうしてから、ようやく口を開いた。

「……あとでお説教するし、ぶつかも。今は気力がわかないから、これだけ」

「どうやって来たの？　真澄もいなかったのに」

「私にはできなかったよ、あんたに置いて行かれては。でも、相楽がつれてきてくれたの」

「ええっ、うそ」

　泉水子はまた大声で叫んでしまった。これ以上は驚けない気がした。どこか仏ぶつ頂ちよう面づらをしている深行のほうを、信じられない思いで見やる。

「なんで、相楽くんにそんなことができるの？」

「説明はあとだ」

　いらだった声こわ音ねで、深行は言った。

「計画力なさすぎだぞ、鈴原は。姫神になると言っておきながら、どうしてこんなところでこんなことをやってるんだよ。予定が狂くるうだろう、こっちは」

「やったことなかったんだもの、わたしだって」

　泉水子が言い返すと、深行はさらにつっこんだ。

「だいたい鈴原が、よその神しん霊れいに迷ってふらふらついていくから、結果的にこういうことになるんだ」

「何それ、ぜんぶわたしが悪いってこと？」

　思わずたずねると、わきで真夏がさすがに気まずい声を出した。

「おれのせいだよ。鈴原さんは、おれのことを思って来てくれただけだ」

　深行は、真夏に対してもかみついた。

「それだけ自覚しているなら、このおかしな場所を責任もってもとにもどせよ。最初におまえがつくったんだぞ、この情じよう況きようは」

「わかってるけどさ……」

　真夏は気弱な声を出した。

「おとといの夜あたりから、食べていないんだよ。力が抜ぬけてて……」

　真響は、手を放すと真夏が再び消えるというように、ずっと弟に触ふれたままでいたが、突然その腕をぎゅっとつかんだ。

「あれ、何？」

　真響の視線の先を、あとの三人も見やった。帰る方向を探して、だれもがしばらく岩戸のほうを見ていなかったのだ。見上げるような巨きよ岩がんの壁へき面めんに、縦に長くひび割れができており、その割れ目が星の光のような青白さで輝かがやきを放っていた。見まもるうちにも、亀き裂れつは少しずつ伸のびていく。

　真夏がささやくように言った。

「あの向こうにいるのが、真澄の全体、本当の真澄なんだ。真澄の全体はあんなに大きかったんだよ。あのぜんぶが出てきたら、おれたちなんか簡単に吸収できる」

「今はわかる。真澄は、あと少しで真夏まで喰くってしまうところだったのね」

「というか……今もそうかもしれない」

　元気なく真夏は認めた。

「おれを出してくれるために、鈴原さん、岩戸をほとんど破っちゃったみたいだよ」

　泉水子はぼうぜんと輝く亀裂を見つめていた。今は、自分のしたことを承知していた。岩戸が卵の殻からのように薄くなってしまい、ひな鳥につつかれてひび割れるようにひび割れはじめているのだ。

　岩の割れ目はさらに幅はばのあるものに変わり、白く光る何かが見えてきた。ゆうに十メートル以上ある頭上で、その白さがしきりにうごめいている。真しん珠じゆ光こう沢たくのある、大きなうろこが連なっているように見えた。総毛立つような、ありありとした脅きよう威いだった。

（だめだ、蛇へびだと思っては……本当に蛇になってしまう……）

　必死になってそう考え続けたが、蛇でなければ、蛇より恐ろしいものしか思い浮うかばなかった。うろこを目にしてしまっては、もうイメージを変えることはできなかった。

　ふいに肩をゆさぶられた。深行の手だった。

「しっかりしろよ。おまえが開いたのなら、閉める方法もあるんじゃないのか」

　泉水子はかぶりをふった。広がった髪が左右になびいた。

「わからない。わたしにできるの、舞まうことだけなんだもの」

「舞い続けてみたら？」

「無理。これ以上できない……もう、怖こわい」

　泣き出したくなった。がまんにがまんを重ねてきたが、泉水子はここでついに恐きよう怖ふに追いつかれたのだった。うろこのある巨きよ大だいなものが、岩の割れ目を押してせりだそうとしている。その前で取り乱さずに舞えるはずがなかった。

　深行はあせった表情で、宗田きょうだいのほうを見た。

「宗田たちは？　何か打つ手がないのか」

　真響が震ふるえる声を出した。

「私たち、真澄を呼び出すことにはつとめても、逆をしようと思ったことはなかったのよ……」

「冗じよう談だんだろう、このままかよ。とんでもないピンチじゃないのか、これって」

　深行は岩戸をふり仰あおいだ。亀裂の一番高いところが横にも広がって、平たい巨大な頭らしきものがゆれながら出ようとしていた。

「つっ立ってちゃだめだ。とりあえず逃にげろ。層が変われば逃げ切れるかもしれない」

　泉水子の手首をつかんで、深行は走り出した。かたわらで真響と真夏も駆かけ出す。だが、暗い上に足もとが悪いので、全速力というわけにはいかなかった。現実ではないとはいえ、走っていれば息も切れてくる。

　足の速さがちがうので、泉水子は何度もつんのめりそうになった。引っぱられる腕がちぎれそうで、容よう赦しやなく握にぎられた手首には指のあざができそうだ。だが、痛いと言っている場合ではなかった。岩戸の恐ろしさに追い立てられ、泉水子も、足をもつれさせながらよく走った。

　運動会でビリにしかなったことのない泉水子が、生まれてはじめて達した新記録かもしれなかった。髪かみが後ろにたなびき、飛ぶように走るとはこういうことかと思った。そのうち、飛ぶような一足ごとに金輪の音が響ひびくことに気づいた。ちらりと目をやると、深行が反対側の手に錫しやく杖じようを握っている。

（錫杖……？）

　気をとられたのがまずかった。あっと思ったときには石につまずいた。強くつかんだ深行の手もふり放してしまい、泉水子は勢いよくころんで腹ばいになっていた。

　地面に打ちつけられる衝しよう撃げきがあったが、すぐには痛さを感じなかった。それ以上に、背中の全面で感じとった脅威のほうが大きかった。止まってはじめてわかったのだ。岩戸はすでに破られ、中のものは泉水子たちの背後に追い迫せまっていた。

「止まるな、そのまま走れ」

　深行が叫んだのは、真響たちに向かってだった。彼自身は立ち止まり、体の向きを変えたのが、目にしたというより気配で伝わった。泉水子は必死に上半身を起こしたが、立ち上がる前に後ろを確かめずにいられなかった。そして、ひと目見たら動けなくなった。

　紺こん色いろの空に、月のように冴さえて輝く白い頭がある。

　蛇の平たい頭は、まばゆいせいか目の位置がわからなかった。真しん珠じゆ色のうろこの続く胴どう体たいが岩戸の隙すき間まから長々と延びている。本体はまだ岩屋にありながら、頭の先だけで、楽々と泉水子にとどくのだ。少し小さく見えるのは、岩屋の高さよりさらに高い上空に伸び上がっているせいだった。

（……喰われる）

　鎌かま首くびをもたげた蛇が、その次にとる行動くらい、泉水子にもわかっていた。

　一いつ瞬しゆんで、蛇は光の矢に変わった。ねらいすました稲いな妻ずまが落ちてくるようだった。そばで空を切る何かの音が聞こえた。どこか鳥の羽音に似ていた。

　目を閉じることもできない泉水子に、落ちてくる白光をさえぎる黒い翼つばさが見えた。そして、深行の錫杖が金輪をふるわせる音がした。

「……邪じや魔ま外げ道どう　魍もう魎りよう鬼き神じん　毒どく獣じゆう毒どく龍りゆう　毒どく蟲ちゆう之し類るい　聞もん錫しやく杖じよう声じよう　摧さい伏ぶく毒どく害がい……」

　泉水子はぎゅっと目をつぶり、もう一度開いた。光の蛇が去っていた。自分は中ちゆう途と半はん端ぱに体を起こした姿勢のまま、喰われもせずにそこにいる。あたりに暗さがもどっていたが、泉水子の上にかかげる黒い翼はまだあった。

　おそるおそる声をかけた。

「あの、相楽くん……羽はえていない？」

「気のせいだ」

「見えるんだけど」

「現実じゃない」

　それはそうだと思ったが、納なつ得とくできるものではなかった。だいたい、深行が平然と泉水子の隣となりに片ひざを立てて、錫杖をついているのもおかしい。

「どうしてできるの、そんなこと……」

「説明はあとだ。鈴原、姫神はどうした」

　深行の口調を聞けば、平然としているわけではないのがわかった。見かけよりずっと困こん惑わくしている。

「おれにできるのは、せいぜいおまえの護身だ。あれに対たい抗こうして押しもどせるわけじゃない。そのへんの見み極きわめは得意なんだ。姫神に出てきてもらわなきゃ、この場は収まりがつかないぞ」
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「そうだけど……」

　まだ地面に座りこんだまま、泉水子と深行は岩戸を見やった。いやになるくらい、まだ近くにあった。襲おそってきた白い頭は、今のところ裂さけ目に引っこんでいるが、大きく開いた岩の隙間には、同じ頭がひとつばかりかいくつもひしめきあっているのが、気もなえる光景にはっきりと見えた。

　深行が言いつのった。

「あんなのに何匹ひきも来られたら、護身だってどうなるかわからないぞ。髪をほどいたんだろう、姫神になれよ」

「そうしたいと思うんだけど、どういうわけか、ならないんだもの」

　泉水子も困りきって答えた。顔に乱れかかった髪をかきやるが、何にもならない。

「わたしが、姫神のことをきらいすぎたからいけないのかな……」

「おれをここまで巻き込んでおいて？」

　誠意を疑うという口ぶりで深行が言った。だが、その先は続けずに錫杖を持ちなおした。岩戸から再び白い頭がすべりだしてきたのだ。

　今度の頭の位置は低かった。蛇らしく地面を這はうつもりのようだ。輝く体を左右にゆらしながら進んでくるが、くねる胴体は神木の杉すぎより太く見えた。深行が小さくぼやいた。

「……けっこう骨なんだぞ。にわか仕立てだと」

「そのようだな。そなたが九く頭ず龍りゆう大おお神かみを相手にするのは荷が勝ちすぎる」

　ぎくりとした深行は泉水子の顔を見た。泉水子もびっくりしたが、あわててかぶりをふった。

「言ってない」

　そして、二人そろって自分たちの隣を見やった。かたわらに、いつのまにか着物姿の女性が立っていた。すらりと背が高く、髪も長い。目をみはって見つめてから、泉水子は深行に小声でたずねた。

「姫神？」

　深行もたまげている様子だった。

「でも、どうなってるんだ……」

　もちろん、泉水子が姫神を目にするのは、これがはじめてだった。

　暗いので柄がらなどはよくわからないが、蛇の放つ青白い光に映はえて紫むらさきがかった着物を、上に打ち掛かけのようにはおっている。中の着物は薄うす色いろの無地と濃こい色の袴はかまで、上にたくさん重ねれば十じゆう二に単ひとえに見えるような着方だった。顔も手もたいそう白く、闇やみに浮かび上がっている。和美人風に整っているが、何歳の女性ともつかない顔立ちで、かすかにほほえみ、いかにも楽しげだった。

「その錫杖をかしなさい」

　むぞうさに命じて、深行のもっていた錫杖を取り上げると、姫神は試ためすようにふってから、岩の上についた。そして、明めい晰せきな声で語った。

「その昔、戸隠に最初に修しゆ験げん場を開いた山やま伏ぶしは、以前から祀まつられていた地主神を、岩に封ふうじこめて眠ねむらせ、その上に寺を建こん立りゆうしたのだ。九頭龍大神。今も祀られているものだが、直じかに呼びかける者は長い間現れなかった。やがて、戸と隠がくし山やまに栄えた修験場もすたれ、様変わりし、最初の行ぎよう者じやが岩に封じこめた術も忘れ去られた。だが、九頭龍は強大な神だ。野放しになっては人の手に負えない」

　姫神は何度も岩をつき、涼すずやかに錫杖の金輪を鳴らし続けた。瞳ひとみを輝かせた顔を上げ、背に流れる長い髪をゆらし、誇ほこらしげに胸むなもとをそらせて、蛇の頭に向かって歌うように呼びかける。

「今はお眠り、九頭龍大神。今はまだ、そのときではない。もちろん必ず、そなたがすべての束そく縛ばくから解き放たれる日が来るだろう。変へん貌ぼうすることのない神の身であれば、そのときを待っても、あといくばくもない年月だろう。今日まで待つことができたのなら、その日を待つのも同じようなもの。今はこのままお眠り」

　ただ錫杖をつき、語りかけただけなのに、場はみるみる変わっていった。

　白い大だい蛇じやはおとなしく割れ目に引き込み、それから、岩の亀き裂れつがふさがっていった。もれてくる光が少しも見えなくなると、岩戸はもとどおりの厚みを増していく。

　空間そのものの浮き足だったゆらぎが消え、暗い空はさらに澄すんだものになり、地面はどっしりと重たくなった。岩の固さも前と同じに感じとれるものになった。戸隠の岩戸が、今までのように閉じられたのだ。

　不ふ穏おんな脈動がなくなったせいで、あたりは急に静かになったようにさえ思えた。

　姫神は、優ゆう雅がな口ぶりで言った。

「これでいい。九頭龍大神は再び、頭ひとつ残して岩戸に入った。神であろうとも、多少は息いき抜ぬきが必要だ。頭ひとつ分くらいは夢を見ていいだろう。その頭で見る夢を、真澄と呼んでもかまわないだろう。呼び続けることができればの話だが」

　その手から、錫杖が煙けむりのように消え去った。深行の肩かたの黒い翼も見えなくなった。周囲が急速に明るくなりつつある。姫神が一歩も歩くことなく、層を取り払はらって浮ふ上じようしていくのがよくわかった。このままあっけにとられているだけでは、彼女と言葉を交かわす貴重な機会を取り逃がすと思い、泉水子はあわてて声をかけた。

「姫神様。わたしはこうして、これからも別々でいられますか。いつも姫神になりかわるのではなく、わたしはわたしとして、お会いすることができますか」

「そなたは、まだ何もわかっていない」

　ゆるく首をふって、姫神は答えた。

「そなたの母にお聞き」

「でも、わたしの母は……」

　会ってくれないと言おうとしたとき、陽光が射さしこんだ。朝の太陽だったが、慣れない目にはまぶしく、一瞬周囲のすべてが金色に輝かがやいて見えた。

　手のひらを目にかざしてから、急いで降ろしたとき、泉水子は現実の場所に来たとわかった。けれども、そこは、自分が別の層に入りこんだ合宿所近くの林ではなかった。

　明らかに異なる巨きよ木ぼくの杉が、道の両側に並木となってまっすぐ続いている。道みち幅はばもずいぶん広く、舗ほ装そうはないがきれいにならしてあった。前方にも後方にも鳥居や社は見えないが、清せい浄じようさから神社の参道と察することができる。頭上高くの梢こずえからこぼれる光も清らかで、神域ならではの気配がただよっていた。静せい寂じやくの中に鳥のさえずりが聞こえ、朝の冷気がすがすがしい。

　泉水子と深行のそばには、今も女性が立っていた。

　もっとも、着物姿の姫神ではなかった。短いジャケットにサブリナパンツ、霞かすみのようなショールを首に巻いている。すらりとしたところが姫神と似ているが、髪かみは肩の上でぷっつり切ってあり、化け粧しようっ気はあまりなかった。化粧の必要があまりないような、秀しゆう麗れいな女性ではあった。小さなバッグを抱かかえ、山歩きに見えない小こ粋いきな靴くつをはいているところは、自家用車で訪おとずれた観光客のようでもある。

　すぐには言葉が出てこず、口を開け閉めして何度も見なおしてから、泉水子はようやく力のない声で言った。

「お母さん。どうしてこんなところにいるの」

「えっ、紫子さん……だったんですか？」

　深行があわをくったように言った。あれこれ驚おどろきすぎて、気が抜ぬけたように立っている二人の前で、紫子はいたずらをもくろんだような表情をしていた。

「だめだな、二人とも。今からこんな大物にちょっかいを出してどうする。わざわざ戸隠へ来るってところからして、身のほど知らずもいいところだったよ。そのへん、わかってる？」

　目をまるくして、まじまじと紫子の顔に見入っていた深行が、つい口からすべらせたようにたずねた。

「雪──うちの父は、戸隠には来られないと言っていたはずですが。紫子さんなら来てもかまわないんですか？」

　紫子はにこやかに深行を見返した。

「たしかにここは、山伏とは異なる組織のある、山伏が足を踏ふみ入れなくなった場所だよ。うかつに顔をさらしては来られない。でも、わたしはその点、顔がないようなものだから」

「顔がない？」

「そう。ときには名前も住所もね」

　少し考えてから、深行はためらいがちに口を開いた。

「ひょっとしてと思うんですが……宗田教授は『上じよう忍にん』ですか？」

「けっして見せないと思うよ。探さぐってもしかたないし」

　さりげなく答えただけだったが、紫子はどこかうれしそうだった。満足そうに深行を見つめた。

「きみのお父さんには、昔から何かと手助けをしてもらっている。雪政が他人の注目を集めてくれるから、わたしが名もなくひっそり動けるんだ。あの人が派手なのはそのためでもある。とはいえ、こうして戸隠を訪ねてしまったからには、わたしも学園祭へは顔を出しづらくなったかも。本当は、学園祭でこそきみたちに会いたかったんだけど」

　泉水子は息を吸いこんだ。

「お母さん。姫神がお母さんのもとにいるって、さっきみたいなことを言ってるの？」

「そうだよ、泉水子。だから、わたしとおまえはそうたびたび会ってはいけない」

　いくらか真顔になって、紫子は娘むすめに目を向けた。

「わたしが、姫神を自分にとどめている時間は、この先そう長くは続かないんだ。おまえが一人前になるまでは、できるだけ長くとどめておき、顔のない女でいつづけるつもりだけど、それも、いつまでのことかはわからない」

「お母さんは姫神になること、いやだと思ったことはなかったの？」

　泉水子は長らくの疑問を口にした。あまりに思いつめていた疑問なので、声が少し震ふるえた。

「わたしがいやだと思うのは、いけないことなの？　ふつうになりたいと思うのは……」

「あのね、少しも迷いがないほうがおかしいんだよ」

　紫子はたいした話ではないように、感情をこめずにさらさらと言った。だが、その内容は重いものだった。

「おまえたちは、今の自分がどれほど不安定かをわかっていない。しかたがない、そういう年ねん齢れいなのだ。この世に生まれてきて、生存を勝ち取るときと同じくらいの綱つなわたりをしているが、そのことに気づかない。子どもではなくなるとき、どのように自分を変えるかは、霊れい能のうを持つ者にとってはとりわけ選せん択たくの難しい問題だ。ほんの少し出方をまちがえるだけで、そのまま死にも直結する。神に接する能力を、そこでだめにする事例は山のようにある。おまえたちは、まだまだ結果の出ない存在なんだよ」

　髪をかきやって杉の梢を見上げてから、紫子は続けた。

「けれども、こればかりは親であっても詳くわしく教えられない。何を愛してどう生きるか、そのどこに落とし穴があるかは、それぞれ本人にしか用意されないものだ。人間はわからないものなんだ。人の数だけ試練があるし、その失敗がある。今回、わたしが適当に収めてしまったから、おまえの本当の試練は先延ばしということになるし」

　泉水子はへきえきする気分だった。この場でそう言われても、今さっき経験したものより恐おそろしいことがあるとは考えたくなかった。

「無理だよ。わたし、そんなに強くない……」

「そう。わたしは強いよ、泉水子」

　紫子は当たり前のように口にした。実際、彼女は強く見えた。すらりと丈たけのあるプロポーションにはむだがなく、強きよう靭じんでしかもあだっぽく見える。

「だから、わたしがいるかぎりは守ってあげる。あまり会うことはできないし、いつまでもとは言えないけれど。それだけはわかって」

　泉水子が返す言葉をなくしていると、紫子は取り出したサングラスをすばやく顔にかけた。雪政が持っていた品に少し似ていなくもなかった。

「わたしはすぐに撤てつ退たいするけど、おまえたちは友だちの二人を待っていておあげなさい。たぶん、奥の石段を下りてくるはずだから」

　それだけ言って、紫子は杉すぎ並なみ木きの道をさっそうと歩み去った。二度とふり返りもしなかった。

　彼女の後ろ姿を泉水子とともに見送った深行が、感に堪たえないように言った。

「すごい人だな、紫子さんって」

　泉水子はため息をついた。

「だから、いつも、なんだか『お母さん』って感じにならないの」

「……きれいだなあ」

　夢見るように深行がつぶやいた。

「紫子さんって、どこから姫神と入れ替かわったのか見分けがつかないくらいだな」

「なに言ってるの、あんなにしっかり年増なのに。お母さんって、お父さんより四つも年上だよ」

「うそだ」

「うそ言ってどうするの」

　泉水子は言い返したが、ほんの少しは深行の言うことも認めた。母親のぬくもりを感じたとまで言えないが、ほんの少しは、紫子の立場も理解できたような気がしたのだ。

（……わたしのことが、どうでもいいわけじゃなかった。玉倉山に帰らなかったわたしなのに、ちゃんと見守っていて、いざというときには無理をしてでも守りに来てくれたんだ）

　あれこれ思い返して黙だまりこんでいると、深行がふいに脈みやく絡らくなく言った。

「鈴原、おまえさ。ふだん思ってることをもっとしゃべれよ」

「え？」

「唐とう突とつなんだよ、いろいろと」

「唐突なのは、そっちじゃない」

　泉水子はあきれて言った。

「いろいろなことを黙って言わないのって、相楽くんのほうがずっと多いじゃない。それなら『説明はあとだ』って言ってたこと、はっきり説明してよ。もう、今はあとになっているよ」

「それは……今度、玉倉山へ行ってから話す」

　口ごもったあげくに深行は言った。泉水子は顔をしかめた。

「ほら、いつもそうなんだから。前にわたしは、相楽くんが考えていることをもっと知りたいって、ちゃんと言ったよ。それを頭から無視してかかったの、相楽くんのほうじゃない」

　深行はしばらく黙ってから口を開いた。

「じゃあ、仕切りなおす」

　仕切りなおして何を言うのかと、泉水子は少し身がまえて待った。だが、つぎの言葉を聞く前に、真夏の声が響ひびいた。

「シンコウ、鈴原さん。よかった、もどっていて」

　段になった奥の道から、真夏と真響がそろって下ってきた。二人とも、ひどい体験をしたわりにはしっかりしていたが、疲つかれた様子は隠かくせなかった。

「私たち、奥社の狛こま犬いぬの前に立っていたの。まさか、こんなほうまで来ていたなんて。そちらは無事なの？　あの後だいじょうぶだった？」

「平気、何ともないよ。よかった、みんなが無事で」

　泉水子は真響に答えたが、真夏はへこたれた様子で深行にもたれかかった。

「おれ、途と中ちゆうで行きだおれるかもしれない。石段けっこうあったよ」

　真響がすかさず提案した。

「鳥居までがんばれたら、すぐそこにお蕎麦そば屋やがある。あそこで食べものにありつけるよ」

「それなら……がんばる」

　泉水子は思わずほほえんだ。真夏はもうだいじょうぶだった。







　合宿の残り期間はあっというまに過ぎさった。

　無事に真夏が見つかったとはいえ、警察ざたになってしまったことではあり、宗田の二人には後始末がいろいろあったし、執しつ行こう部ぶメンバーも、心配した反動で今度ははしゃぎすぎた。結局は遊びたおして終わることになってしまい、予定していた学園祭企き画かくは、ほとんどそのまま持ち帰るありさまだった。

「まあ、こんなものよ。合宿なんて」

　仄香はそれほど気落ちするでもなく言った。

「スリルがあったけどめでたく終わったし、リフレッシュして親しん睦ぼくが深まったことをよしとしましょう。そのぶん夏休み後半に巻き返すから、その覚かく悟ごでね」

　真夏も真響も、寝ね込こむほどは具合が悪くならなかった。だが、それでも相当なストレスを受け、二人とも急に体重が落ちたので、医者の判断もあり、他ほかのメンバーとともに学校へは帰らずに、もう数日実家で休養することになった。

　帰る日の朝、宿を出る泉水子の手を握にぎった真響は、真しん剣けんな声で言った。

「泉水子ちゃん、どうもありがとう。泉水子ちゃんが真夏にしてくれたこと、ぜったいに忘れない。相楽もだけど、あなたたちに味方になってほしいと思ったときでも、これほど大事な加勢をしてくれるとは知らなかったのよ」

「ううん、そこまで言われることじゃないの」

　泉水子は謙けん遜そんでなく首をふった。自分のしたことは、あまり褒ほめられない気がしていたのだ。紫子が来てくれなければ、取り返しがつかなくなっていた。

「でも、ちょっとは真響さんの役に立てて、うれしかったかな」

「役に立つってレベルじゃなく、だれにもできないことだったよ。私も真夏も、自分のことしか考えられずにいたのに」

　反省したように真響が言うので、泉水子は困る思いだった。

「わたしだけの力でできることじゃなかったの。だから、あんまり大きくとらないで」

「泉水子ちゃんって……本当は、もしかしたら……」

　真響はそう口にしてためらい、少し間をおいてから、話を切り換かえてしまった。

「今回ここで起きたこと、この夏のあいだによく考えてみるね。まだ、ちょっと整理がつかないけれど、私と真夏と真澄の関係も、もう一度よく考えなおしてみる。九月に学校がはじまる前に、きちんと」

「うん……」

　泉水子はうなずき、紫子の言葉を思い返した。真響たちの関係は、たしかに難しい綱わたりをしていると言えるのかもしれなかった。

（この世に生まれてきて、生存を勝ち取るときと同じくらいの綱わたり……）

　自分もそうなのだと、思わずかみしめた。紫子は以前から甘い母親ではなかったが、駆かけつけてくれたとはいえ、今回もけっして甘い顔をしてくれたわけではなかった。言いおかれた言葉は、楽観を許さないものばかりだった。

（わたしもよく考えよう。夏のあいだに……）

　東京までの帰りは、同行する真響がいないので、泉水子には少々もの淋さびしかった。列車を待つあいだぽつねんとしていると、深行もまた、真夏がいないせいかひとりで文庫本を読んでいた。この際だと思い、泉水子は近づいた。

「思っていることしゃべりたいんだけど」

「なんだ」

「真響さんが戸隠で最初に試ためしたとき、相楽くんがなんにもしなかったのは、本当の力を隠しておきたかったから？」

　文庫本から目を上げた深行は、おもしろくなさそうに答えた。

「そんな余よ裕ゆうがあったら、苦労はいらない。おれだって自分のために使いたいよ」

「使えないときがあるの？」

「そういうこと」

「どういうときに使えるの？　わたしも知っておいたほうがいい気がするんだけど」

「それは、玉倉山へ行ってからよく話し合ってみる」

「野の々の村むらさんと？」

「いや。今のところ、なんて呼べばいいかよくわからないやつと」

　泉水子は首をかしげた。さっぱりのみこめなかった。

「玉倉山の……人？」

　深行は手にした本を閉じると、泉水子の顔を見た。

「おれも、鈴原に聞きたいと思ってたことがあるんだが、聞いていいか」

「いいよ」

「和わ宮みやさとるは、どうして高柳一いち条じようと似ていたんだ？」

　泉水子は目をぱちくりさせるばかりだった。深行が何を言い出したのか見当がつかなかったのだ。

「なぜ、そんなことを気にしてるの」

「別に。ただ、真澄のようにモデルがどこかにいるわけじゃないなら、どうしてああいう顔だったんだろうと思うだけだ」

「そりゃ、和宮くんは……」

　泉水子がつくりだしたと本人が言っていたし、泉水子がその姿を解いてやった。玉倉山にただよう神しん霊れいだったものを、少年の姿にしてしまったのは、泉水子の舞まいだった。けれども、自分がそんなことをしたと知る前から、同級生の中に彼がいたのであって、和宮がどうして和宮の顔だったのかは知るよしもなかった。

　泉水子が言葉をとぎらせると、深行が指し摘てきした。

「つまり、好みの男子ってことなんだろ。高柳みたいなのが」

「えええ」

　泉水子は飛び上がりそうに驚おどろいたが、深行は冷めた声を出した。

「大きなお世話だが、わかんねー。おまえの趣しゆ味み」

（深行くんって、やっぱり、何考えているのかぜんぜんわからない……）

　しゃべればしゃべるほど、わからなくなっていくような気がする泉水子だった。だが、気まずく話せないよりは話せるほうがいいだろう。少なくともそのことだけは、深行も自分から口にしたのだ。

（とにかく、いっしょに玉倉山には帰るんだし……）

　急に、故郷の紀き伊いの山々が懐なつかしくてたまらなくなった。竹たけ臣おみも佐さ和わも、泉水子の好きなものをさまざまに用意して待ちかまえていることだろう。今でこそ、心の底から望んで家に帰れそうだった。

　戸隠を知ったあとで、もう一度実家のよさを発見しよう。肌はだに一番なじんだ空気と水と樹木の中で、もう一度自分を見つめなおす機会をつくろう。大きく息を吸いこむと、泉水子は気持ちが明るいことに気づいた。

　夏休みはあと半分もあるのだった。





（次巻へ）
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